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「
徐
霞
客
遊
記
」
訳
注
稿

巻
二
下

楚
遊
日
記

●
崇
禎
一
○
（
一
六
三
七
）
年
正
月
十
一
日
～
閏
四
月
七
日
、
一
一
五
日
間

徐
霞
客
五
十
二
歳

＊
「
楚
遊
日
記
」
は
長
文
な
の
で
、（
１
）
正
月
、（
２
）
二
月
、（
３
）
三
月
一
日
～
二
十
日
、（
４
）

三
月
二
十
一
日
～
三
十
日
、
（
５
）
四
月
、
（
６
）
閏
四
月
、
の
六
部
に
分
け
た
。
各
部
内
も
、
適

宜
分
割
し
た
。

楚
遊
日
記
（
１
）

●
崇
禎
一
○
（
一
六
三
七
）
年
正
月
十
一
日
～
三
十
日
、
二
○
日
間

徐
霞
客
五
十
二
歳

●
凡
例

・
■
本
文
の
部
で
は
、
一
定
の
日
ご
と
に
区
切
り
、
本
文
を
掲
げ
、
●
校
勘
を
施
す
。

・
■
訳
注
の
部
で
は
、
一
定
の
日
ご
と
に
区
切
り
、
さ
ら
に
内
容
上
の
ま
と
ま
り
で
も
区
切
り
、
●
訓
訳
、

●
語
注
、
●
口
語
訳
の
順
で
記
す
。

・
本
文
は
、
褚
紹
唐
・
呉
王
寿
整
理
の
上
海
古
籍
出
版
社
本
（
一
九
八
○
年
（
「
上
海
新
整
理
本
」
と
略
）
と

す
る
。

・
本
文
に
つ
い
て
、
底
本
で
あ
る
季
本
に
は
な
く
乾
隆
刊
本
に
あ
る
部
分
、
季
本
よ
り
乾
隆
本
が
詳
し
い

部
分
を
〔

〕
で
示
し
て
い
る
。

・
訳
注
で
は
、〔

〕
を
外
し
、
本
文
に
組
み
込
ん
で
訳
す
。

・
徐
霞
客
の
自
注
は
［

］
で
示
す
。

・
口
語
訳
に
お
い
て
は
、
本
文
中
で
は
［
自
注
１
］
な
ど
と
記
し
、
文
末
に
［
自
注
１
］
の
内
容
を
別
記

す
る
。

参
照
文
献
等
（
「

」
は
略
称
）

◇
訳
注
に
は
諸
書
を
参
照
す
る
。

・
朱
恵
栄
等
訳
注
『
徐
霞
客
遊
記
全
訳
』
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
（
「
朱
恵
栄
」）

・
黄
珅
訳
注
『
新
譯
徐
霞
客
遊
記
』
三
民
書
局
、
二
○
○
二
年
（
「
黄
珅
」）

◇
参
考
文
献

・
『
大
明
一
統
志
』
天
順
五
年
（
一
四
六
一
）

巻
之
六
十
三
長
沙
府
、
巻
之
六
十
四
衡
州
府
、
巻
之
六
十
五
永
州
府
、
巻
之
六
十
六
郴
州
府

・
李
元
度
撰
『
重
修

南
嶽
志
』
光
緒
九
年
（
一
八
八
三
）（
「
南
嶽
志
」）

・
王
開
運
等
修
『
（
湖
南
）
清
泉
縣
志
』
同
治
八
年
（
一
八
六
九
）（
「
清
泉
県
志
」
）

・
『
中
華
人
民
共
和
国
地
名
詞
典

湖
南
省
』
一
九
九
二
年
（
「
地
名
湖
南
」
）

・
譚
民
政
著
『
陪
徐
霞
客
游
湖
南
』
湖
南
文
芸
出
版
社
、
二
○
一
七
年
（
「
譚
民
政
」）

楚
游
日
記
に
お
け
る
徐
霞
客
の
足
跡
を
追
っ
て
現
況
を
報
告
す
る
も
の
。
写
真
多
数
。
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・
任
国
瑞
・
謝
武
経
著
『
湖
南
的
明
朝
與
當
代
―
徐
霞
客
《
楚
游
日
記
》
考
察
記
』
方
志
出
版
社
、
二
○

一
八
年
（
「
任
国
瑞
」）

楚
游
日
記
に
お
け
る
徐
霞
客
の
足
跡
を
追
っ
て
現
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
楚
游
日
記
の
校
注
と

口
語
訳
を
行
っ
た
も
の
。
校
注
と
口
語
訳
は
、
ほ
ぼ
朱
恵
栄
を
踏
襲
す
る
。
写
真
多
数
。

◇
参
考
地
図

○
徐
霞
客
地
図

・
丁
文
江
撰
『
徐
霞
客
游
記
二
十
卷
』
付
図
、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
二
八
年
（
「
丁
本
付
図
」）

・
褚
紹
唐
主
編
『
徐
霞
客
旅
行
路
線
考
察
図
集
』
中
国
地
图
出
版
社
、
一
九
九
一
年
（
「
路
線
図
」）

○
外
邦
図
（
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
製
作
）

・
「
長
沙
」
五
十
万
分
一
（
「
長
沙
」
図
）
、「
衡
州
」
五
十
万
分
一
（
「
衡
州
」
図
）

・
「
衡
山
県
」
十
万
分
一
（
十
「
衡
山
県
」
図
）
、「
攸
縣
」
五
万
分
一
（
「
攸
県
」
図
）

・
「
南
灣
」
五
万
分
一
（
「
南
湾
」
図
）
、
「
草
市
」
五
万
分
一
（
「
草
市
」
図
）
、

「
衡
山
県
」
五
万
分
一
（
「
衡
山
県
」
図
）
、
「
呉
集
」
五
万
分
一
（
「
呉
集
」
図
）

「
南
嶽
市
」
五
万
分
一
（
「
南
嶽
志
」
図
）
、
「
白
果
市
」
五
万
分
一
（
「
白
果
市
」
図
）

「
樟
木
市
」
五
万
分
一
（
「
樟
木
市
」
図
）
、
「
衡
陽
城
」
五
万
分
一
（
「
衡
陽
城
」
図
）

○
現
代
地
図

・
湖
南
省
地
図
集
編
纂
委
員
会
『
湖
南
省
地
図
集
』
湖
南
地
図
出
版
社
、
二
○
○
○
年
（
「
大
地
図
」
）

・
中
国
地
図
出
版
社
『
湖
南
省
地
図
冊
』
中
国
地
図
出
版
社
、
二
○
○
一
年
（
「
小
地
図
１
」
）

・
湖
南
地
図
出
版
社
『
湖
南
省
地
図
冊
』
湖
南
省
地
図
出
版
社
、
二
○
○
八
年
（
「
小
地
図
２
」
）
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●
訳
注
稿

第
一
部

雲
陽
山
・
麻
葉
洞
を
探
訪
し
衡
山
県
城
へ
（
一
月
十
一
日
～
二
十
日
）

［
一
月
十
一
日
］

《
概
要
》
湖
広
長
沙
府
茶
陵
州
域
の
、
艻
子
樹
下
を
出
発
。
静
聞
に
は
荷
物
を
持
た
せ
、
舟
行
で
衡
州
府

治
に
先
行
さ
せ
、
自
身
は
顧
僕
を
伴
っ
て
、
茶
陵
・
攸
の
山
々
と
南
岳
衡
山
探
訪
へ
。
陸
行
。
西
へ
、
高

隴
、
沙
口
を
経
て
、
雲
嶁
山
探
訪
。
舟
行
で
西
へ
下
り
、
茶
陵
州
近
く
の
東
江
口
で
上
陸
し
、
泊
。

■
本
文
の
部

丁
丑
正
月
十
一
日

是
日
立
春
、
天
色
開
霽
。
亟
飯
、
托
靜
聞
隨
行
李
從
舟
順
流
至
衡
州
、
期
十
七
日
會
於
衡
之
草
橋
塔
下
。

命
顧
僕
以
輕
裝
從
陸
探
茶
陵
攸
縣
之
山
。
及
出
門
、
雨
霏
霏
下
。
渡
溪
南
涯
、
隨
流
西
行
。
已
而
溪
折
西

北
、
逾
一
崗
、
共
三
里
、
復
與
溪
遇
。
是
爲
高
隴
。
於
是
仍
逾
溪
北
、
再
越
兩
崗
、
共
五
里
、
至
盤
龍
菴
。

有
小
溪
北
自
龍
頭
山
來
、
越
溪
西
去
、
是
爲
巫
江
、
乃
茶
陵
大
道
；
隨
山
順
流
轉
南
去
、
是
爲
小
江
口
、

乃
雲
嶁
山
道
。
二
道
分
於
盤
龍
菴
前
。
〔
小
江
口
即
蟠
龍
・
巫
江
二
溪
北
自
龍
頭
至
此
、
南
入
黄
雩
大
溪

者
。
〕
雲
嶁
山
者
、
在
茶
陵
東
五
十
里
沙
江
之
上
、
其
山
深
峭
。
神
廟
初
、
孤
舟
大
師
開
山
建
剎
、
遂
成

叢
林
。
今
孤
舟
物
故
、
兩
年
前
虎
從
寺
側
攫
一
僧
去
、
於
是
僧
徒
星
散
、
豺
虎
晝
行
、
山
田
盡
蕪
、
佛
宇

空
寂
、
人
無
入
者
。
毎
從
人
問
津
、
倶
戒
莫
入
。
〔
且
雨
霧
沈
霾
、
莫
爲
引
導
。
〕
余
不
爲
阻
、
從
盤
龍

小
路
、
〔
南
沿
小
溪
二
里
、
復
與
大
溪
遇
。〕
南
渡
小
溪
入
山
、
雨
沈
沈
益
甚
。
從
山
夾
小
路
西
南
二
里
、

有
大
溪
自
北
來
、
直
逼
山
下
、
〔
盤
曲
山
峽
、
兩
旁
石
崖
、
水
齧
成
磯
。
〕
沿
之
二
里
、
是
爲
沙
江
、
即

雲
嶁
之
水
入
大
溪
處
。
途
遇
一
人
持
傘
將
遠
〔
出
〕
、
見
余
問
道
、
輒
曰
：
「
此
路
非
多
人
不
可
入
、
余

當
返
家
爲
君
前
驅
。
」
余
感
其
意
、
因
隨
至
其
家
。
其
人
爲
余
覓
三
人
、
各
持
械
賫
火
、
冒
雨
入
山
。
初

隨
溪
口
東
入
〔
一
里
〕
、
望
〔
一
小
溪
自
〕
西
峽
〔
透
隙
出
〕
、
石
崖
層
亙
、
外
束
如
門
。
導
者
曰
：
「
此

虎
窟
也
。
從
來
燒
采
之
夫
倶
不
敢
入
。
」
時
雨
勢
漸
盛
、
遂
溯
大
溪
入
、
宛
轉
二
里
、
〔
溪
底
石
峙
如
平

臺
、
中
剖
一
道
、
水
由
石
間
下
、
甚
爲
麗
觀
。
〕
於
是
上
山
、
轉
山
嘴
而
下
、
得
平
疇
一
壑
、
名
爲
和
尚

園
。
〔
四
面
重
峯
環
合
。
平
疇
盡
、
〕
約
一
里
、
復
逾
一
小
山
、
循
前
溪
上
流
宛
轉
峽
中
、
又
一
里
而
雲

嶁
寺
在
焉
。
山
深
霧
黑
、
寂
無
一
人
、
殿
上
金
仙
雲
冷
、
廚
中
丹
竈
烟
空
。
徘
徊
久
之
、
雨
愈
催
行
、
遂

同
導
者
出
。
出
溪
口
、
導
者
望
見
一
舟
、
亟
呼
而
附
焉
。
順
流
飛
槳
、
舟
行
甚
疾
。
余
衣
履
沾
濕
・
氣
寒

砭
肌
、
惟
炙
衣
之
不
暇
、
無
暇
問
兩
旁
崖
石
也
。
山
谿
紆
曲
、
下
午
登
舟
、
約
四
十
里
而
暮
、
舟
人
夜
行

三
十
里
、
泊
於
東
江
口
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

丁
丑
正
月
十
一
日

是
の
日
立
春
な
り
、
天
色
霽
を
開
く
。
亟
や
か
に
飯
し
、
靜
聞
に
託
し
て
行
李
を
隨
へ
て
舟
に
從
ひ
て

は
れ

す
み

流
れ
に
順
ひ
て
衡
州
に
至
ら
し
む
。
十
七
日
に
衡
の
草
橋
塔
の
下
に
て
會
せ
ん
こ
と
を
期
す
。
顧
僕
に
命

じ
て
輕
裝
を
以
て
陸
に
從
ひ
、
茶
陵
・
攸
縣
の
山
を
探
ら
ん
と
す
。

門
を
出
づ
る
に
及
び
、
雨
霏
霏
と
し
て
下
る
。
溪
を
南
涯
に
渡
り
、
流
れ
に
隨
ひ
て
西
に
行
く
。
已
に



- 4 -

し
て
溪
は
西
北
に
折
れ
、
一
崗
を
逾
ゆ
。
共
に
す
る
こ
と
三
里
、
復
た
溪
と
遇
ふ
、
是
れ
高
隴
た
り
。
こ

こ
に
お
い
て
仍
ほ
溪
を
逾
え
て
北
し
、
再
び
兩
崗
を
越
え
、
共
に
す
る
こ
と
五
里
に
し
て
、
盤
龍
菴
に
至

な

る
。小

溪
の
北
の
か
た
龍
頭
山
よ
り
來
る
有
り
、
溪
を
越
え
て
西
に
去
る
、
是
れ
巫
江
た
り
。
乃
ち
茶
陵
の

大
道
な
り
。
山
に
隨
ひ
流
れ
に
順
ひ
て
南
に
轉
じ
て
去
る
、
是
れ
小
江
口
た
り
。
乃
ち
雲
嶁
山
の
道
な
り
。

二
道
盤
龍
菴
の
前
に
分
る
。
小
江
口
は
即
ち
蟠
龍
・
巫
江
二
溪
の
北
の
か
た
龍
頭
よ
り
此
に
至
り
て
、
南

し
て
黄
雩
大
溪
に
入
る
者
な
り
。

雲
嶁
山
は
、
茶
陵
の
東
五
十
里
の
沙
江
の
上
に
有
り
。
其
の
山
深
峭
な
り
。
神
廟
の
初
め
、
孤
舟
大
師

山
を
開
き
剎
を
建
て
、
遂
に
叢
林
を
成
す
。
今
孤
舟
物
故
す
。
兩
年
前
虎
寺
側
よ
り
一
僧
を
攫
ひ
て
去
る
。

こ
こ
に
お
い
て
僧
徒
星
散
し
、
豺
虎
晝
に
行
く
。
山
田
盡
く
蕪
れ
、
佛
宇
空
寂
と
し
て
、
人
の
入
る
者
無

あ

し
。人

に
從
ひ
て
津
を
問
ふ
毎
に
、
倶
に
入
る
莫
か
れ
と
戒
む
。
且
つ
雨
霧
沈
霾
と
し
て
、
引
導
を
な
す
莫

し
。
余
阻
と
爲
さ
ず
、
盤
龍
の
小
路
に
從
ふ
。
南
し
て
小
溪
に
沿
ふ
こ
と
二
里
に
し
て
、
復
た
大
溪
と
遇

ふ
。
南
し
小
溪
を
渡
り
て
山
に
入
る
。
雨
沈
沈
と
し
て
益
々
甚
し
。

山
夾
の
小
路
に
從
ひ
て
西
南
に
二
里
に
し
て
、
大
溪
の
北
よ
り
來
る
有
り
。
直
ち
に
山
下
に
逼
り
て
、

山
峽
を
盤
曲
す
。
兩
旁
の
石
崖
、
水
齧
み
て
磯
を
成
す
。
之
に
沿
ふ
こ
と
二
里
、
是
れ
沙
江
た
り
。
即
ち

雲
嶁
の
水
の
大
溪
に
入
る
の
處
な
り
。

途
に
一
人
の
傘
を
持
し
て
將
に
遠
出
せ
ん
と
す
る
に
遇
ふ
。
余
の
道
を
問
ふ
を
見
て
、
輒
ち
曰
く
「
此

の
路
は
多
人
に
非
ざ
れ
ば
入
る
べ
か
ら
ず
。
余
當
に
家
に
返
り
て
君
の
た
め
に
前
驅
す
べ
し
」
と
。
余
其

の
意
に
感
じ
、
因
り
て
隨
ひ
て
其
の
家
に
至
る
。
其
の
人
余
の
た
め
に
三
人
を
覓
め
、
各
々
械
を
持
ち
火

を
賫
し
て
、
雨
を
冒
し
て
山
に
入
る
。

も
た
ら

初
め
は
溪
口
に
隨
ひ
て
東
に
入
る
こ
と
一
里
、
一
小
溪
の
西
峽
よ
り
隙
を
透
し
て
出
づ
る
を
見
る
。
石

崖
層
亙
と
し
て
、
外
の
束
せ
る
こ
と
門
の
如
し
。
導
者
曰
く
「
此
れ
虎
の
窟
な
り
。
從
來
燒
采
の
夫
も
倶

に
敢
へ
て
入
ら
ず
」
と
。
時
に
雨
勢
漸
く
盛
な
り
、
遂
に
大
溪
を
遡
し
て
入
る
。
宛
轉
た
る
こ
と
二
里
、

溪
底
の
石
に
峙
す
る
こ
と
平
臺
の
如
し
。
中
に
一
道
を
剖
き
、
水
石
間
よ
り
下
る
。
甚
だ
麗
觀
た
り
。
こ

こ
に
お
い
て
山
に
上
り
、
山
嘴
を
轉
じ
て
而
し
て
下
り
、
平
疇
一
壑
を
得
。
名
は
和
尚
園
た
り
。
四
面
重

峯
環
合
す
。
平
疇
盡
き
、
約
一
里
に
し
て
、
復
た
一
小
山
を
逾
え
、
前
溪
の
上
流
に
循
ひ
峽
中
を
宛
轉
と

し
、
又
た
一
里
に
し
て
雲
嶁
寺
焉
に
在
り
。

山
深
く
霧
黑
く
、
寂
と
し
て
一
人
無
し
。
殿
上
の
金
仙
は
雲
冷
た
り
て
、
廚
中
の
丹
竈
は
烟
空
し
。
徘

徊
す
る
こ
と
之
を
久
し
く
す
、
雨
愈
々
行
く
を
催
す
。
遂
に
導
者
と
同
に
出
づ
。

溪
口
を
出
づ
る
に
、
導
者
一
舟
を
望
見
し
、
亟
に
呼
び
て
焉
に
附
す
。
流
れ
に
順
ひ
て
槳
を
飛
ば
し
、

か
い

舟
の
行
く
こ
と
甚
だ
疾
し
。
余
が
衣
履
は
沾
濕
し
、
氣
寒
肌
を
砭
す
。
惟
だ
衣
を
炙
る
に
暇
あ
ら
ず
、
兩

さ

旁
の
崖
石
を
問
ふ
に
暇
無
し
。
山
谿
紆
曲
す
。
下
午
に
舟
に
登
り
、
約
四
十
里
に
し
て
暮
る
。
舟
人
夜
行

す
る
こ
と
三
十
里
に
し
て
、
東
江
口
に
泊
す
。

●
語
注

○
丁
丑

西
暦
一
六
三
七
年
に
あ
た
る
。
前
日
、
茶
陵
州
の
艻
子
樹
下
に
泊
し
て
い
た
。

○
十
七
日

十
一
日
に
静
聞
と
別
れ
、
衡
州
で
再
会
し
た
の
は
十
七
日
後
の
二
十
九
日
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
こ
は
一
月
十
七
日
の
再
会
を
期
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
黄
珅
は
「
約
十
七
日
間
」
、
任
国
瑞
は
「
一

月
十
七
日
」
と
す
る
。
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○
衡
州

衡
州
府
。
府
治
は
衡
陽
。

○
茶
陵

茶
陵
州
。
明
代
は
長
沙
府
に
属
し
た
。
今
の
珠
州
市
茶
陵
県
。

○
攸
縣

明
代
は
長
沙
府
に
属
し
た
。
今
の
珠
州
市
攸
県
。

○
高
隴

今
の
茶
陵
県
高
隴
鎮
。
「
長
沙
」
図
に
高
隴
、
「
地
名
湖
南
」
茶
陵
県
に
高
隴
鎮
を
記
載
す
る
。

○
雲
嶁
山

諸
注
に
記
事
無
し
。
譚
民
政
で
は
、
不
明
で
あ
っ
た
寺
院
や
田
の
迹
を
見
つ
け
た
と
い
う
（
二

○
～
二
三
頁
「
尋
找
“
消
失
”
的
雲
嶁
山
」
）
。

○
神
廟

万
暦
帝
（
在
位
、
一
五
七
二
～
一
六
二
○
）
の
廟
号
で
あ
る
神
宗
を
指
す
。

○
山
峽

山
に
挟
ま
れ
た
峡
谷
、
や
ま
あ
い
。

○
械

器
具
、
道
具
、
武
器
。

○
賫

齎
に
同
じ
。
携
え
る
。

○
平
疇

平
ら
な
田
畑
。

○
山
嘴

山
觜
。
山
脚
の
伸
び
た
突
端
。

○
和
尚
園

先
に
あ
っ
た
「
山
田
」
で
、
寺
の
所
有
に
な
る
耕
作
地
で
あ
ろ
う
。

○
金
仙

仏
。
仏
像
が
残
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
仏
の
姿
を
想
像
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

○
東
江
口

茶
陵
州
城
の
東
端
の
河
口
だ
ろ
う
。

○
附

搭
乗
す
る
。

●
口
語
訳

［
湖
広
長
沙
府
茶
陵
州
域
］

丁
丑
の
年

［
正
月
十
一
日
］

《
１
》
艻
子
樹
下
か
ら
雲
嶁
山
へ

こ
の
日
は
立
春
で
あ
る
。
空
模
様
は
晴
れ
て
き
た
。
急
い
で
朝
食
を
取
り
、
静
聞
に
荷
物
を
託
し
て
舟

行
で
衡
州
ま
で
下
ら
せ
る
。
十
七
日
後
に
衡
州
の
草
橋
塔
の
下
で
再
会
す
る
約
束
を
す
る
。
私
は
顧
僕
に

命
じ
て
軽
装
で
陸
路
を
た
ど
り
、
茶
陵
州
と
攸
県
の
山
岳
を
探
訪
す
る
こ
と
と
し
た
。

町
の
城
門
を
出
た
と
こ
ろ
で
、
雨
が
霏
霏
と
し
て
、
し
き
り
に
降
っ
て
き
た
。

渓
流
を
渡
っ
て
南
の
涯
に
上
が
り
、
流
れ
に
沿
っ
て
西
に
進
む
。
ほ
ど
な
く
渓
流
は
西
北
に
折
れ
、
道

は
一
座
の
崗
を
通
過
す
る
。
さ
ら
に
平
行
す
る
こ
と
三
里
で
、
再
び
道
は
渓
流
と
遭
遇
し
た
。
こ
こ
が
高

隴
鎮
で
あ
る
。
こ
こ
で
道
は
さ
ら
に
渓
流
を
北
に
渡
っ
て
北
に
進
み
、
ま
た
二
座
の
崗
を
通
過
、
五
里
平

行
し
て
進
ん
で
、
盤
龍
菴
に
至
っ
た
。

北
の
龍
頭
山
よ
り
流
れ
て
く
る
小
さ
な
渓
流
が
あ
る
。
主
た
る
渓
流
を
越
え
て
、
更
に
西
に
流
れ
去
っ

て
い
る
、
こ
れ
が
巫
江
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
茶
陵
へ
向
か
う
大
道
で
あ
る
。
ま
た
山
勢
に
従
っ
て

流
れ
の
ま
ま
に
南
へ
転
じ
て
去
る
流
れ
が
あ
る
。
こ
れ
が
小
江
口
で
あ
る
。
こ
れ
が
雲
嶁
山
へ
向
か
う
道

で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
道
は
盤
龍
菴
の
前
で
分
岐
す
る
。
小
江
口
は
、
蟠
龍
・
巫
江
と
い
う
二
筋
の
渓

流
が
北
の
方
の
龍
頭
山
か
ら
こ
の
地
に
流
れ
て
き
て
、
さ
ら
に
南
に
流
れ
て
黄
雩
大
溪
に
入
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

《
２
》
雲
嶁
山
探
訪

雲
嶁
山
は
、
茶
陵
州
の
東
五
十
里
の
、
沙
江
の
ほ
と
り
に
あ
る
。
そ
の
山
は
深
く
険
し
い
。
万
暦
年
間

の
は
じ
め
ご
ろ
、
孤
舟
大
師
と
い
う
人
物
が
山
を
開
き
寺
を
建
て
、
遂
に
寺
院
伽
藍
を
形
成
し
た
。
と
こ
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ろ
が
今
や
孤
舟
大
師
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
年
前
、
老
虎
が
寺
の
傍
ら
か
ら
僧
侶
を
一
人
さ
ら
っ

て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
雲
嶁
寺
の
僧
徒
た
ち
は
み
な
逃
散
し
て
し
ま
い
、
今
や
狼
や
虎
が
昼
間
で

も
横
行
す
る
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
寺
の
所
有
で
あ
っ
た
山
田
も
荒
れ
果
て
、
伽
藍
は
空
寂
と
し
て
い
て
、

中
に
入
ろ
う
と
す
る
人
も
い
な
い
。

私
が
へ
の
道
を
尋
ね
る
と
、
ど
の
人
も
山
に
入
っ
て
は
行
け
な
い
と
戒
め
る
の
で
あ
っ
た
。
く
わ
え
て

雨
や
霧
が
深
く
立
ち
こ
め
て
お
り
、
案
内
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
私
は
そ
う

し
た
状
況
に
も
阻
ま
れ
ず
、
盤
龍
菴
の
小
路
に
従
っ
て
進
ん
だ
。
南
に
進
み
、
小
さ
な
渓
流
に
沿
っ
て
二

里
進
む
と
、
再
び
大
き
な
渓
流
と
遭
遇
し
た
。
さ
ら
に
南
に
下
っ
て
小
さ
な
渓
流
を
渡
り
、
雲
嶁
山
に
入

っ
た
。
雨
が
益
々
激
し
く
降
っ
て
き
た
。

山
に
夾
ま
れ
た
小
路
に
沿
っ
て
西
南
に
二
里
進
む
と
、
北
か
ら
流
れ
て
く
る
大
き
な
渓
流
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
真
っ
直
ぐ
に
山
麓
に
迫
り
、
山
の
峽
谷
を
く
ね
く
ね
と
曲
が
り
な
が
ら
流
れ
て
い
る
。
渓
流
の
両

岸
の
石
の
崖
は
、
水
流
に
浸
食
さ
れ
て
、
礫
岩
に
覆
わ
れ
た
磯
（
岩
だ
ら
け
の
水
辺
）
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
流
れ
に
沿
っ
て
二
里
進
む
。
こ
の
河
は
沙
江
で
あ
る
。
つ
ま
り
雲
嶁
山
か
ら
の
流
れ
が
大
溪
に
入
る

場
所
で
あ
る
。

途
上
で
、
傘
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
外
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
に
出
会
っ
た
。
私
が
道
を
尋
ね
る
と
、

す
ぐ
に
こ
う
言
っ
た
。
「
こ
の
あ
た
り
は
た
く
さ
ん
の
人
と
一
緒
で
な
い
と
入
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
私

は
家
に
帰
り
、
あ
な
た
の
た
め
に
先
導
し
て
ご
案
内
し
ま
し
ょ
う
」
と
。
私
は
彼
の
申
し
出
に
大
い
に
感

謝
し
、
そ
こ
で
彼
に
つ
い
て
彼
の
家
に
行
っ
た
。
そ
の
人
は
私
の
た
め
に
三
人
を
雇
っ
て
く
れ
た
。
彼
ら

は
み
な
武
器
を
身
に
つ
け
、
松
明
を
持
ち
、
雨
を
も
の
と
も
せ
ず
山
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
に
入
る
と
、
渓
流
に
沿
っ
て
東
に
一
里
進
む
。
一
筋
の
渓
流
が
西
の
渓
谷
の
隙
間
か
ら
し
み
出
し
て

い
る
の
が
見
え
た
。
石
の
崖
が
層
を
成
し
て
お
り
、
外
側
は
門
の
よ
う
に
狭
ま
っ
て
い
る
。
案
内
人
が
言

う
に
は
「
こ
れ
は
虎
の
棲
処
で
あ
る
。
従
来
か
ら
炭
焼
き
も
薪
拾
い
も
決
し
て
こ
こ
に
は
入
ら
な
い
の
だ
」

と
。時

に
雨
勢
が
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
大
溪
を
遡
っ
て
行
く
。
二
里
ほ
ど
く
ね
く
ね
と
曲

が
る
と
、
渓
流
の
底
に
、
石
が
平
台
の
よ
う
に
向
か
い
あ
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
を
一
筋
の

道
が
通
っ
て
お
り
、
水
が
石
の
間
を
流
れ
下
っ
て
い
る
。
と
て
も
麗
し
い
景
観
で
あ
る
。
こ
こ
で
山
を
上

り
、
山
の
で
ば
な
を
回
っ
て
下
り
、
平
ら
な
田
畑
の
あ
る
谷
地
に
出
た
。
こ
こ
は
和
尚
園
と
い
う
。
四
方

を
重
な
る
峯
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
田
畑
が
尽
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
お
よ
そ
一
里
、
さ
ら
に
一
座
の
小
山

を
逾
え
、
前
に
で
あ
っ
た
渓
流
の
上
流
に
そ
っ
て
渓
谷
を
ま
が
り
く
ね
っ
て
進
み
、
さ
ら
に
ま
た
一
里
で

雲
嶁
寺
い
至
っ
た
。

こ
の
地
は
山
の
奥
深
く
、
霧
が
黑
く
た
ち
こ
め
、
寂
と
し
て
一
人
の
姿
も
無
い
。
寺
院
の
殿
上
の
如
来

像
は
冷
た
い
雲
気
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
厨
房
の
竈
か
ら
も
一
筋
の
烟
も
出
て
い
な
い
。
し
ば
ら
く
あ
た

り
を
う
ろ
う
ろ
と
し
た
が
、
雨
が
い
よ
い
よ
激
し
く
な
り
、
帰
る
よ
う
に
促
さ
れ
た
。
か
く
し
て
よ
う
や

く
案
内
人
た
ち
と
と
も
に
寺
か
ら
退
出
し
た
。

《
３
》
舟
航
で
茶
陵
州
ま
で

渓
流
の
入
口
に
出
て
み
る
と
、
案
内
人
が
、
舟
が
遠
く
に
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
急
い
で
呼
び
か
け
こ

れ
に
乗
る
こ
と
に
な
る
。
急
流
に
乗
り
、
さ
ら
に
櫂
を
飛
ば
す
よ
う
に
使
う
の
で
、
舟
は
と
て
も
早
く
進

む
。
私
の
衣
服
も
履
き
物
も
び
っ
し
ょ
り
と
濡
れ
、
寒
気
が
肌
を
刺
す
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
衣
服
を

乾
か
す
暇
も
無
く
、
両
岸
の
崖
や
石
に
つ
い
て
こ
れ
は
何
か
と
質
問
す
る
暇
も
な
い
。
渓
谷
も
渓
流
も
う

ね
う
ね
と
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
。
午
後
に
舟
に
乗
っ
た
が
、
約
四
十
里
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
暮
れ
て
き
た
。
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船
頭
は
さ
ら
に
三
十
里
夜
行
し
、
茶
陵
州
手
前
の
東
江
口
で
宿
泊
し
た
。

［
一
月
十
二
日
］

《
概
要
》
茶
陵
州
城
を
経
由
し
て
、
東
の
霊
巌
八
景
を
探
訪
。
山
中
の
寺
に
泊
。

■
本
文
の
部

十
二
日

曉
寒
甚
。
舟
人
由
江
口
挽
舟
入
酃
水
、
遂
循
茶
陵
城
過
東
城
、
泊
於
南
關
。
入
關
、
抵
州
前
、
將
出
大

西
門
、
尋
紫
雲
・
雲
陽
之
勝
。
聞
靈
巖
在
南
關
外
十
五
里
、
乃
飲
於
市
、
復
出
南
門
、
渡
酃
水
。
時
微
雨

飄
揚
、
朔
風
寒
甚
。
東
南
行
、
陂
陀
高
下
五
里
、
得
平
疇
、
是
曰
歐
江
。
有
溪
自
東
南
來
、
遂
溯
之
行
、

霧
中
望
見
其
東
山
石
突
兀
、
心
覺
其
異
。
又
五
里
、
抵
山
嘴
溪
上
、
是
曰
沙
陂
、
以
溪
中
有
陂
也
。
〔
溪

源
在
東
四
十
里
百
丈
潭
。
〕
陂
之
上
、
其
山
最
高
者
、
曰
會
仙
寨
、
其
内
穹
崖
裂
洞
、
曰
學
堂
巖
。
再
東
、

山
峽
盤
亙
、
中
曰
石
梁
巖
、
即
在
沙
陂
之
上
、
余
不
知
也
。
又
東
一
里
、
乃
北
入
峽
中
。
一
里
、
得
碧
泉

巖
・
對
獅
巖
、
倶
南
向
。
又
東
逾
嶺
而
下
、
轉
而
北
、
則
靈
巖
在
焉
。
以
東
向
、
曾
守
［
名
才
漢
］
又
名

爲
月
到
巖
云
。

自
會
仙
巖
而
東
、
其
山
皆
不
甚
高
、
倶
石
崖
盤
亙
、
堆
環
成
壑
、
或
三
面
迴
環
如
玦
者
、
或
兩
對
疊
如

門
者
、
或
高
峙
成
巖
、
或
中
空
如
洞
者
、
毎
毎
而
是
。
但
石
質
粗
而
色
赤
、
無
透
漏
潤
澤
之
觀
、
而
石
梁

橫
跨
、
而
下
穹
然
、
此
中
八
景
、
當
爲
第
一
。

靈
巖
者
、
其
洞
東
向
、
前
有
亙
崖
、
南
北
迴
環
、
其
深
數
十
丈
、
高
數
丈
餘
、
中
有
金
仙
、
外
列
門
戸

而
不
至
於
頂
、
洞
形
固
不
爲
洞
揜
也
、
爲
唐
陳
光
問
讀
書
處
。
陳
居
嚴
塘
［
在
洞
北
二
十
里
］
、
其
後
裔

猶
有
讀
書
巖
中
者
。

觀
音
現
像
、
伏
獅
峯
之
東
、
廻
崖
上
有
石
跡
成
像
、
赭
黄
其
色
。

對
獅
巖
者
、
一
名
小
靈
巖
、
在
靈
巖
南
嶺
之
外
。
南
對
獅
峯
、
上
下
兩
層
、
上
層
大
而
高
穹
、
下
層
小

而
雙
峙
。

碧
泉
巖
者
、
在
對
獅
之
西
、
亦
南
向
、
洞
深
三
丈
、
高
一
丈
餘
。
内
有
泉
一
縷
、
自
洞
壁
半
崖
滴
下
、

下
有
石
盤
承
之
、
清
冽
異
常
、
亦
小
洞
間
一
名
泉
也
。

伏
虎
巖
、
在
清
泉
之
後
。

石
梁
巖
、
在
沙
陂
會
仙
寨
東
谷
。
其
谷
亂
崖
分
亙
、
攢
列
成
塢
、
兩
轉
而
東
西
橫
亙
、
下
開
一
竇
、
中

穹
若
梁
、
由
梁
下
北
望
、
別
有
天
地
、
透
梁
而
入
、
梁
上
復
開
崖
一
層
、
由
東
陂
而
上
、
直
造
梁
中
而
止
、

登
之
如
踐
層
樓
矣
。

會
仙
寨
、
下
臨
沙
溪
、
上
亙
圓
頂
、
如
疊
磨
然
、
獨
出
衆
山
、
羅
洪
山
［
羅
名
其
綸
、
瓊
司
理
］
、
結

淨
藍
於
下
、
即
六
空
上
人
所
棲
也
。［
其
師
號
涵
虔
。］

學
堂
巖
、
在
會
仙
之
北
、
高
崖
間
迸
開
一
竇
、
云
仙
人
授
學
之
處
。

此
靈
巖
八
景
也
。

余
至
靈
巖
、
風
雨
不
收
。
先
過
碧
泉
・
對
獅
二
巖
、
而
後
入
靈
巖
、
曉
霞
留
飯
、
已
下
午
矣
。
適
有
一

僧
至
、
詢
爲
前
山
淨
侶
六
空
也
。
時
曉
霞
方
理
諸
俗
務
［
結
苐
・
喂
猪
］
、
飯
罷
、
即
托
六
空
爲
導
。
廻

途
至
獅
峯
而
睹
觀
音
現
像
、
抵
沙
陂
而
入
遊
石
梁
、
入
其
菴
、
而
乘
暮
登
會
仙
、
探
學
堂
、
八
景
惟
伏
虎

未
至
。
是
日
雨
仍
空
濛
、
而
竟
不
妨
遊
、
六
空
之
力
也
。
晩
即
宿
其
方
丈
。
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■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
二
日

曉
、
寒
き
こ
と
甚
し
。
舟
人
江
口
よ
り
舟
を
挽
き
酃
水
に
入
る
。
遂
に
茶
陵
城
に
循
ひ
て
東
城
を
過
ぎ
、

南
關
に
泊
す
。

關
に
入
り
、
州
前
に
抵
り
、
將
に
大
西
門
を
出
で
て
、
紫
雲
雲
陽
の
勝
を
尋
ね
ん
と
す
。
靈
巖
南
關
の

外
十
五
里
に
在
り
と
聞
き
、
乃
ち
市
に
飲
み
て
、
復
た
南
門
を
出
で
、
酃
水
を
渡
る
。
時
に
微
雨
飄
揚
と

し
て
、
朔
風
寒
き
こ
と
甚
し
。
東
南
に
行
く
、
陂
陀
高
下
す
る
こ
と
五
里
に
し
て
、
平
疇
を
得
、
是
を
歐

江
と
曰
ふ
。
溪
の
東
南
よ
り
來
る
有
り
、
遂
に
之
に
溯
し
て
行
く
、
霧
中
に
其
の
東
の
山
に
石
の
突
兀
た

る
を
望
見
す
、
心
に
其
の
異
を
覺
る
。
又
た
五
里
に
し
て
、
山
嘴
の
溪
上
な
る
に
抵
る
、
是
を
沙
陂
と
曰

ふ
、
溪
中
に
陂
有
る
を
以
て
な
り
。
溪
の
源
は
東
四
十
里
の
百
丈
潭
に
在
り
。
陂
の
上
の
、
其
の
山
の
最

も
高
き
者
を
、
會
仙
寨
と
曰
ふ
。
其
の
内
は
穹
せ
る
崖
や
裂
せ
る
洞
あ
り
、
學
堂
巖
と
曰
ふ
。
再
び
東
し
、

山
峽
盤
亙
た
り
、
中
を
石
梁
巖
と
曰
ふ
、
即
ち
沙
陂
の
上
に
在
り
、
余
知
ら
ざ
る
な
り
。

又
た
東
に
一
里
に
し
て
、
乃
ち
北
し
て
峽
中
に
入
る
。
一
里
に
し
て
、
碧
泉
巖
・
對
獅
巖
を
得
。
倶
に

南
向
す
。
又
た
東
し
て
嶺
を
逾
え
て
下
り
、
轉
じ
て
北
す
れ
ば
、
則
ち
靈
巖
焉
に
在
り
。
東
向
す
る
を
以

て
、
曾
守
［
名
は
才
漢
な
り
］
又
た
名
し
て
月
到
巖
と
為
す
と
云
ふ
。

會
仙
巖
よ
り
東
、
其
の
山
皆
甚
し
く
は
高
か
ら
ず
、
倶
に
石
崖
盤
亙
と
し
て
、
堆
し
環
り
て
壑
を
成
す
、

或
は
三
面
迴
環
す
る
こ
と
玦
の
如
き
者
あ
り
、
或
は
兩
對
疊
す
る
こ
と
門
の
如
き
者
あ
り
、
或
は
高
く
峙

し
て
巖
を
成
し
、
或
は
中
空
な
る
こ
と
洞
の
如
き
者
あ
り
、
毎
毎
に
し
て
是
な
り
。
但
だ
石
質
は
粗
に
し

て
色
は
赤
く
、
透
漏
潤
澤
の
觀
無
し
、
而
し
て
石
梁
橫
跨
し
、
而
し
て
下
は
穹
然
た
り
、
此
の
中
に
八
景
、

當
に
第
一
た
る
べ
し
。

靈
巖
な
る
者
は
、
其
の
洞
は
東
向
す
。
前
に
亙
崖
有
り
、
南
北
迴
環
し
、
其
の
深
さ
數
十
丈
、
高
さ
數

丈
餘
な
り
。
中
に
金
仙
有
り
。
外
に
は
門
戸
を
列
す
る
も
頂
に
は
至
ら
ず
。
洞
の
形
は
固
く
し
て
洞
揜
を

な
さ
ず
。
唐
陳
光
問
の
書
を
讀
む
の
處
た
り
。
陳
は
嚴
塘
［
洞
の
北
二
十
里
に
在
り
］
に
居
る
。
其
の
後

裔
に
猶
ほ
書
を
巌
中
に
読
む
者
有
り
。

觀
音
の
現
像
、
伏
獅
峯
の
東
、
廻
崖
の
上
に
石
跡
の
像
を
成
す
有
り
、
赭
黄
た
る
其
の
色
。

對
獅
巖
は
、
一
名
小
靈
巖
な
り
、
靈
巖
南
嶺
の
外
に
在
り
。
南
の
か
た
獅
峯
に
対
す
、
上
下
兩
層
に
し

て
、
上
層
は
大
に
し
て
高
穹
し
、
下
層
は
小
に
し
て
雙
峙
す
。

碧
泉
巖
は
、
對
獅
の
西
に
在
り
、
亦
た
南
向
す
、
洞
は
深
さ
三
丈
、
高
さ
一
丈
餘
。
内
に
泉
一
縷
有
り
、

洞
壁
の
半
崖
よ
り
滴
下
す
、
下
に
石
盤
の
之
を
承
く
る
有
り
、
清
冽
な
る
こ
と
常
に
異
な
り
、
亦
た
小
洞

の
間
に
一
名
泉
あ
る
な
り
。

伏
虎
巖
は
、
清
泉
の
後
ろ
に
在
り
。

石
梁
巖
は
、
沙
陂
會
仙
寨
の
東
谷
に
在
り
。
其
の
谷
は
亂
崖
分
亙
し
、
攢
列
し
て
塢
を
成
す
、
兩
た
び

轉
じ
て
東
西
に
橫
亙
し
、
下
に
一
竇
を
開
く
、
中
は
穹
す
る
こ
と
梁
の
若
く
、
梁
の
下
よ
り
北
に
望
め
ば
、

別
に
天
地
有
る
な
り
、
梁
を
透
し
て
入
る
、
梁
上
に
復
た
崖
一
層
を
開
く
、
東
陂
よ
り
し
て
上
れ
ば
、
直

ち
に
梁
中
に
造
り
て
止
む
、
之
を
登
る
こ
と
層
樓
を
踐
む
が
如
し
。

會
仙
寨
は
、
下
沙
溪
に
臨
む
、
上
亙
の
圓
頂
は
、
疊
の
磨
然
た
る
が
如
し
、
獨
り
衆
山
よ
り
出
づ
、
羅

洪
山
［
羅
の
名
は
其
綸
、
瓊
の
司
理
な
り
］
、
淨
藍
を
下
に
結
ぶ
、
即
り
六
空
上
人
の
棲
む
所
な
り
［
其

の
師
の
號
は
涵
虔
な
り
］
。
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學
堂
巖
は
、
會
仙
の
北
に
在
り
、
高
崖
の
間
に
一
竇
を
迸
開
す
、
仙
人
の
學
を
授
く
る
の
處
と
云
ふ
。

此
れ
靈
巖
八
景
な
り
。

余
靈
巖
に
至
る
に
、
風
雨
收
ま
ら
ず
。
先
ず
碧
泉
・
對
獅
の
二
巖
を
過
ぎ
、
後
に
靈
巖
に
入
る
。
曉
霞

留
め
飯
せ
し
む
。
已
に
下
午
な
り
。
適
々
一
僧
の
至
る
有
り
、
詢
ふ
に
前
山
淨
侶
六
空
た
り
。
時
に
曉
霞

方
に
諸
俗
務
を
理
む
［
其
の
師
の
號
は
涵
虔
な
り
］
。
飯
し
罷
り
、
即
ち
六
空
に
託
し
て
導
と
な
す
。
途

を
廻
ら
し
て
獅
峯
に
至
り
觀
音
現
像
を
睹
る
。
沙
陂
に
抵
り
て
入
り
て
石
梁
に
遊
び
、
其
の
菴
に
入
る
、

而
し
て
暮
に
乘
じ
て
會
仙
に
登
り
、
學
堂
を
探
る
。
八
景
は
惟
だ
伏
虎
の
み
未
だ
至
ら
ず
。
是
の
日
雨
ふ

る
こ
と
仍
り
に
空
濛
た
り
、
而
し
て
竟
に
遊
を
妨
げ
ざ
る
は
、
六
空
の
力
な
り
。
晩
、
即
ち
其
の
方
丈
に

宿
す
。

●
語
注

○
紫
雲

茶
陵
州
城
の
西
に
あ
る
山
。
徐
霞
客
は
一
月
十
三
日
に
探
索
し
て
い
る
。

○
雲
陽

雲
陽
山
。
「
大
明
一
統
志
」
巻
六
三
長
沙
府
山
川
に
「
〔
雲
陽
山
〕
在
茶
縣
西
一
十
五
里
。
上

有
七
峯
。
曰
、
偃
霞
・
紫
微
・
石
柱
・
白
蓮
・
隱
形
・
正
陽
・
石
耳
。
又
有
百
靈
關
・
眞
仙
洞
・
玉
華
洞

・
赤
松
壇
・
般
若
巖
之
類
」
と
あ
る
。
徐
霞
客
は
一
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
探
索
し
て
い
る
。

○
靈
巖

茶
陵
州
城
の
東
十
五
里
に
あ
る
山
。
霊
岩
八
景
が
あ
る
。

○
會
仙
寨

譚
民
政
（
二
四
頁
）
に
写
真
が
あ
る
。

○
石
梁
巖

譚
民
政
（
二
六
頁
）
・
任
国
瑞
（
三
頁
）
に
写
真
が
あ
る
。

○
陂
陀

傾
斜
し
て
平
ら
で
な
い
。

○
毎
毎

往
々
に
し
て
。
ど
こ
で
も

○
洞
揜

揜
は
覆
う
。
洞
穴
内
の
壁
を
二
次
生
成
物
な
ど
が
覆
っ
て
い
る
こ
と
を
指
す
か
。

○
陳
光
問

唐
昭
宗
天
復
元
（
九
○
一
）
及
第
。
そ
の
数
年
後
の
天
祐
四
（
九
○
七
）
年
に
唐
は
滅
亡
。

陳
は
故
郷
に
帰
っ
て
二
度
と
出
仕
し
な
か
っ
た
。

○
嚴
塘

「
地
名
湖
南
」
茶
陵
県
に
、
厳
塘
鎮
を
記
載
す
る
。

○
羅
洪
山

茶
陵
の
人
で
、
万
暦
の
挙
人
。

○
淨
藍

仏
寺
。

○
學
堂
巌

譚
民
政
（
二
五
頁
）
に
写
真
が
あ
る
。

○
前
山

目
の
前
の
山
。
す
な
わ
ち
、
全
体
と
し
て
の
霊
巌
。

○
淨
侶

僧
侶
。

○
苐

荑
に
同
じ
。
茅
の
若
芽
。

○
喂

飼
育
す
る
。

●
口
語
訳

［
十
二
日
］

《
４
》
茶
陵
州
城
か
ら
霊
巌
へ

暁
、
と
て
も
寒
い
。
船
頭
が
江
口
か
ら
舟
を
引
い
て
き
て
酃
水
に
入
っ
た
。
さ
ら
に
茶
陵
の
州
城
に
そ

っ
て
進
み
東
城
を
経
過
し
、
南
關
に
停
泊
し
た
（
こ
こ
で
上
陸
）
。

南
関
を
く
ぐ
り
、
州
の
役
所
の
前
に
至
っ
た
。
こ
こ
か
ら
大
西
門
を
出
て
、
西
の
方
、
紫
雲
雲
陽
の
名

勝
を
尋
ね
よ
う
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
靈
巖
と
い
う
名
勝
が
、
南
關
の
外
十
五
里
に
あ
る
と
聞
い
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
市
場
へ
行
っ
て
、
元
気
づ
け
に
酒
を
飲
み
、
再
び
南
関
の
門
を
く
ぐ
っ
て
外
へ
出
て
、
酃
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水
を
渡
っ
て
東
へ
進
む
。

時
に
小
雨
が
舞
い
降
り
、
北
風
が
吹
き
付
け
て
と
て
も
寒
い
。
東
南
に
進
み
、
坂
道
を
上
り
下
り
す
る

こ
と
五
里
で
、
平
坦
な
土
地
に
出
た
。
こ
こ
に
あ
る
河
を
欧
江
と
い
う
。
東
南
の
方
角
か
ら
流
れ
て
く
る

渓
流
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
遡
及
し
て
進
む
。
す
る
と
霧
の
中
か
ら
、
東
方
の
山
に
石
が
高
く
聳
え
る

の
が
見
え
て
き
た
。
非
常
に
ふ
し
ぎ
な
気
持
ち
が
し
た
。

《
５
》
霊
巌
探
訪

ま
た
五
里
進
み
、
渓
流
の
ほ
と
り
に
山
脈
の
突
端
が
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
会
っ
た
。
こ
れ
を
沙
陂

と
い
う
。
渓
流
の
中
に
坂
が
あ
る
か
ら
こ
う
い
う
名
が
つ
い
た
。
こ
の
渓
流
の
源
は
東
四
十
里
の
百
丈
潭

で
あ
る
。
坂
の
上
の
、
最
も
高
い
と
こ
ろ
が
会
仙
寨
で
あ
る
。
会
仙
寨
の
内
側
に
は
カ
ー
ブ
を
な
す
ド
ー

ム
状
の
崖
や
裂
け
目
を
な
す
洞
穴
が
あ
る
。
そ
れ
を
学
堂
巌
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
更
に
東
に
進
む
と
、
山

峽
が
く
ね
く
ね
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
を
石
梁
巌
と
い
う
。
こ
こ
は
沙
陂
の
上
に
あ
た
っ
た
の
だ
が
、
そ

の
と
き
私
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。

更
に
又
た
東
に
一
里
進
み
、
そ
こ
で
北
に
ま
が
っ
て
峽
谷
の
中
に
入
る
。
一
里
で
、
碧
泉
巌
と
対
獅
巌

に
至
る
。
こ
の
二
洞
は
と
も
に
洞
口
が
南
向
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
又
た
東
に
進
み
、
嶺
を
越
え
て
下
り
、

北
に
進
路
を
転
ず
れ
ば
、
靈
巖
が
あ
る
。
こ
の
洞
穴
は
、
東
向
な
の
で
、
曾
守
［
自
注
１
］

が
、
月
到
巌
と

い
う
名
を
つ
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

会
仙
巌
よ
り
東
側
は
、
ど
の
山
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
す
べ
て
石
崖
が
曲
が
り
つ
な
が
っ
て
い
て
、

堆
積
し
て
め
ぐ
り
、
谷
を
形
成
し
て
い
る
。
三
面
が
囲
わ
れ
て
い
て
一
面
だ
け
欠
け
て
い
て
ち
ょ
う
ど

「
玦
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
両
側
か
ら
向
か
い
合
っ
て
い
て
門
の
よ
う
な
形
の
も
の
が
あ
り
、
高
く

聳
え
る
岩
が
対
峙
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
洞
穴
の
よ
う
に
中
が
空
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ど
こ
も
か

し
こ
も
こ
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
但
だ
石
の
質
は
粗
で
色
は
赤
く
、
水
気
が
し
み
出
し
て
湿
潤
で
あ
る

よ
う
な
景
観
は
な
い
。
そ
こ
に
石
梁
が
橫
ざ
ま
に
跨
が
り
、
そ
の
下
部
は
穹
然
と
曲
が
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
景
観
の
中
で
、
次
に
あ
げ
る
八
景
が
第
一
の
景
勝
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

●
霊
巌
八
景

〈
一
〉
霊
巌

霊
巌
は
、
洞
口
は
東
向
き
で
あ
る
。
洞
前
に
連
続
す
る
崖
が
あ
り
、
南
北
に
廻
っ
て
い
る
。

洞
の
深
さ
は
数
十
丈
、
高
さ
は
数
丈
余
あ
る
。
洞
の
中
に
は
仏
像
が
あ
る
。
洞
の
外
に
は
門
戸
の
よ
う
な

小
さ
な
穴
が
並
ん
で
い
る
が
、
岩
の
頂
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
洞
内
の
壁
は
固
く
乾
い
て
お
り
、
鍾
乳
石

の
よ
う
な
二
次
生
成
物
に
覆
わ
れ
て
は
い
な
い
。
唐
の
時
代
に
陳
光
問
が
書
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

陳
は
厳
塘
［
自
注
２
］

を
住
ま
い
と
し
て
い
た
。
陳
の
後
裔
で
、
今
も
な
お
洞
穴
で
書
を
読
ん
で
い
る
も
の

が
い
る
。

〈
二
〉
観
音
現
像

自
然
の
観
音
像
は
、
伏
獅
峯
の
東
、
廻
る
崖
の
上
に
石
が
自
然
に
観
音
様
の
姿
を
な

し
た
も
の
。
像
の
顔
色
は
、
赤
と
黄
色
が
混
ざ
っ
た
様
子
。

〈
三
〉
対
獅
巌

対
獅
巌
は
、
一
名
小
霊
巌
と
も
い
う
。
霊
巌
の
南
嶺
の
外
に
あ
る
。
南
の
方
は
獅
峯
に

相
対
し
て
い
る
。
上
下
二
層
あ
り
、
上
層
の
洞
は
大
き
く
ま
た
高
く
ド
ー
ム
を
成
し
て
い
る
。
下
層
の
洞

は
小
さ
い
が
、
ふ
た
つ
の
洞
が
対
峙
し
て
い
る
。

〈
四
〉
碧
泉
巌

碧
泉
巌
は
、
対
獅
巌
の
西
に
あ
る
。
こ
の
洞
も
ま
た
南
向
き
で
あ
る
。
洞
穴
は
、
深
さ

三
丈
、
高
さ
一
丈
余
。
洞
内
に
一
筋
の
湧
き
水
が
あ
る
。
洞
穴
の
壁
の
半
ば
か
ら
し
た
た
り
落
ち
て
お
り
、

そ
の
下
に
水
滴
を
承
け
る
石
盤
が
あ
る
。
そ
の
水
の
清
冽
さ
は
、
他
と
は
大
い
に
異
な
る
も
の
が
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
小
さ
な
洞
の
間
に
別
の
湧
き
水
が
あ
る
。

〈
五
〉
伏
虎
巌

伏
虎
巌
は
、
清
泉
（
碧
泉
巌
）
の
後
ろ
に
あ
る
。
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〈
六
〉
石
梁
巌

石
梁
巌
は
、
沙
陂
や
会
仙
寨
の
あ
る
東
谷
に
あ
る
。
こ
の
谷
に
は
乱
立
す
る
山
崖
が
分

か
れ
た
り
つ
な
が
っ
た
り
し
て
い
て
、
集
ま
り
並
ん
で
山
塢
を
形
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
東
西
に
分
岐
し

て
、
そ
の
下
に
ひ
と
つ
の
穴
を
開
く
。
岩
の
中
ば
は
梁
の
よ
う
に
ア
ー
チ
状
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
梁
の

下
か
ら
北
を
望
む
と
、
そ
こ
に
別
天
地
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
梁
を
く
ぐ
っ
て
そ
こ
に
入
る
。

梁
の
上
に
は
復
た
一
層
の
崖
が
開
け
て
い
る
。
東
の
坂
道
か
ら
登
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
梁
の
中
に
至
る
。
こ

れ
を
登
る
の
は
、
幾
層
も
の
楼
閣
を
踏
み
登
る
よ
う
で
あ
る
。

〈
七
〉
会
仙
寨

会
仙
寨
は
、
沙
渓
を
見
下
ろ
す
。
（
そ
の
あ
た
り
は
、）
峯
の
頂
は
つ
な
が
っ
て
い
て
、

重
ね
磨
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
た
だ
会
仙
寨
の
み
は
、
多
く
の
峯
々
か
ら
突
出
し
て
い
る
。
羅
洪
山
［
自

注
３
］

が
寺
院
を
そ
の
麓
に
営
ん
だ
。
こ
れ
が
六
空
上
人
が
棲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
［
自
注
４
］
。

〈
八
〉
学
堂
巌

学
堂
巌
は
、
会
仙
寨
の
北
に
あ
る
。
高
い
崖
の
間
に
一
穴
を
吹
き
出
し
て
い
る
。
仙
人

が
学
を
授
け
た
と
こ
ろ
と
伝
え
る
。

こ
れ
が
霊
巌
八
景
で
あ
る
。

私
が
霊
巌
に
至
る
こ
ろ
、
風
雨
は
治
ま
ら
な
か
っ
た
。
先
ず
碧
泉
巌
と
対
獅
巌
の
二
巌
を
訪
ね
、
次
に

霊
巌
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
僧
侶
の
暁
霞
和
尚
が
留
め
て
飯
を
出
し
て
く
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
既
に
午
後
に

な
っ
て
い
た
。
す
る
と
ち
ょ
う
ど
一
人
の
僧
侶
が
や
っ
て
来
た
。
聞
く
と
こ
の
山
の
六
空
上
人
と
い
う
僧

侶
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
暁
霞
和
尚
は
寺
の
諸
雑
務
［
自
注
５
］

を
司
っ
て
い
た
（
の
で
多
忙
で
あ
っ
た
）
。

そ
こ
で
食
事
を
終
え
る
と
、
六
空
上
人
に
お
願
い
し
て
、
案
内
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
道
を
め
ぐ
り

な
が
ら
、
獅
峯
に
至
り
、
さ
ら
に
観
音
現
像
を
見
た
。
さ
ら
に
沙
陂
に
至
り
、
石
梁
に
も
入
っ
て
遊
行
し
、

六
空
上
人
の
菴
で
休
憩
し
た
。
さ
ら
に
暮
に
な
っ
た
が
も
の
と
も
せ
ず
会
仙
寨
に
登
り
、
学
堂
巌
を
探
訪

し
た
。
八
景
の
中
で
、
た
だ
伏
虎
巌
の
み
が
未
踏
で
、
そ
の
他
の
七
景
は
全
て
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
日
は
、
雨
が
降
り
続
け
小
雨
が
け
ぶ
っ
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
天
候
の
中
で
遊

行
を
さ
ま
た
げ
ら
れ
ず
実
行
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
六
空
上
人
の
お
か
げ
で
あ
る
。
日
が
暮
れ
、
六
空

上
人
の
方
丈
に
宿
泊
し
た
。

［
自
注
１
］
諱
は
才
漢
で
あ
る
。

［
自
注
２
］
洞
の
北
二
十
里
に
あ
っ
た
。

［
自
注
３
］
羅
の
名
は
其
綸
、
瓊
州
の
司
理
で
あ
っ
た
。

［
自
注
４
］
彼
の
師
匠
の
號
は
涵
虔
で
あ
る
。

［
自
注
５
］
茅
を
結
っ
た
り
、
豚
を
飼
っ
た
り
し
て
い
た
。

［
一
月
十
三
日
］

《
概
要
》
茶
陵
州
城
へ
引
き
返
し
、
そ
の
ま
ま
通
過
。
紫
山
麓
の
沙
江
鋪
（
不
詳
）
を
経
て
、
紫
霞
山
・

雲
陽
山
に
入
り
、
探
訪
（
十
五
日
ま
で
）。
赤
松
壇
の
菴
に
泊
。

地
脈
の
考
察
を
行
っ
て
お
り
、
徐
霞
客
の
堪
輿
家
的
視
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
場
所
に
よ
る
樹
氷

の
で
き
方
の
違
い
を
考
察
。
地
元
民
の
方
言
に
よ
る
聞
き
間
違
い
も
確
認
し
て
い
る
。

■
本
文
の
部

十
三
日
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晨
餐
後
寒
甚
、
陰
翳
如
故
。
別
六
空
、
仍
舊
路
西
北
行
。
三
里
至
歐
江
、
北
入
山
、
爲
茶
陵
向
來
道
；

南
沿
沙
陂
江
西
去
、
又
一
道
也
。
過
歐
江
、
溪
勝
小
舟
、
西
北
過
二
小
嶺
、
仍
渡
茶
陵
南
關
外
、
沿
城
溯

江
、
經
大
西
門
、
〔
尋
紫
雲
・
雲
陽
諸
勝
。
〕
西
行
三
里
、
過
橋
開
隴
、
始
見
大
江
自
東
北
來
。
於
是
越

黄
土
坳
、
又
三
里
、
過
新
橋
、
霧
中
始
露
雲
陽
半
面
。
又
三
里
、
抵
紫
雲
山
麓
、
是
爲
沙
江
鋪
、
大
江
至

此
直
逼
山
下
。
由
沙
江
鋪
西
行
、
爲
攸
縣
・
安
仁
大
道
。
南
登
山
、
是
爲
紫
雲
仙
。
上
一
里
、
至
山
半
爲

眞
武
殿
、
上
有
觀
音
菴
、
倶
東
北
瞰
來
水
。
觀
音
菴
松
巖
、
老
僧
也
。
予
詢
雲
陽
道
、
松
巖
曰
：
「
雲
陽

山
者
、
在
紫
雲
西
十
里
。
其
頂
爲
老
君
巖
；
雲
陽
仙
在
其
東
峯
之
脅
、
去
頂
三
里
；
赤
松
壇
又
在
雲
陽
仙

之
麓
、
去
雲
陽
仙
三
里
。
蓋
紫
雲
爲
雲
陽
盡
處
、
而
赤
松
爲
雲
陽
正
東
之
麓
。
由
紫
雲
之
下
、
北
順
江
岸

西
行
三
里
、
爲
洪
山
廟
、
乃
登
頂
之
北
道
；
由
紫
雲
之
下
、
南
循
山
麓
西
行
四
里
、
爲
赤
松
壇
、
乃
登
頂

之
東
道
；
去
頂
各
十
里
而
近
。
二
道
之
中
有
羅
漢
洞
、
在
紫
雲
之
西
、
即
由
觀
音
菴
側
小
徑
橫
過
一
里
、

可
達
其
菴
。
由
菴
登
頂
、
亦
有
間
道
可
達
、
不
必
下
紫
雲
也
。」

余
從
之
。
遂
由
眞
武
殿
側
、
西
北
度
兩
小
坳
、
一
澗
從
西
北
來
、
則
紫
雲
與
青
蓮
菴
［
即
羅
漢
仙
］
後

山
夾
而
成
者
。
〔
水
北
入
大
江
、
紫
雲
爲
所
界
斷
。
〕
渡
澗
即
青
蓮
菴
、
東
向
而
出
、
地
幽
而
菴
淨
。
僧

號
六
澗
、
亦
依
依
近
人
、
堅
留
余
飯
、
余
亟
於
登
嶺
、
遂
從
菴
後
西
向
登
山
。
其
時
濃
霧
猶
翳
山
半
、
余

不
顧
、
攀
躋
直
上
三
里
、
逾
峯
脊
二
重
、
足
之
所
上
、
霧
亦
旋
開
。
又
上
二
里
、
則
峯
脊
冰
塊
滿
枝
、
寒

氣
所
結
、
大
者
如
拳
、
小
者
如
蛋
、
依
枝
而
成
、
遇
風
而
墜
、
倶
堆
積
滿
地
。
其
時
本
峯
霧
氣
全
消
、
山

之
南
東
二
面
、
歴
歴
可
睹
、
而
北
西
二
面
、
猶
半
爲
霾
掩
、
〔
酃
江
自
東
南
、
黄
雩
江
自
西
北
、
盤
曲
甚

遠
。
〕
始
知
雲
陽
之
峯
、
倶
自
西
南
走
東
北
、
排
疊
數
重
：
紫
雲
、
其
北
面
第
一
重
也
；
青
蓮
菴
之
後
、

余
所
由
躋
者
、
第
二
重
也
；
雲
陽
仙
、
第
三
重
也
；
老
君
巖
在
其
上
、
是
爲
絶
頂
、
所
謂
七
十
一
峯
之
主

也
。
雲
峯
在
南
、
余
所
登
峯
在
北
、
兩
峯
橫
列
、
脈
從
雲
陽
仙
之
下
度
坳
而
起
峙
、
爲
余
所
登
第
二
重
之

頂
、
東
走
而
下
、
由
青
蓮
菴
而
東
、
結
爲
茶
陵
州
治
。
余
既
登
第
二
重
絶
頂
、
徑
路
迷
絶
、
西
南
望
雲
峯

絶
頂
、
中
隔
一
塢
、
而
絶
頂
尚
霾
夙
霧
中
。
俯
瞰
過
脊
處
、
在
峯
下
里
許
。
其
上
隔
山
竹
樹
一
壑
、
兩
乳

迴
環
掩
映
、
若
天
開
洞
府
、
即
雲
陽
仙
無
疑
也
。
雖
無
路
、
亟
直
墜
而
下
、
度
脊
而
上
、
共
二
里
、
逾
一

小
坳
、
入
雲
陽
仙
。
其
菴
北
向
、
登
頂
之
路
、
由
左
上
五
里
而
至
老
君
巖
；
下
山
之
路
、
由
右
三
里
而
至

赤
松
壇
。
菴
後
有
大
石
飛
累
、
駕
空
透
隙
、
竹
樹
懸
綴
、
極
爲
倩
疊
、
石
間
有
止
水
一
泓
、
澄
碧
迥
異
、

名
曰
五
雷
池
、
雩
祝
甚
靈
；
層
巖
上
突
、
無
可
攀
踄
、
其
上
則
黑
霧
密
翳
矣
。
蓋
第
二
重
之
頂
、
當
風
無

＊
１

樹
、
故
冰
止
隨
枝
堆
積
。
而
菴
中
山
環
峯
夾
、
竹
樹
蒙
茸
、
縈
霧
成
冰
、
玲
瓏
滿
樹
、
如
瓊
花
瑤
谷
、

朔
風
搖
之
、
如
歩
搖
玉
珮
。
聲
叶
金
石
。
偶
振
墜
地
、
如
玉
山
之
頹
、
有
積
高
二
三
尺
者
、
途
爲
之
阻
。

聞
其
上
登
踄
更
難
。

時
日
過
下
午
、
聞
赤
松
壇
尚
在
下
、
而
菴
僧
〔
楚
〕
音
、
誤
爲
「
石
洞
」
。
余
意
欲
登
頂
右
後
。
遂
從

頂
北
下
山
、
恐
失
石
洞
之
奇
、
且
謂
稍
遲
可
冀
晴
朗
也
。
索
飯
於
菴
僧
鏡
然
、
遂
東
下
山
。
路
側
澗
流
瀉

石
間
、
僧
指
爲
「
子
房
煉
丹
池
」
・
「
搗
藥
槽
」
・
「
仙
人
指
跡
」
諸
勝
、
乃
從
赤
松
而
附
會
留
侯
也
。
直

下
三
里
抵
赤
松
壇
、
始
知
赤
松
之
非
石
洞
也
。
遂
宿
菴
中
。
殿
頗
古
、
中
爲
赤
松
、
左
黄
石
、
而
右
子
房

＊
２

。
殿
前
有
古
樹
松
一
株
、
無
他
勝
也
。
僧
葛
民
亦
近
人
。

●
校
勘

＊
１
無

黄
珅
は
、
下
句
に
「
隨
枝
堆
積
」
と
あ
り
、
樹
木
は
存
在
す
る
の
で
「
無
」
は
お
か
し
い
、
「
無
」
は
「
舞
」

の
誤
り
で
は
な
い
か
、
と
す
る
。
こ
れ
に
従
い
、
訳
注
で
は
「
舞
」
と
す
る
。

＊
２
子
房

底
本
は
「
子
房
殿
、
前
有
」
と
、「
殿
」
を
「
子
房
」
に
つ
な
げ
る
。
し
か
し
、「
赤
松
」「
黄
石
」
に
は
「
殿
」

が
つ
か
ず
、
「
子
房
」
だ
け
「
殿
」
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
「
子
房
」
で
句
と
し
、
「
殿
」
を
後
の
文
に
つ
な
げ
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て
読
む
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
三
日

晨
餐
の
後
寒
甚
し
、
陰
翳
故
の
如
し
。
六
空
に
別
か
れ
、
舊
路
に
仍
り
て
西
北
に
行
く
。
三
里
に
し
て

歐
江
に
至
り
、
北
し
て
山
に
入
る
、
茶
陵
向
來
の
道
た
り
。
南
し
て
沙
陂
江
に
沿
ひ
て
西
に
去
る
は
、
又

た
一
道
な
り
。
歐
江
を
渡
る
、
溪
は
小
舟
に
勝
ふ
。
西
北
し
て
二
小
嶺
を
過
ぎ
、
仍
り
て
茶
陵
南
關
外
に

渡
る
。
城
に
沿
ひ
て
江
を
溯
り
、
大
西
門
を
經
す
。

西
に
行
く
こ
と
三
里
に
し
て
、
橋
の
開
隴
な
る
を
過
ぐ
。
始
め
て
大
江
の
東
北
よ
り
來
る
を
見
る
。
こ

こ
に
お
い
て
黄
土
坳
を
越
ゆ
。
又
た
三
里
に
し
て
、
新
橋
を
過
ぐ
。
霧
中
に
始
め
て
雲
陽
の
半
面
露
る
。

又
た
三
里
に
し
て
、
紫
雲
山
麓
に
抵
る
。
是
れ
沙
江
鋪
た
り
。
大
江
此
に
至
り
て
直
ち
に
山
下
に
逼
る
。

沙
江
鋪
に
よ
り
て
西
に
行
く
、
攸
縣
・
安
仁
の
大
道
た
り
。

南
し
て
山
に
登
る
。
是
れ
紫
雲
仙
た
り
。
上
る
こ
と
一
里
に
し
て
、
山
半
に
至
る
に
眞
武
殿
た
り
。
上

に
觀
音
菴
あ
り
。
倶
に
東
北
に
來
る
水
を
瞰
る
。
觀
音
菴
の
松
巖
は
、
老
僧
な
り
。
予
雲
陽
の
道
を
詢
ふ

に
、
松
巖
曰
く
「
雲
陽
山
は
、
紫
雲
の
西
十
里
に
在
り
。
其
の
頂
は
老
君
巖
た
り
。
雲
陽
仙
は
其
の
東
峯

の
脅
た
り
て
、
頂
を
去
る
こ
と
三
里
な
り
。
赤
松
壇
は
又
た
雲
陽
仙
の
麓
に
在
り
て
、
雲
陽
仙
を
去
る
こ

と
三
里
な
り
。
蓋
し
紫
雲
は
雲
陽
盡
く
る
の
處
た
り
て
、
而
し
て
赤
松
は
雲
陽
正
東
の
麓
た
り
。
紫
雲
の

下
よ
り
し
て
、
北
し
て
江
岸
に
順
ひ
て
西
に
行
く
こ
と
三
里
に
し
て
、
洪
山
廟
た
り
。
乃
ち
頂
に
登
る
の

北
道
な
り
。
紫
雲
の
下
よ
り
し
て
、
南
し
て
山
麓
に
循
ひ
て
西
に
行
く
こ
と
四
里
に
し
て
、
赤
松
壇
た
り
。

乃
ち
頂
に
登
る
の
東
道
た
り
。
頂
を
去
る
こ
と
各
々
十
里
而
近
な
り
。
二
道
の
中
に
羅
漢
洞
有
り
。
紫
雲

の
西
に
在
り
。
即
ち
觀
音
菴
の
側
の
小
徑
に
よ
り
て
橫
過
す
る
こ
と
一
里
に
し
て
、
其
の
菴
に
達
す
べ
し
。

菴
よ
り
頂
に
登
る
も
、
亦
た
間
道
の
達
す
べ
き
あ
り
。
必
ず
し
も
紫
雲
に
下
ら
ざ
る
な
り
」
と
。

余
之
に
從
ふ
。
遂
に
眞
武
殿
の
側
よ
り
し
て
、
西
北
に
兩
小
坳
を
度
る
。
一
澗
の
西
北
よ
り
來
る
あ
り
、

則
ち
紫
雲
と
青
蓮
菴
［
即
ち
羅
漢
仙
な
り
］
の
後
ろ
の
山
と
の
夾
み
て
成
る
者
な
り
。
水
は
北
し
て
大
江

に
入
る
。
紫
雲
界
斷
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
澗
を
渡
れ
ば
即
ち
青
蓮
菴
な
り
。
（
菴
は
）
東
向
き
に
し
て

出
で
、
地
は
幽
、
菴
は
淨
な
り
。
僧
六
澗
と
號
す
、
亦
た
依
依
と
し
て
人
に
近
づ
き
、
堅
く
余
を
留
め
飯

せ
し
め
ん
と
す
。
余
は
登
嶺
に
亟
に
し
て
、
遂
に
菴
の
後
よ
り
西
に
向
か
ひ
て
山
を
登
る
。
其
の
時
濃
霧

猶
ほ
山
半
を
翳
す
。
余
顧
ず
、
攀
躋
し
て
直
ち
に
三
里
を
上
り
、
峯
脊
二
重
を
踰
え
、
足
の
上
る
所
、
霧

も
亦
た
旋
開
す
。
又
た
上
る
こ
と
二
里
な
れ
ば
、
則
ち
峯
脊
冰
塊
枝
に
滿
つ
。
寒
氣
の
結
ぶ
所
に
し
て
、

大
な
る
者
は
拳
の
如
く
、
小
な
る
者
は
蛋
の
如
し
。
枝
に
依
り
て
成
り
、
風
に
遇
ひ
て
墜
ち
、
倶
に
堆
積

し
て
地
に
滿
つ
。

其
の
時
本
峯
霧
氣
全
く
消
え
、
山
の
南
・
東
の
二
面
、
歴
歴
と
し
て
睹
る
べ
し
。
而
し
て
北
・
西
の
二

面
は
、
猶
ほ
半
ば
は
霾
掩
せ
ら
る
。
酃
江
は
東
南
よ
り
し
、
黄
雩
江
は
西
北
よ
り
す
。
盤
曲
す
る
こ
と
甚

だ
遠
し
。
始
め
て
知
る
、
雲
陽
の
峯
は
、
倶
に
西
南
よ
り
東
北
に
走
る
、
排
疊
數
重
な
る
を
。
紫
雲
は
、

其
の
北
面
の
第
一
重
な
り
。
青
蓮
菴
の
後
ろ
の
、
余
の
よ
り
て
躋
る
所
の
者
は
、
第
二
重
な
り
。
雲
陽
仙

は
、
第
三
重
な
り
。
老
君
巖
其
の
上
に
在
り
、
是
れ
絶
頂
た
り
。
所
謂
「
七
十
一
峯
」
の
主
な
り
。
雲
峯

は
南
に
在
り
、
余
の
登
る
所
の
峯
は
北
に
在
り
、
兩
峯
橫
列
す
。
脈
は
雲
陽
仙
の
下
よ
り
坳
を
度
り
て
起

峙
し
、
余
が
登
る
所
の
第
二
重
の
頂
と
な
り
、
東
に
走
り
て
下
り
、
青
蓮
菴
よ
り
し
て
東
し
、
結
び
て
茶

陵
州
治
と
為
す
。
余
既
に
登
る
の
第
二
重
絶
頂
は
、
徑
路
迷
絶
た
り
。
西
南
に
雲
峯
の
絶
頂
を
望
み
、
中
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に
一
塢
を
隔
つ
、
而
し
て
絶
頂
は
尚
ほ
霾
夙
霧
中
な
り
。
過
脊
の
處
を
俯
瞰
す
る
に
、
峯
下
里
許
り
に
在

り
。
其
の
上
は
山
を
隔
て
て
竹
樹
の
一
壑
あ
り
、
兩
乳
迴
環
掩
映
し
、
天
開
の
洞
府
の
若
し
、
即
ち
雲
陽

仙
た
る
こ
と
疑
ひ
無
き
な
り
。
路
無
き
と
雖
も
、
亟
に
直
ち
に
墜
ち
て
下
り
、
脊
を
度
り
て
上
る
こ
と
、

共
に
二
里
、
一
小
坳
を
踰
え
、
雲
陽
仙
に
入
る
。
其
の
菴
は
北
向
す
。
頂
へ
登
る
の
路
は
、
左
よ
り
上
る

こ
と
五
里
に
し
て
老
君
巖
に
至
り
、
山
を
下
る
の
路
は
、
右
よ
り
三
里
に
し
て
赤
松
壇
に
至
る
。
菴
に
後

ろ
に
大
石
の
飛
累
せ
る
あ
り
、
空
に
駕
し
隙
を
透
か
し
、
竹
樹
懸
綴
す
、
極
め
て
倩
疊
を
な
す
。
石
間
に

止
水
一
泓
有
り
、
澄
碧
に
し
て
迥
異
な
り
、
名
を
五
雷
池
と
曰
ふ
。
雩
祝
に
甚
だ
靈
あ
り
。
層
巖
上
に
突

し
、
攀
踄
す
べ
き
無
し
。
其
の
上
は
則
ち
黑
霧
密
翳
た
り
。
蓋
し
第
二
重
の
頂
は
、
風
に
當
り
て
樹
舞
ひ
、

故
に
冰
は
止
だ
枝
に
隨
ひ
て
堆
積
す
。
而
し
て
菴
は
山
の
環
し
峯
の
夾
む
に
中
り
、
竹
樹
蒙
茸
と
し
て
、

縈
霧
冰
を
成
し
、
玲
瓏
樹
に
滿
つ
る
こ
と
、
瓊
花
瑤
谷
の
如
く
、
朔
風
之
を
搖
ら
し
、
歩
搖
玉
珮
の
如
く
、

聲
金
石
を
吐
く
。
偶
々
振
し
て
地
に
墜
つ
る
こ
と
、
玉
山
の
頹
の
如
く
、
積
高
二
三
尺
な
る
者
有
り
、
途

之
が
爲
に
阻
ま
る
。
聞
く
、
其
そ
の
上
は
登
踄
更
に
難
し
と
。

時
に
日
下
午
を
過
ぐ
、
赤
松
壇
尚
ほ
下
に
在
り
と
聞
く
に
、
菴
僧
楚
音
に
し
て
、
誤
り
て
石
洞
と
な
す
。

余
が
意
は
頂
の
右
後
よ
り
登
れ
ば
、
遂
に
頂
の
北
よ
り
下
山
せ
ん
と
欲
す
、
石
洞
の
奇
を
失
う
を
恐
る
。

且
つ
、
「
稍
々
遲
く
な
れ
ば
晴
朗
を
冀
ふ
べ
し
」
と
謂
ふ
。
飯
を
菴
僧
の
鏡
然
に
索
め
、
遂
に
東
し
て
山

を
下
る
。
路
側
の
澗
流
石
に
瀉
す
る
の
間
、
僧
指
し
て
「
子
房
煉
丹
池
」
・
「
搗
藥
槽
」
・
「
仙
人
指
跡
」

諸
勝
を
為
す
、
乃
ち
赤
松
に
從
ひ
て
留
侯
に
附
會
す
る
な
り
。
直
ち
に
下
る
こ
と
三
里
に
し
て
赤
松
壇
に

抵
る
。
始
め
て
知
る
、
赤
松
の
石
洞
に
非
ざ
る
を
。
遂
に
菴
中
に
宿
す
。
殿
は
頗
る
古
く
、
中
は
赤
松
た

り
、
左
は
黄
石
た
り
、
而
し
て
右
は
子
房
た
り
。
殿
前
に
古
樹
松
一
株
有
り
、
他
勝
無
き
な
り
。
僧
の
葛

民
も
亦
た
人
に
近
し
。

●
語
注

○
向
來

従
来
。

○
經
大
西
門
、
〔
尋
紫
雲
・
雲
陽
諸
勝
。
〕

大
西
門
に
続
け
て
「
紫
雲
・
雲
陽
」
を
述
べ
る
の
は
、
十

二
日
条
に
あ
る
。
こ
こ
は
〔

〕
を
補
わ
な
い
の
が
よ
い
。

○
橋
開
隴

諸
訳
本
、
訳
せ
ず
。
任
国
瑞
は
「
橋
の
後
ろ
に
畝
が
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
訳
す
る
。
こ

れ
に
従
う
。

○
眞
武
殿

真
武
神
は
、
も
と
玄
武
神
と
呼
ば
れ
、
北
方
七
宿
星
の
総
称
。
歴
代
信
仰
さ
れ
た
が
、
特
に

明
代
に
は
王
室
の
守
護
神
と
さ
れ
、
全
土
で
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
た
。

○
雲
陽
仙

道
観
。
譚
民
政
（
三
五
頁
）・
任
国
瑞
（
一
六
頁
）
に
写
真
が
あ
る
。

○
脅

脇
の
下
か
ら
腰
ま
で
あ
た
り
。
中
腹
と
訳
す
。

○
赤
松
壇
・
赤
松
仙

譚
民
政
（
四
○
頁
）
・
任
国
瑞
（
一
○
頁
）
に
写
真
が
あ
る
。

○
而
近

以
内
。

○
近
人

近
は
、
親
し
む
、
親
し
く
す
る
。
親
切
。

○
堅
留
余
飯
、
余
亟
於
登
嶺

徐
霞
客
に
食
事
を
振
る
舞
お
う
と
し
た
よ
う
だ
が
、
①
徐
霞
客
は
も
て
な

し
を
受
け
た
が
、
先
を
急
ぐ
の
で
そ
そ
く
さ
と
退
出
し
た
、
の
か
、
②
先
を
急
ぐ
の
で
も
て
な
し
を
辞
退

し
て
さ
っ
さ
と
退
出
し
た
、
の
か
。
い
ち
お
う
②
で
訳
し
た
。

○
脈

地
脈
。

○
結
爲
茶
陵
州
治

地
脈
が
結
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
「
佳
地
」
で
あ
る
。
茶
陵
の
地
が
、
州
治
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
堪
輿
家
の
視
点
が
あ
る
。
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○
五
雷
池

譚
民
政
（
三
七
頁
）
・
任
国
瑞
（
一
二
頁
）
に
写
真
が
あ
る
。

○
瓊
花
瑤
谷

晋
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
、
天
台
山
に
神
仙
世
界
を
見
い
だ
し
て
い
る
表
現
に
「
瓊
臺

中
天
而
懸
居
」「
朱
闕
玲
瓏
於
林
間
」
が
あ
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
や
や
意
訳
し
た
。

○
楚
音

湖
南
方
言
。

○
赤
松

赤
松
子
。
古
代
伝
説
中
の
仙
人
。
漢
代
に
は
王
朝
を
守
護
す
る
と
信
ぜ
ら
れ
た
。
功
臣
張
良
は
、

王
朝
成
立
後
、
退
隠
し
て
赤
松
子
に
従
っ
て
神
仙
と
な
っ
た
と
い
う
。
浙
江
の
金
華
山
に
彼
の
石
室
が
有

る
と
伝
え
る
。

○
子
房

漢
の
張
良
（
？
～
前
一
六
八
？
）
。
字
は
子
房
。
若
い
頃
、
穀
山
と
い
う
山
で
黄
石
公
と
い
う

神
仙
か
ら
太
公
望
の
兵
書
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
身
に
つ
け
た
兵
法
に
よ
り
、
劉
邦
を
助
け
て

漢
の
建
国
に
貢
献
し
、
留
侯
に
封
建
さ
れ
た
。

●
口
語
訳

［
十
三
日
］

《
６
》
霊
巌
か
ら
茶
陵
州
へ
戻
る

朝
食
の
の
ち
、
と
て
も
寒
く
な
っ
た
。
雲
が
暗
く
空
を
覆
っ
て
い
る
の
は
昨
日
同
様
で
あ
る
。
六
空
上

人
に
別
か
れ
、
前
日
来
た
道
を
逆
に
た
ど
り
西
北
に
行
く
。
三
里
で
欧
江
に
至
り
、
北
に
ま
が
っ
て
山
に

入
る
。
こ
の
道
は
茶
陵
か
ら
来
た
以
前
の
道
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
南
に
向
か
い
、
沙
陂
江
に
沿
っ
て
西
に

去
る
別
の
道
も
あ
る
。
欧
江
を
渡
る
、
渓
流
は
小
舟
を
浮
か
べ
る
に
耐
え
る
だ
け
の
水
量
が
あ
る
。
西
北

に
進
み
二
座
の
小
嶺
を
過
ぎ
、
茶
陵
の
南
關
の
外
に
渡
る
。
城
壁
に
沿
っ
て
江
を
溯
り
、
大
西
門
を
通
過

す
る
。

《
７
》
雲
陽
山
へ

さ
ら
に
西
に
行
く
こ
と
三
里
に
し
て
、
橋
と
そ
の
背
後
に
畝
が
開
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
過
ぎ
る
。
こ
こ

に
来
て
始
め
て
東
北
か
ら
大
き
な
川
が
流
れ
て
く
る
の
を
見
た
。
か
く
し
て
黄
土
坳
を
越
え
る
。
又
た
三

里
進
み
、
新
橋
を
過
ぎ
る
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
、
霧
の
中
に
雲
陽
山
の
半
面
が
姿
を
現
し
た
。
又
た
三
里

で
、
紫
雲
山
の
麓
に
至
る
。
こ
こ
は
沙
江
鋪
で
あ
る
。
大
江
は
こ
こ
で
真
っ
直
ぐ
に
山
の
麓
に
迫
る
。
沙

江
鋪
か
ら
西
に
行
く
道
は
、
攸
縣
・
安
仁
に
至
る
大
道
で
あ
る
。

《
８
》
雲
陽
山
探
訪

南
に
進
み
山
に
登
る
。
こ
れ
は
紫
雲
仙
で
あ
る
。
上
る
こ
と
一
里
で
、
山
の
半
ば
に
至
る
と
真
武
殿
が

あ
る
。
そ
の
上
に
観
音
菴
が
あ
る
。
ど
ち
ら
の
場
所
か
ら
も
、
東
北
方
面
に
向
か
っ
て
眺
め
る
と
、
大
き

な
川
が
流
れ
て
く
る
の
が
見
え
る
。

●
松
巌
和
尚
が
語
る
雲
陽
山
の
概
要

観
音
菴
の
松
巌
和
尚
は
、
老
僧
で
あ
る
。
私
が
雲
陽
へ
の
道
を
尋
ね
る
と
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

「
雲
陽
山
は
、
紫
雲
仙
の
西
十
里
に
あ
た
る
。
そ
の
頂
に
は
老
君
巌
が
あ
る
。
雲
陽
仙
は
雲
陽
山
の
東
の

峯
の
中
腹
に
あ
た
り
、
頂
か
ら
三
里
の
距
離
で
あ
る
。
赤
松
壇
と
い
う
の
も
雲
陽
仙
の
麓
に
あ
り
、
雲
陽

仙
か
ら
三
里
の
距
離
で
あ
る
。

思
う
に
紫
雲
山
は
雲
陽
山
が
尽
き
る
と
こ
ろ
に
あ
た
り
、
赤
松
壇
は
雲
陽
山
の
真
東
の
麓
に
あ
る
。
紫

雲
仙
の
下
か
ら
、
北
上
し
て
江
岸
に
沿
っ
て
西
に
三
里
行
く
と
、
洪
山
廟
が
あ
る
。
こ
こ
が
頂
上
に
登
る

北
道
に
な
る
。
紫
雲
仙
の
下
か
ら
南
に
進
み
、
山
麓
に
沿
い
な
が
ら
西
に
四
里
行
く
と
、
赤
松
壇
で
あ
る
。

こ
こ
が
頂
上
に
登
る
東
道
で
あ
る
。
頂
上
か
ら
は
ど
ち
ら
も
十
里
以
内
で
あ
る
。
二
道
の
間
に
羅
漢
洞
が

あ
る
。
紫
雲
仙
の
西
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
観
音
菴
の
そ
ば
の
小
徑
を
一
里
ほ
ど
橫
に
過
ぎ
る
と
、
こ
の
菴
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（
観
音
菴
）
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
観
音
菴
か
ら
頂
上
に
登
る
の
に
も
、
到
達
で
き
る
間
道
が
あ
る
。

紫
雲
仙
か
ら
一
旦
降
り
る
必
要
は
な
い
（
今
い
る
観
音
菴
か
ら
紫
雲
仙
に
下
り
戻
り
、
洪
山
廟
経
由
の
北

道
や
赤
松
壇
経
由
の
東
道
を
通
る
と
い
う
手
立
て
を
取
る
必
要
は
な
く
、
こ
こ
か
ら
直
接
山
頂
へ
至
る
こ

と
が
で
き
る
）」
と
。

●
雲
陽
仙
へ
、
下
っ
て
赤
松
壇
の
菴
に
泊
ま
る

私
は
こ
れ
に
従
う
こ
と
に
し
た
。
か
く
し
て
真
武
殿
の
側
か
ら
進
み
、
西
北
に
ふ
た
つ
の
小
さ
な
窪
地

を
渡
る
。
す
る
と
西
北
か
ら
一
筋
の
谷
川
が
流
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
紫
雲
山
と
青
蓮
菴
の
［
自
注
１
］

後
ろ

の
山
と
に
挟
ま
れ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
水
は
北
に
流
れ
て
大
江
に
入
る
が
、
紫
雲
山
を
区
切
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

谷
川
を
渡
る
と
青
蓮
菴
で
あ
る
。
菴
は
東
向
き
に
出
張
っ
て
い
て
、
あ
た
り
の
土
地
は
幽
婉
で
、
菴
は

清
浄
で
あ
る
。
六
澗
和
尚
と
い
う
僧
侶
が
い
た
。
彼
も
ま
た
親
切
で
、
私
を
そ
こ
に
留
め
て
食
事
を
提
供

し
よ
う
と
し
て
く
れ
た
。
私
は
登
嶺
に
心
を
引
か
れ
て
い
た
の
で
、
つ
い
に
菴
の
後
ろ
か
ら
西
に
向
か
っ

て
山
を
登
り
始
め
た
。
そ
の
時
、
濃
霧
が
な
お
山
の
半
分
を
覆
い
隠
し
て
い
た
。
し
か
し
私
は
そ
う
し
た

事
態
を
も
顧
み
ず
、
登
攀
を
続
け
て
真
っ
直
ぐ
に
三
里
上
り
、
二
重
の
峯
を
越
え
た
。
足
が
踏
み
出
す
た

び
に
、
足
下
の
霧
が
開
け
て
い
く
。
又
た
二
里
上
る
と
、
峯
の
背
に
生
え
る
樹
木
の
枝
に
氷
の
塊
が
び
っ

し
り
と
つ
い
て
い
た
。
寒
気
が
凝
結
し
た
も
の
で
、
大
き
い
も
の
は
拳
骨
ほ
ど
、
小
さ
い
も
の
は
卵
く
ら

い
で
あ
る
。
枝
に
付
着
し
て
で
き
て
、
風
に
吹
か
れ
て
は
地
に
落
ち
、
堆
積
し
て
は
地
面
を
覆
う
ほ
ど
で

あ
る
。

こ
の
時
、
私
の
い
る
山
峯
は
霧
気
が
全
く
消
え
、
山
の
南
と
東
の
二
面
は
、
歴
歴
と
し
て
目
に
入
っ
た
。

た
だ
北
と
西
の
二
面
は
、
な
お
半
分
く
ら
い
は
霧
に
よ
っ
て
視
界
が
ふ
さ
が
れ
て
い
る
。
（
目
に
入
っ
た

景
観
で
は
）
酃
江
は
東
南
よ
り
し
、
黄
雩
江
は
西
北
よ
り
流
れ
て
い
る
。
く
ね
く
ね
と
湾
曲
し
な
が
ら
甚

だ
遠
く
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
こ
で
始
め
て
分
か
っ
た
、
雲
陽
山
の
峯
々
は
、
い
ず
れ
も
西
南
よ
り
東
北

に
走
っ
て
お
り
、
幾
重
に
も
重
な
り
並
ん
で
い
る
こ
と
を
。

紫
雲
山
は
、
北
面
の
第
一
重
で
あ
る
。
青
蓮
菴
の
後
ろ
で
、
私
が
上
っ
て
き
た
も
の
は
第
二
重
で
あ
る
。

雲
陽
仙
は
、
第
三
重
で
あ
る
。
老
君
巖
が
そ
の
上
に
あ
っ
て
、
こ
れ
が
絶
頂
で
あ
る
。
所
謂
「
七
十
一
峯
」

の
主
峯
で
あ
る
。
雲
峯
は
南
に
あ
っ
て
、
私
が
上
っ
て
き
た
峯
は
北
に
あ
る
。
ふ
た
つ
の
峯
は
橫
に
並
ぶ
。

地
脈
は
雲
陽
仙
の
下
か
ら
窪
地
を
渡
っ
て
立
ち
上
が
り
、
私
が
上
っ
て
い
る
第
二
重
の
頂
と
な
り
、
東
に

走
っ
て
下
り
、
青
蓮
菴
を
経
由
し
て
東
に
進
み
、
茶
陵
州
治
で
結
実
す
る
。

私
が
登
っ
て
き
て
い
る
第
二
重
の
絶
頂
は
、
小
路
が
錯
綜
し
て
い
て
わ
か
り
に
く
い
。
西
南
の
方
角
に

雲
峯
の
絶
頂
を
望
ん
で
み
る
と
、
そ
こ
と
の
中
間
に
ひ
と
つ
の
窪
地
を
隔
て
て
い
る
。
だ
が
絶
頂
は
尚
お

濃
霧
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。
山
の
背
が
通
り
過
ぎ
る
と
こ
ろ
を
見
下
ろ
し
て
み
る
と
、
峯
の
下
一
里
く
ら

い
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
上
は
山
を
隔
て
て
竹
樹
に
覆
わ
れ
た
谷
が
あ
り
、
両
辺
が
乳
房
の
よ
う
に
隆

起
し
て
そ
の
地
を
廻
り
覆
っ
て
い
て
、
天
然
の
洞
府
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
雲
陽
仙
に

間
違
い
が
無
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
路
ら
し
き
路
は
な
い
中
を
、
速
や
か
に
墜
ち
る
よ
う
に
し
て
下
り
、

山
の
脊
を
渡
っ
て
上
る
こ
と
さ
ら
に
二
里
で
、
小
さ
な
窪
地
を
ひ
と
つ
越
え
、
雲
陽
仙
に
入
っ
た
。
こ
こ

の
菴
は
北
向
き
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
山
頂
へ
登
る
路
は
、
左
よ
り
上
り
、
五
里
に
し
て
老
君
巖
に
至
る
。
こ
こ
か
ら
山
を
下
る
路

は
、
右
よ
り
下
り
て
三
里
に
し
て
赤
松
壇
に
至
る
。
菴
の
後
ろ
に
は
飛
び
上
が
る
よ
う
な
大
石
が
重
な
っ

て
い
る
。
空
に
飛
び
上
が
る
よ
う
で
あ
り
、
石
と
石
と
の
間
に
は
空
隙
が
あ
る
。
石
の
上
に
は
竹
樹
が
懸

か
り
綴
っ
て
お
り
、
積
み
重
な
る
美
し
さ
を
極
め
て
い
る
。
石
の
間
に
静
止
し
た
深
い
池
沼
が
あ
る
。
碧
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に
澄
み
切
っ
て
い
る
こ
と
尋
常
に
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
名
を
五
雷
池
と
い
う
。
雨
乞
い
に
甚
だ
霊
験
が

あ
る
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
上
は
層
を
な
す
巌
が
上
に
突
出
し
て
お
り
、
登
攀
す
る
手
立
て
が
な
い
し
、
上

の
方
は
黑
々
と
し
た
霧
が
た
ち
こ
め
て
い
る
。

思
う
に
第
二
重
の
頂
で
は
、
風
に
吹
か
れ
て
樹
木
は
舞
い
お
ど
る
。
だ
か
ら
枝
に
着
し
た
冰
は
枝
の
伸

び
る
姿
に
従
っ
て
落
下
し
て
堆
積
す
る
。
し
か
し
菴
は
山
が
囲
み
峯
が
挟
む
場
所
に
あ
た
っ
て
お
り
、
竹

樹
が
鬱
蒼
と
覆
っ
て
お
り
、
ま
と
わ
り
つ
い
た
霧
が
冰
を
形
成
し
、
樹
木
に
び
っ
し
り
と
鈴
な
り
に
な
る

こ
と
、
玉
の
花
が
谷
を
覆
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
北
風
が
こ
れ
を
搖
ら
す
と
、
妙
な
る
響
き
を
鳴

ら
す
玉
歩
搖
の
よ
う
に
、
金
石
の
よ
う
な
清
冽
な
音
を
奏
で
る
。
そ
し
て
た
ま
た
ま
揺
ら
れ
て
地
面
に
落

ち
る
こ
と
は
、
ま
る
で
玉
の
山
が
崩
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
三
尺
も
積
み
重
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
た

め
道
が
阻
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
か
ら
上
は
、
登
攀
す
る
に
は
更
に
難
し
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
時
、
既
に
午
後
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
「
赤
松
壇
が
下
に
あ
る
」
と
聞
い
た
の
だ
が
、
菴
の
僧

は
湖
南
方
言
が
き
つ
く
て
、
「
石
洞
」
と
聞
き
ま
ち
が
え
て
し
ま
っ
た
。
私
は
、
頂
上
の
右
後
か
ら
登
っ

て
き
た
の
で
、
頂
上
の
北
か
ら
下
山
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
「
石
洞
の
奇
勝
」

を
見
損
な
う
の
で
は
と
心
配
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
も
う
少
し
す
る
と
天
気
が
晴
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
も

言
わ
れ
た
。
（
そ
こ
で
北
か
ら
下
る
の
で
は
な
、
東
へ
下
る
こ
と
に
し
た
。
）
菴
僧
の
鏡
然
に
食
事
の
用

意
を
し
て
も
ら
い
、
（
喫
し
て
か
ら
）
東
へ
山
を
下
る
。
路
の
側
に
谷
川
が
流
れ
、
石
に
注
い
で
い
る
。

そ
の
中
に
、
「
子
房
煉
丹
池
」
「
搗
薬
槽
」
「
仙
人
指
跡
」
等
の
諸
勝
が
あ
る
こ
と
を
案
内
の
僧
侶
が
指
し

示
し
て
教
え
て
く
れ
る
。
つ
ま
り
赤
松
子
の
こ
と
に
附
会
し
て
、
張
子
房
留
侯
の
こ
と
が
持
ち
出
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
っ
す
ぐ
に
三
里
下
っ
て
赤
松
壇
に
至
る
。
そ
こ
で
始
め
て
、「
赤
松
」
で
あ
っ
て
「
石

洞
」
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
の
ま
ま
そ
こ
の
菴
に
宿
泊
す
る
。
神
殿
は
極
め
て
古
く
、
真
ん
中

に
赤
松
子
、
左
に
黄
石
、
右
に
張
子
房
を
祀
る
。
殿
前
に
松
の
古
木
が
一
株
あ
る
が
、
そ
の
他
に
は
見
る

べ
き
景
勝
は
な
い
。
こ
こ
の
僧
の
葛
民
も
、
人
な
つ
っ
こ
く
親
切
で
あ
る
。

［
自
注
１
］
こ
れ
が
羅
漢
仙
で
あ
る
。

［
一
月
十
四
日
］

《
概
要
》
雲
陽
山
探
訪
。
曇
天
の
た
め
、
山
頂
へ
の
登
頂
は
断
念
し
、
麓
を
迂
回
し
て
洪
山
廟
へ
回
る
。

洪
山
廟
に
泊
。

■
本
文
の
部

十
四
日

晨
起
寒
甚
、
而
濃
霧
複
合
。
先
是
、
晩
至
赤
松
、
即
嘿
禱
黄
石
・
子
房
神
位
、
求
假
半
日
晴
霽
、
爲
登

頂
之
勝
。
至
是
望
頂
濃
霾
、
零
雨
四
灑
、
遂
無
復
登
頂
之
望
。
飯
後
、
遂
別
葛
民
下
山
。
循
山
麓
北
行
、

逾
小
澗
二
重
、
共
四
里
、
過
紫
雲
之
麓
、
江
從
東
北
來
、
從
此
入
峽
、
路
亦
隨
之
。
繞
出
雲
陽
北
麓
、
又

二
里
、
爲
洪
山
廟
。
風
雨
交
至
、
遂
停
廟
中
、
市
薪
炙
衣
、
煨
榾
柮
者
竟
日
。
廟
後
有
大
道
南
登
絶
頂
。

時
廟
下
江
旁
停
舟
數
隻
、
倶
以
石
尤
橫
甚
、
不
能
順
流
下
、
屢
招
予
爲
明
日
行
、
余
猶
不
能
恝
然
於
雲
陽

之
頂
也
。
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■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
四
日

晨
に
起
く
る
に
寒
甚
し
。
而
し
て
濃
霧
複
た
合
す
。

是
よ
り
先
、
晩
く
赤
松
に
至
り
、
即
ち
黄
石
・
子
房
の
神
位
に
嘿
禱
し
、
半
日
の
晴
霽
を
假
り
、
た
め

に
登
頂
の
勝
を
求
む
。
是
に
至
り
て
頂
を
望
む
に
濃
霾
た
り
て
、
零
雨
四
灑
た
り
。
遂
に
復
た
頂
に
登
る

の
望
み
無
し
。

飯
後
、
遂
に
葛
民
に
別
れ
山
を
下
る
。
山
麓
に
循
ひ
て
北
に
行
き
、
小
澗
二
重
を
踰
ゆ
。
共
に
四
里
に

し
て
、
紫
雲
の
麓
を
過
ぐ
。
江
の
東
北
よ
り
來
り
て
、
此
よ
り
峽
に
入
る
。
路
も
亦
た
之
に
隨
ふ
。
繞
り

て
雲
陽
の
北
麓
に
出
づ
。
又
た
二
里
に
し
て
、
洪
山
廟
た
り
。
風
雨
交
々
至
る
、
遂
に
廟
中
に
停
す
。
薪

を
市
ひ
、
衣
を
炙
る
。
榾
柮
に
煨
す
る
こ
と
竟
日
な
り
。

か廟
後
に
大
道
の
南
の
か
た
絶
頂
に
登
る
有
り
。
時
に
廟
下
の
江
旁
に
停
舟
數
隻
あ
り
。
倶
に
石
尤
の
橫

な
る
こ
と
甚
し
き
を
以
て
、
流
れ
に
順
ひ
て
下
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
屢
々
予
を
招
い
て
明
日
の
行
を

な
さ
ん
と
す
。
余
猶
ほ
雲
陽
の
頂
に
恝
然
た
る
能
わ
ざ
る
な
り
。

●
語
注

○
煨

埋
み
火
の
中
に
埋
め
る
。

○
榾
柮

短
く
斬
っ
た
木
。
ほ
た
、
ほ
だ
ぎ
。

○
石
尤

逆
風
。
石
氏
の
娘
が
夫
の
尤
郎
が
行
商
か
ら
帰
ら
な
い
の
を
悲
し
み
、
「
自
分
は
大
風
と
な
っ

て
、
夫
が
遠
く
へ
旅
す
る
の
を
天
下
の
妻
達
の
た
め
に
阻
も
う
」
と
言
っ
て
病
死
し
た
故
事
に
よ
る
。

○
恝

こ
だ
わ
ら
な
い
。

●
口
語
訳

［
十
四
日
］

●
雲
陽
仙
登
頂
断
念

朝
起
き
て
み
る
と
、
と
て
も
寒
い
。
そ
し
て
濃
霧
が
ま
た
あ
た
り
に
立
ち
こ
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
昨
日
遅
く
に
赤
松
廟
に
到
着
し
、
す
ぐ
さ
ま
黄
石
公
や
張
子
房
の
位
牌
に
黙
祷
を
捧
げ
、

半
日
後
の
明
朝
の
朝
、
天
気
が
よ
く
な
る
の
を
仮
託
し
、
私
に
と
っ
て
、
頂
に
登
っ
て
景
勝
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
へ
来
て
、
山
頂
を
望
ん
で
み
る
と
濃
い
霧
に
覆

わ
れ
て
お
り
、
静
か
に
降
る
細
か
い
雨
が
、
四
面
に
降
り
注
い
で
い
る
。
山
頂
へ
登
る
望
み
は
絶
た
れ
た

の
で
あ
る
。

●
洪
山
廟
へ

そ
こ
で
朝
食
後
、
葛
民
に
別
れ
て
山
を
下
る
。
山
麓
に
循
っ
て
北
に
行
き
、
小
澗
二
重
を
越
え
る
。
さ

ら
に
四
里
に
し
て
、
紫
雲
仙
の
麓
を
過
ぎ
る
。
川
が
東
北
か
ら
流
れ
て
き
て
、
こ
こ
で
峡
谷
に
入
る
。
路

も
こ
の
河
に
沿
っ
て
い
る
。
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
雲
陽
山
の
北
麓
に
出
る
。
さ
ら
に
二
里
で
、
洪
山
廟
で
あ

る
。
風
雨
が
交
じ
り
な
が
ら
や
っ
て
く
る
。
し
か
た
な
く
こ
の
廟
に
逗
留
す
る
こ
と
に
す
る
。
薪
を
買
っ

て
衣
を
乾
か
す
。
ほ
だ
ぎ
を
埋
め
た
灰
の
中
に
、
一
日
中
突
っ
込
ん
で
お
く
。

廟
の
後
ろ
に
は
南
へ
向
か
っ
て
絶
頂
に
登
る
大
道
が
あ
る
。
こ
の
時
、
廟
の
下
の
川
岸
に
数
隻
の
舟
が

停
泊
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
逆
風
が
は
げ
し
く
、
流
れ
に
沿
っ
て
川
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
、

船
頭
が
し
ば
し
ば
私
に
声
を
か
け
、
明
朝
舟
を
利
用
し
な
い
か
、
と
持
ち
か
け
る
。
私
は
、
雲
陽
山
の
山
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頂
に
未
練
が
あ
り
、
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

［
一
月
十
五
日
］

《
概
要
》
雲
陽
山
探
訪
。
た
い
へ
ん
な
苦
労
を
し
て
雲
陽
山
を
縦
踏
。
ほ
と
ん
ど
遭
難
寸
前
で
あ
っ
た
。

詳
細
な
記
述
が
生
々
し
い
。
譚
民
政
に
、
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
に
徐
霞
客
の
踏
破
ル
ー
ト
を
書
き
込
ん
だ
も

の
が
あ
る
（
四
一
頁
）。
新
菴
に
泊
。

■
本
文
の
部

十
五
日

晨
起
、
泊
舟
將
放
、
招
余
速
下
舟
；
予
見
四
山
霧
霽
、
遂
飯
而
決
策
登
山
。
路
由
廟
後
南
向
而
登
、
三

里
、
復
有
高
峯
北
峙
、
〔
道
分
兩
岐
：
〕
一
岐
從
峯
南
＊
１

、
一
岐
從
峯
西
南
。
余
初
由
東
南
＊
１

行
、
疑
爲

前
上
羅
漢
峽
中
舊
道
、
乃
向
雲
陽
仙
、
非
逕
造
老
君
巖
者
、
乃
復
轉
從
西
南
道
。
不
一
里
、
行
高
峯
西
峽
、

顧
僕
南
望
峽
頂
有
石
梁
飛
駕
、
余
瞻
眺
不
及
。
及
西
上
嶺
側
、
見
大
江
已
環
其
西
、
大
路
乃
西
北
下
、
遂

望
嶺
頭
南
躋
而
上
。
時
嶺
頭
冰
葉
紛
披
、
雖
無
徑
路
、
余
意
即
使
路
訛
、
可
得
石
梁
勝
、
亦
不
以
爲
恨
、

及
至
嶺
上
遍
覓
、
無
有
飛
駕
之
石
、
第
見
是
嶺
之
脊
、
東
南
橫
屬
高
頂
、
其
爲
登
頂
之
路
無
疑
。
遂
東
南

度
脊
、
仰
首
直
上
、
又
一
里
、
再
逾
一
脊
、
則
下
瞰
脊
南
、
雲
陽
仙
已
在
下
方
矣
。
蓋
是
嶺
東
西
橫
亙
、

西
爲
絶
頂
北
盡
處
、
東
即
屬
於
前
所
登
雲
陽
東
第
二
層
之
嶺
也
。
於
是
始
得
路
、
更
南
向
登
頂
、
其
上
冰

雪
層
積
、
身
若
從
玉
樹
中
行
。
又
一
里
、
連
過
兩
峯
、
始
陟
最
高
頂
。
是
時
雖
旭
日
藏
輝
、
而
沈
霾
屏
伏
、

遠
近
諸
峯
盡
露
眞
形
、
惟
西
北
遠
峯
尚
存
霧
痕
一
抹
。
乃
從
峯
脊
南
下
、
又
一
里
、
復
過
兩
峯
、
有
微
路

「
十
」
字
界
峯
坳
間
：
南
上
復
登
山
頂
、
東
由
半
山
直
上
、
西
由
山
半
橫
下
。
然
脊
北
之
頂
雖
高
、
而
純

土
無
石
；
脊
南
之
峯
較
下
、
而
東
面
石
崖
高
穹
、
峯
筍
離
立
。
乃
與
顧
僕
置
行
李
坳
中
、
從
南
嶺
之
東
、

攀
崖
隙
而
踞
石
筍
、
下
瞰
塢
中
、
有
茅
一
龕
、
意
即
老
君
巖
之
靜
室
、
所
云
老
主
菴
者
。
竊
計
直
墜
將
及

一
里
、
下
而
復
上
、
其
路
既
遙
、
況
既
踞
石
崖
之
頂
、
仰
矚
俯
瞰
、
勝
亦
無
殊
、
不
若
逾
脊
從
西
路
下
、

便
則
爲
秦
人
洞
之
遊
、
不
便
即
北
去
江
滸
覓
舟
、
順
流
亦
易
。
乃
遂
從
西
路
行
。

山
陰
冰
雪
擁
塞
、
茅
棘
交
縈
、
舉
歩
漸
艱
。
二
里
、
路
絶
、
四
顧
皆
茅
茨
、
爲
冰
凍
所
膠
結
、
上
不
能

舉
首
、
下
無
從
投
足
、
兼
茅
中
自
時
有
堰
宕
、
疑
爲
虎
穴
、
而
山
中
濃
霧
四
起
、
瞰
眺
莫
見
、
計
難
再
下
。

乃
復
望
山
巓
而
上
、
冰
滑
草
擁
、
隨
躋
隨
墜
。
念
嶺
峻
草
被
、
可
脱
虎
口
、
益
鼓
勇
直
上
。
二
里
、
復
得

登
頂
、
北
望
前
西
下
之
脊
、
又
隔
二
峯
矣
。
其
處
嶺
東
茅
棘
盡
焚
、
嶺
西
茅
棘
蔽
山
、
皆
以
嶺
頭
路
痕
爲

限
、
若
有
分
界
者
。
是
時
嶺
西
黑
霧
瀰
漫
、
嶺
東
日
影
宣
朗
、
霧
欲
騰
衝
而
東
、
風
輒
驅
逐
而
西
、
亦
若

以
嶺
爲
界
者
。
又
南
一
里
、
再
下
二
峯
、
嶺
忽
亂
石
森
列
、
片
片
若
攢
刃
交
戟
、
霧
西
攫
其
尖
、
風
東
搗

其
膊
、
人
從
其
中
溜
足
直
下
、
強
攀
崖
踞
坐
、
益
覺
自
豪
。
念
前
有
路
而
忽
無
、
既
霧
而
復
霧
、
欲
下
而

轉
上
、
皆
山
靈
未
獻
此
奇
、
故
使
浪
遊
之
蹤
、
迂
迴
其
轍
耳
。
既
下
石
峯
、
坳
中
又
得
「
十
」
字
路
、
於

是
復
西
向
下
嶺
、
倶
從
濃
霧
中
行
矣
。
始
二
里
、
冰
霾
而
草
中
有
路
、
又
二
里
、
路
微
而
石
樹
蒙
翳
；
又

二
里
、
則
石
懸
樹
密
而
路
絶
、
蓋
前
路
之
逾
嶺
而
西
、
皆
茶
陵
人
自
東
而
來
、
燒
山
爲
炭
、
至
此
輒
返
。

過
此
、
崖
窮
樹
益
深
、
上
者
不
能
下
、
下
者
不
復
上
。
余
念
所
下
既
遙
、
再
下
三
四
里
當
及
山
麓
、
豈
能

復
從
前
還
躋
？
遂
與
顧
僕
掛
石
投
崖
、
懸
藤
倒
柯
、
墜
空
者
數
層
、
漸
聞
水
聲
遙
遙
、
而
終
不
知
去
人
世

遠
近
。
已
而
霧
影
忽
閃
、
露
出
層
峯
峽
谷
、
樹
色
深
沈
。
再
一
閃
影
、
又
見
谷
口
兩
重
外
、
有
平
塢
可
矚
。

乃
益
揆
叢
歴
級
、
若
鄧
艾
之
下
陰
平
、
墜
壑
滾
崖
、
技
無
不
殫
、
然
皆
赤
手
、
無
從
裹
氈
也
。
既
而
忽
下



- 20 -

一
懸
崖
、
忽
得
枯
澗
、
遂
得
踐
石
而
行
。
蓋
前
之
攀
枝
懸
墜
者
藉
樹
、
而
兜
衣
掛
履
亦
樹
、
得
澗
而
樹
稍

爲
開
。
既
而
澗
復
生
草
、
草
復
翳
澗
、
靡
草
之
下
、
不
辨
其
孰
爲
石
、
孰
爲
水
、
既
難
著
足
。
或
草
盡
石

出
、
又
棘
刺
勾
芒
、
兜
衣
掛
履
如
故
。
如
是
三
里
、
下
一
瀑
崖
、
微
見
路
影
在
草
間
、
然
時
隱
時
現
。
又

一
里
、
澗
從
崖
間
破
峽
而
出
、
兩
崖
轟
峙
、
而
北
尤
危
峭
、
始
見
路
從
南
崖
逾
嶺
出
。
又
一
里
、
得
北
來

大
道
、
始
有
村
居
、
詢
其
處
、
爲
窰
裏
、
蓋
雲
陽
之
西
塢
也
。
其
地
東
北
轉
洪
山
廟
五
里
而
遙
、
南
至
東

嶺
十
里
而
遙
、
東
嶺
而
南
更
五
里
、
即
秦
人
洞
矣
。

時
霧
影
漸
開
、
遂
南
循
山
峽
行
。
逾
一
小
嶺
、
五
里
、
上
棗
核
嶺
、
〔
嶺
倶
雲
陽
西
向
度
而
北
轉
成
峽

者
。
〕
下
一
里
、
渡
澗
、
〔
澗
乃
南
自
龍
頭
嶺
下
、
出
上
清
洞
。
〕
傍
西
麓
溯
澗
南
上
半
里
、
爲
絡
絲
潭
、

深
碧
無
底
、
兩
崖
多
疊
石
。
又
半
里
、
復
度
澗
、
傍
東
麓
登
山
。
是
處
東
爲
雲
陽
之
南
峯
、
西
爲
大
嶺
之

東
嶂
。
〔
大
嶺
高
並
雲
陽
、
龍
頭
嶺
其
過
脊
也
、
其
東
南
盡
西
嶺
、
東
北
抵
麻
葉
洞
、
西
北
峙
五
鳳
樓
、

西
南
爲
古
爽
冲
。
〕
一
溪
自
大
嶺
之
東
北
來
者
、
乃
洪
碧
山
之
水
；
一
溪
自
龍
頭
嶺
北
下
者
、
乃
大
嶺
・

雲
陽
過
脊
處
之
水
。
二
水
合
而
北
出
把
七
［
鋪
名
。
］
。
龍
頭
嶺
水
分
南
北
、
其
南
下
之
水
、
由
東
嶺
塢

合
秦
人
洞
水
出
大
羅
埠
。
共
二
里
、
越
嶺
得
平
疇
、
是
爲
東
嶺
塢
。
塢
内
水
田
平
衍
、
村
居
稠
密
、
東
爲

雲
陽
、
西
爲
大
嶺
、
北
即
龍
頭
嶺
過
脊
、
南
爲
東
嶺
迴
環
。
余
始
至
以
爲
平
地
、
即
下
東
嶺
、
而
後
知
猶

衆
山
之
上
也
。
循
塢
東
又
一
里
、
宿
於
新
菴
。

●
校
勘

＊
１

道
に
つ
い
て
、
は
じ
め
は
「
南
」
と
「
西
南
」
と
い
い
、
の
ち
に
は
「
東
南
」
と
「
西
南
」
と
い
う
。
「
南
」
か

「
東
南
」
の
ど
ち
ら
か
が
誤
り
で
は
な
い
か
。
任
国
瑞
は
「
南
」
で
統
一
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
五
日

晨
に
起
く
。
泊
舟
將
に
放
せ
ん
と
し
、
余
を
招
き
て
速
に
舟
に
下
ら
し
め
ん
と
す
。
予
四
山
の
霧
霽
る

は

る
を
見
、
遂
に
飯
し
て
策
を
山
を
登
る
に
決
す
。

路
は
廟
の
後
よ
り
南
に
向
ひ
て
登
る
。
三
里
に
し
て
、
復
た
高
峯
の
北
に
峙
す
る
有
り
。
道
兩
岐
に
分

か
る
。
一
岐
は
峯
の
南
に
從
ひ
、
一
岐
は
峯
の
西
南
に
從
ふ
。
余
初
め
東
南
に
よ
り
て
行
く
。
前
に
羅
漢

峽
中
に
上
る
の
舊
道
た
る
か
と
疑
へ
ば
な
り
。
乃
ち
雲
陽
仙
に
向
か
ふ
に
し
て
、
逕
の
老
君
巖
に
造
る
者

に
非
ざ
る
な
り
。
乃
ち
復
た
轉
じ
て
西
南
の
道
に
從
ふ
。
一
里
な
ら
ず
し
て
、
高
峯
の
西
の
峽
を
行
く
に
、

顧
僕
南
の
か
た
峽
頂
に
石
梁
飛
駕
有
る
を
望
む
。
余
瞻
眺
す
る
に
及
ば
ず
。
西
し
て
嶺
側
に
上
る
に
及
び

て
、
大
江
の
已
に
其
の
西
を
環
り
、
大
路
の
乃
ち
西
北
し
て
下
る
を
見
る
。
遂
に
嶺
頭
を
望
み
て
南
に
り

て
上
る
。
時
に
嶺
頭
冰
葉
紛
披
た
り
。
徑
路
無
し
と
雖
も
、
余
が
意
は
即
し
路
を
し
て
訛
せ
し
む
る
と
も
、

石
梁
の
勝
を
得
べ
く
ん
ば
、
亦
た
以
て
恨
み
と
な
さ
ず
。
嶺
上
に
至
る
に
及
び
、
遍
く
覓
む
る
も
、
飛
駕

の
石
有
る
こ
と
無
し
。
第
だ
是
の
嶺
の
脊
の
、
東
南
し
て
高
頂
に
橫
に
屬
す
る
を
見
る
。
其
の
頂
に
登
る

の
路
た
る
こ
と
疑
ひ
無
し
。
遂
に
東
南
し
て
脊
を
度
る
。
首
を
仰
い
で
直
ち
に
上
る
こ
と
、
又
た
一
里
に

し
て
、
再
び
一
脊
を
踰
ゆ
。
則
ち
下
の
か
た
脊
南
を
瞰
る
、
雲
陽
仙
已
に
下
方
に
在
り
。

蓋
し
是
の
嶺
は
東
西
に
橫
亙
す
。
西
は
絶
頂
北
に
盡
く
る
の
處
た
り
、
東
は
即
ち
前
に
登
る
所
の
雲
陽

東
第
二
層
の
嶺
に
屬
す
る
な
り
。

こ
こ
に
お
い
て
始
め
て
路
を
得
、
更
に
南
に
向
ひ
て
頂
に
登
る
。
其
の
上
は
冰
雪
層
積
し
、
身
は
玉
樹

の
中
に
從
ひ
て
行
く
が
如
し
。
又
た
一
里
に
し
て
、
兩
峯
を
連
過
し
、
始
め
て
最
高
頂
に
陟
る
。
是
の
時
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旭
日
輝
を
藏
す
と
雖
も
、
而
も
沈
霾
屏
伏
し
、
遠
近
の
諸
峯
盡
く
眞
形
を
露
す
。
惟
だ
西
北
の
遠
峯
の
み

尚
ほ
霧
痕
一
抹
を
存
す
。

乃
ち
峯
脊
よ
り
南
に
下
り
、
又
た
一
里
に
し
て
、
復
た
兩
峯
を
過
ぐ
。
微
路
の
「
十
」
の
字
に
し
て
峯

坳
の
間
を
界
す
る
有
り
。
南
に
上
れ
ば
復
た
山
頂
に
登
り
、
東
は
半
山
よ
り
直
ち
に
上
り
、
西
は
山
半
よ

り
橫
に
下
る
。
然
る
に
脊
北
の
頂
は
高
し
と
雖
も
、
而
も
純
土
に
し
て
石
無
し
。
脊
南
の
峯
は
較
々
下
に

し
て
、
而
も
東
面
の
石
崖
は
高
穹
に
し
て
、
峯
筍
離
れ
立
つ
。

乃
ち
顧
僕
と
行
李
を
坳
中
に
置
き
、
南
嶺
の
東
よ
り
、
崖
隙
を
攀
し
て
石
筍
に
踞
す
。
下
塢
中
を
瞰
る

に
、
茅
一
龕
有
り
、
意
ふ
に
即
ち
老
君
巖
の
靜
室
な
ら
ん
。
云
ふ
所
の
老
主
菴
な
る
者
な
り
。
竊
に
計
る

に
、
直
ち
に
墜
つ
れ
ば
將
に
一
里
に
及
ば
ん
と
す
、
下
り
て
復
た
上
れ
ば
、
其
の
路
既
に
遙
か
な
り
。
況

ん
や
既
に
石
崖
の
頂
に
踞
す
る
に
し
て
、
仰
矚
俯
瞰
し
、
勝
も
亦
た
殊
な
る
無
し
。
脊
を
踰
へ
て
西
路
よ

り
下
る
に
若
か
ず
。
便
な
れ
ば
則
ち
秦
人
洞
の
遊
を
な
し
、
便
な
ら
ざ
れ
ば
即
ち
北
の
か
た
江
滸
に
去
り

て
舟
を
覓
め
て
流
れ
に
順
へ
ば
、
亦
た
易
か
ら
ん
。
乃
ち
遂
に
西
路
よ
り
行
く
。

山
陰
は
冰
雪
擁
塞
し
、
茅
棘
交
々
縈
ひ
、
歩
を
舉
ぐ
る
こ
と
漸
く
艱
し
。
二
里
に
し
て
、
路
絶
ゆ
。
四

ま
と

顧
す
る
も
皆
茅
茨
に
し
て
、
冰
凍
の
膠
結
す
る
所
と
な
る
。
上
は
首
を
舉
ぐ
る
能
わ
ず
、
下
は
よ
り
て
足

を
投
ず
る
無
し
。
兼
ぬ
る
に
茅
中
に
自
時
堰
宕
有
り
、
疑
ふ
ら
く
は
虎
穴
な
ら
ん
。
而
し
て
山
中
濃
霧
四

起
し
、
瞰
眺
見
ゆ
る
莫
し
。
計
る
に
再
び
下
り
難
し
。
乃
ち
復
た
山
巓
を
望
み
て
上
る
。
冰
は
滑
り
草
は

擁
ぎ
、
隨
ひ
て
躋
れ
ば
隨
ひ
て
墜
つ
。
嶺
は
峻
に
し
て
草
被
へ
ば
、
虎
口
を
脱
す
べ
し
と
念
ひ
、
益
々
勇

を
鼓
し
て
直
ち
に
上
る
。
二
里
に
し
て
、
復
た
頂
に
登
る
を
得
。

北
の
か
た
前
に
西
に
下
る
の
脊
を
望
む
に
、
又
た
二
峯
を
隔
つ
。
其
の
處
、
嶺
東
の
茅
棘
は
盡
く
焚
し
、

嶺
西
の
茅
棘
は
山
を
蔽
ふ
。
皆
に
嶺
頭
の
路
痕
を
以
て
限
り
と
爲
す
こ
と
、
分
界
有
る
者
の
若
し
。
是
の

時
、
嶺
西
は
黑
霧
瀰
漫
た
り
て
、
嶺
東
は
日
影
宣
朗
な
り
。
霧
の
騰
衝
し
て
東
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
風
輒

ち
驅
逐
し
て
西
す
。
亦
た
嶺
を
以
て
界
と
な
す
者
の
若
し
。

又
た
南
に
一
里
、
再
び
二
峯
を
下
る
。
嶺
忽
ち
亂
石
森
列
し
、
片
片
と
し
て
刃
を
攢
し
戟
を
交
ふ
る
が

若
し
。
霧
は
西
に
其
の
尖
を
攫
み
、
風
は
東
に
其
の
膊
を
搗
き
、
人
は
其
の
中
よ
り
足
を
溜
ら
せ
て
直
ち

つ
か

う
で

に
下
る
。
強
ひ
て
崖
に
攀
じ
て
踞
坐
し
、
益
々
自
ら
豪
な
る
を
覺
る
。
前
に
路
有
り
て
忽
と
し
て
無
く
、

既
に
霧
あ
り
て
復
た
霧
あ
り
、
下
ら
ん
と
欲
し
て
上
る
に
轉
ず
る
を
念
ず
、
皆
山
靈
未
だ
此
の
奇
を
獻
ぜ

ず
、
故
に
浪
遊
の
蹤
を
し
て
、
其
の
轍
を
迂
迴
せ
し
む
る
の
み
。

既
に
石
峯
を
下
れ
ば
、
坳
中
に
又
た
「
十
」
字
の
路
を
得
。
こ
こ
に
お
い
て
復
た
西
に
向
ひ
て
嶺
を
下

る
。
倶
に
濃
霧
の
中
よ
り
行
く
な
り
。
始
め
の
二
里
は
、
冰
霾
な
る
も
草
中
に
路
有
り
、
又
た
二
里
は
、

路
微
に
し
て
石
樹
蒙
翳
た
り
。
又
た
二
里
は
、
則
ち
石
は
懸
に
し
て
樹
は
密
に
し
て
路
絶
ゆ
。
蓋
し
前
路

の
嶺
を
逾
し
て
西
す
る
は
、
皆
な
茶
陵
人
の
東
よ
り
來
り
て
、
山
を
燒
き
て
炭
を
爲
り
、
此
に
至
り
て
輒

ち
返
る
な
り
。
此
を
過
ぐ
れ
ば
、
崖
は
窮
り
樹
は
益
々
深
く
、
上
る
者
は
下
る
能
は
ず
、
下
る
者
は
復
た

上
ら
ず
。
余
念
ふ
、
下
る
所
は
既
に
遙
か
に
し
て
、
再
び
下
る
こ
と
三
四
里
な
れ
ば
當
に
山
麓
に
及
ぶ
べ

し
。
豈
に
能
く
復
た
前
に
從
ひ
て
還
り
躋
ら
ん
や
、
と
。
遂
に
顧
僕
と
石
を
掛
け
崖
に
投
じ
、
藤
に
懸
し

て
柯
に
倒
し
空
に
墜
つ
る
こ
と
數
層
に
し
て
、
漸
く
水
聲
の
遙
遙
た
る
を
聞
く
。
而
し
て
終
に
人
世
を
去

る
こ
と
の
遠
近
を
知
ら
ず
。
已
に
し
て
霧
影
忽
と
し
て

閃

き
、
層
峯
峽
谷
露
出
し
、
樹
色
深
沈
た
り
。

ひ
ら
め

再
び
影
を
一
閃
し
、
又
た
谷
口
の
兩
重
の
外
に
平
塢
の
矚
る
べ
き
有
る
を
見
る
。

乃
ち
益
々
叢
を
揆
り
、
級
を
歴
す
る
こ
と
、
鄧
艾
の
陰
平
を
下
る
が
若
く
す
。
壑
を
墜
ち
崖
を

滾
る

は
か

こ
ろ
が

に
、
技
と
し
て
殫
さ
ざ
る
は
無
し
、
然
れ
ど
も
皆
赤
手
に
し
え
、
從
ひ
裹
つ
氈
無
き
な
り
。
既
に
し
て
忽

つ
く

と
し
て
一
懸
崖
を
下
り
、
忽
と
し
て
枯
澗
を
得
。
遂
に
石
を
踐
み
て
行
く
を
得
。
蓋
し
前
の
枝
を
攀
じ
懸
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墜
す
る
者
は
樹
に
藉
る
、
而
し
て
衣
を
兜
け
、
履
を
掛
く
る
も
亦
た
樹
な
り
。
澗
を
得
て
樹
稍
開
け
り
と

か

な
す
。
既
に
し
て
澗
に
も
復
た
草
を
生
じ
、
草
復
た
澗
を
翳
ふ
。
靡
草
の
下
、
其
の
孰
れ
か
石
た
り
て
、

お
ほ

孰
れ
か
水
た
る
か
を
辨
ぜ
ず
。
既
に
し
て
足
を
著
け
難
く
、
或
は
草
盡
き
て
石
出
づ
れ
ば
、
又
た
棘
刺
勾

芒
、
衣
を
兜
け
履
を
掛
く
る
こ
と
故
の
如
し
。

是
の
如
き
こ
と
三
里
に
し
て
、
一
瀑
崖
に
下
る
。
微
に
見
る
路
影
の
草
間
に
在
る
を
。
然
れ
ど
も
時
に

隱
れ
時
に
現
る
。
又
た
一
里
に
し
て
、
澗
の
崖
間
よ
り
峽
を
破
り
て
出
で
、
兩
崖
轟
峙
す
。
而
し
て
北
尤

も
危
峭
な
り
。
始
め
て
見
る
、
路
の
南
崖
よ
り
嶺
を
逾
え
て
出
づ
る
を
。
又
た
一
里
に
し
て
、
北
來
の
大

道
を
得
。
始
め
て
村
居
有
り
、
其
の
處
を
詢
へ
ば
、
窰
裏
た
り
。
蓋
し
雲
陽
の
西
塢
な
り
。
其
の
地
よ
り

東
北
に
轉
ず
れ
ば
洪
山
廟
は
五
里
に
し
て
遙
か
な
り
。
南
し
て
東
嶺
に
至
る
は
十
里
に
し
て
遙
か
な
り
。

東
嶺
に
し
て
南
に
更
に
五
里
に
し
て
、
即
ち
秦
人
洞
な
り
。

時
に
霧
影
漸
く
開
け
、
遂
に
南
の
か
た
山
に
循
ひ
て
峽
を
行
く
。
一
小
嶺
を
踰
え
、
五
里
に
し
て
、
棗

核
嶺
に
上
る
。
嶺
は
倶
に
雲
陽
よ
り
西
に
向
ひ
て
度
り
而
し
て
北
に
轉
じ
て
峽
を
成
す
者
な
り
。

下
る
こ
と
一
里
に
し
て
、
澗
を
渡
る
。
澗
は
乃
ち
南
の
か
た
龍
頭
嶺
よ
り
下
り
て
、
上
清
洞
に
出
づ
る

な
り
。
（
澗
）
傍
の
西
麓
を
澗
を
溯
り
て
南
に
上
る
こ
と
半
里
に
し
て
、
絡
絲
潭
た
り
。
深
碧
に
し
て
底

無
し
、
兩
崖
に
疊
石
多
し
。
又
た
半
里
に
し
て
、
復
た
澗
を
度
る
。（
澗
の
）
傍
の
東
麓
よ
り
山
に
登
る
。

是
の
處
は
、
東
は
雲
陽
の
南
峯
た
り
、
西
は
大
嶺
の
東
嶂
た
り
。
大
嶺
は
高
き
こ
と
雲
陽
に
並
び
、
龍
頭

嶺
は
其
の
脊
を
過
ぐ
る
も
の
な
り
。
其
の
東
南
は
西
嶺
に
盡
き
、
東
北
は
麻
葉
洞
に
抵
り
、
西
北
は
五
鳳

樓
に
峙
し
、
西
南
は
古
爽
冲
と
な
る
。
一
溪
の
大
嶺
の
東
北
よ
り
來
る
者
あ
り
。
乃
ち
洪
碧
山
の
水
な
り
。

一
溪
の
龍
頭
嶺
の
北
よ
り
下
る
者
あ
り
、
乃
ち
大
嶺
・
雲
陽
に
脊
を
過
ぐ
る
處
の
水
な
り
。
二
水
合
し
て

而
し
て
北
し
て
把
七
［
鋪
の
名
な
り
］
に
出
づ
。
龍
頭
嶺
の
水
は
南
北
に
分
か
る
。
其
の
南
に
下
る
の
水

は
、
東
嶺
塢
を
由
り
て
秦
人
洞
水
と
合
っ
し
て
大
羅
埠
に
出
づ
。

と

共
に
二
里
に
し
て
、
嶺
を
越
え
て
平
疇
を
得
。
是
れ
東
嶺
塢
た
り
。
塢
の
内
は
水
田
平
衍
に
し
て
、
村

居
稠
密
た
り
。
東
は
雲
陽
た
り
、
西
は
大
嶺
た
り
、
北
は
即
ち
龍
頭
嶺
の
脊
を
過
ぐ
る
に
し
て
、
南
は
東

嶺
の
迴
環
す
る
な
り
。
余
、
始
め
至
る
に
以
て
平
地
と
な
す
。
即
ち
東
嶺
に
下
り
て
、
而
し
て
後
知
る
、

猶
ほ
衆
山
の
上
な
る
を
。

塢
に
循
ひ
て
東
に
た
又
一
里
に
し
て
、
新
菴
に
宿
す
。

●
語
注

○
紛
披

花
が
数
多
く
咲
く
さ
ま
。

○
自
時

黄
珅
は
「
常
」
、
任
国
瑞
は
「
本
来
就
不
時
」
と
訳
す
。

○
堰
宕

堰
は
せ
き
、
こ
こ
で
は
偃
か
。
ふ
せ
る
。
宕
は
穴
。
ふ
せ
っ
て
あ
る
穴
、
か
。

○
其
膊

膊
は
、
二
の
腕
。
石
の
中
程
か
。

○
踞
坐

座
る
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
跨
ぎ
越
す
、
だ
ろ
う
。

○
自
豪

自
分
自
身
で
無
理
な
こ
と
を
実
現
し
て
い
る
、
く
ら
い
か
。

○
鄧
艾
之
下
陰
平

鄧
艾
は
三
国
魏
の
武
将
。
蜀
を
攻
め
る
際
、
毛
氈
で
身
を
つ
つ
み
、
険
し
い
摩
天
嶺

を
、
崖
を
こ
ろ
が
る
よ
う
に
し
て
下
り
、
成
都
や
向
か
う
要
衝
の
地
の
陰
平
県
に
至
っ
た
。

○
兜

こ
こ
で
は
、
ひ
っ
か
く
、
捉
え
る
。

○
東
嶺
塢

譚
民
政
（
四
七
頁
）
は
、
東
嶺
村
を
訪
れ
、
段
家
の
老
屋
を
確
認
し
て
い
る
（
十
六
日
条
、

四
八
頁
）。
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●
口
語
訳

［
十
五
日
］

●
再
び
雲
陽
山
探
訪

朝
、
起
き
出
す
。
停
泊
し
て
い
た
舟
が
ま
さ
に
出
帆
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
私
を
招
い
て
早
く
舟
に
乗

せ
よ
う
と
し
た
。（
し
か
し
）
私
は
、
四
方
の
山
々
の
霧
が
晴
れ
て
い
る
の
を
見
、
朝
食
を
取
っ
て
か
ら
、

山
に
上
る
と
い
う
選
択
肢
を
選
ん
だ
（
舟
に
乗
っ
て
川
を
下
る
選
択
肢
は
捨
て
た
）
。

●
雲
陽
山
の
頂
へ

路
は
廟
の
後
ろ
か
ら
南
に
向
う
、
こ
れ
を
登
る
。
三
里
で
、
ふ
た
た
び
高
い
峯
が
北
側
向
か
っ
て
聳
え

て
い
る
の
に
対
面
す
る
。
道
が
二
手
に
分
か
れ
て
い
る
。
一
岐
は
峯
の
南
を
進
み
、
一
岐
は
峯
の
西
南
を

進
む
。
私
は
は
じ
め
は
（
東
）
南
の
道
を
選
ん
だ
。
こ
の
道
が
、
以
前
に
羅
漢
峽
中
に
上
る
と
き
に
辿
っ

た
こ
と
の
あ
る
道
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
道
は
雲
陽
仙
に
向
か
う
も
の
で
、

老
君
巌
に
至
る
小
路
で
は
な
か
っ
た
（
こ
と
が
分
か
っ
た
）
。
そ
こ
で
道
を
転
じ
て
、
西
南
の
道
を
取
る
。

一
里
行
か
な
い
う
ち
に
、
高
い
峯
の
西
側
の
峽
谷
を
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、
顧
僕
が
南
の
方
の
峽
の
頂

に
石
梁
飛
駕
が
あ
る
の
が
見
え
た
と
い
う
。
私
は
眺
め
て
み
た
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
さ
ら
に
西
に

進
み
、
嶺
の
側
に
上
る
と
、
大
江
が
嶺
の
西
を
め
ぐ
り
、
大
路
が
西
北
へ
去
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
そ

こ
で
嶺
の
頭
を
望
み
見
な
が
ら
、
南
へ
上
っ
て
行
く
。
そ
の
時
、
嶺
の
頭
で
は
樹
氷
が
花
が
咲
き
乱
れ
る

よ
う
に
あ
た
り
を
覆
っ
て
い
た
。
径
路
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
た
と
え
路
が
無
か
っ
た
と
し
て
も
、

（
道
な
き
道
を
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
）
石
梁
の
景
勝
を
得
ら
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
で
よ
い
、

と
思
っ
て
い
た
。
嶺
の
頂
き
に
至
り
、
あ
た
り
を
見
回
し
て
み
る
が
、
飛
駕
石
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ

こ
の
嶺
の
背
が
東
南
に
延
び
て
高
い
頂
に
連
接
し
て
い
る
の
が
見
え
た
。
こ
れ
が
頂
に
登
る
路
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
が
無
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
こ
で
東
南
に
進
み
脊
を
渡
っ
た
。
首
を
あ
げ
て
ど
ん
ど
ん
上

る
こ
と
ま
た
一
里
で
、
再
び
一
つ
の
脊
を
越
え
る
。
振
り
返
っ
て
背
の
南
を
見
下
ろ
す
と
、
雲
陽
仙
が
す

で
に
下
の
方
に
な
っ
て
い
た
。

思
う
に
こ
の
嶺
は
東
西
に
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
の
だ
。
西
は
絶
頂
が
北
に
伸
び
て
尽
き
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
東
は
前
に
登
っ
た
雲
陽
山
東
側
の
第
二
層
の
嶺
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
へ
来
て
、
始
め
て
路
を
得
た
。
更
に
南
に
向
っ
て
頂
へ
登
る
。
路
の
上
は
冰
雪
が
積
み
重
な
っ
て

お
り
、
体
は
樹
氷
に
覆
わ
れ
た
玉
樹
の
中
を
進
ん
で
い
く
か
の
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
一
里
進
み
、

ふ
た
つ
の
峯
を
連
続
し
て
通
過
し
、
や
っ
と
最
高
頂
に
至
っ
た
。

こ
の
時
、
太
陽
は
光
を
陰
ら
せ
て
い
た
が
、
垂
れ
込
め
て
い
た
霧
は
静
ま
り
消
え
、
遠
近
の
諸
峯
が
尽

く
そ
の
真
形
を
露
わ
に
し
た
。
た
だ
西
北
の
遠
峯
の
み
尚
お
一
抹
の
霧
痕
を
ま
と
っ
て
い
た
。

●
山
頂
で
の
思
案

そ
こ
で
峯
脊
か
ら
南
に
下
り
、
ま
た
一
里
進
み
、
ふ
た
つ
の
峯
を
過
ぎ
る
と
、
「
十
」
の
字
を
な
す
小

さ
な
小
路
が
、
峯
と
窪
地
を
区
切
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
こ
を
南
に
上
れ
ば
再
び
山
頂
に
登
り
、

東
に
行
く
と
山
の
中
腹
か
ら
真
っ
直
ぐ
上
る
道
で
、
西
に
行
く
と
山
の
中
腹
か
ら
横
に
行
っ
て
山
を
下
る

道
だ
。
た
だ
し
、
脊
の
北
に
伸
び
た
頂
は
高
い
け
れ
ど
も
土
質
が
泥
土
で
石
は
無
い
。
脊
の
南
に
伸
び
る

峯
は
や
や
低
い
。
東
面
の
石
崖
は
高
く
隆
起
し
て
い
て
、
峯
や
筍
の
よ
う
に
尖
っ
た
切
っ
先
が
離
れ
て
立

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
顧
僕
と
と
も
に
、
荷
物
は
窪
地
に
置
い
て
、
南
の
嶺
の
東
側
か
ら
、
崖
の
隙
間
を
使
い
な
が
ら

よ
じ
登
り
石
筍
に
腰
を
お
ろ
し
た
。
下
の
ほ
う
、
盆
地
を
見
下
ろ
す
と
、
一
軒
の
茅
屋
が
あ
る
。
思
う
に
、

こ
れ
こ
そ
老
君
巌
の
静
室
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
老
主
菴
で
あ
る
。
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こ
こ
で
考
え
る
に
、
こ
こ
か
ら
ま
っ
す
ぐ
落
ち
る
よ
う
に
下
れ
ば
、
一
里
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
一
旦

嶺
を
下
っ
て
再
び
上
れ
ば
、
そ
の
路
程
は
遙
か
に
長
い
も
の
と
な
る
。
ま
し
て
も
う
既
に
石
崖
の
頂
に
お

り
、
あ
た
り
を
仰
ぎ
見
た
り
見
下
ろ
し
た
り
し
て
、
こ
の
あ
た
り
の
景
勝
は
全
て
見
て
い
る
。
な
の
で
山

脊
を
越
え
て
西
路
か
ら
下
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
便
利
な
ら
ば
そ
の
ま
ま
西
の
秦
人
洞
の
探
索
を
す
れ
ば
よ

い
し
、
も
し
不
便
な
ら
ば
北
へ
向
か
っ
て
川
に
出
て
、
そ
こ
で
舟
を
求
め
て
流
れ
に
沿
っ
て
下
れ
ば
、
た

や
す
く
（
秦
人
洞
へ
）
到
達
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
。
か
く
し
て
西
路
を
取
っ
て
行
く
。

●
西
へ
下
る
も
道
が
途
絶
、
再
び
山
頂
へ

山
の
北
側
は
冰
と
雪
が
積
み
重
な
っ
て
地
面
を
塞
い
で
お
り
、
茅
と
棘
が
交
互
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い

て
、
歩
行
が
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
く
る
。
二
里
進
む
と
、
路
が
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
四
方
を
す
べ
て

茅
茨
で
囲
ま
れ
、
冰
が
凍
結
し
て
固
く
結
ぼ
れ
て
い
る
。
上
は
頭
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
下
は
足
の

踏
み
場
も
無
い
。
加
え
て
、
茅
の
中
に
時
折
ふ
せ
っ
た
穴
が
あ
る
、
ど
う
や
ら
虎
の
穴
ら
し
い
。
さ
ら
に

山
中
と
て
濃
霧
が
四
方
か
ら
湧
き
上
が
り
、
視
界
が
ま
っ
た
く
塞
が
れ
て
し
ま
っ
た
。
考
え
る
に
、
こ
こ

か
ら
再
び
下
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
。
そ
こ
で
再
び
山
頂
を
望
ん
で
上
る
。
地
面
は
冰
で
す
べ
り
、

草
が
進
む
の
を
は
ば
み
、
一
歩
上
っ
て
は
一
歩
滑
り
落
ち
る
あ
り
さ
ま
。
嶺
は
険
峻
だ
が
草
が
覆
っ
て
い

る
の
で
、
そ
こ
へ
到
達
で
き
れ
ば
、
虎
口
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
念
じ
、
益
々
勇
を
鼓
し
て

ま
っ
す
ぐ
上
る
。
二
里
で
、
再
び
山
頂
に
至
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
嶺
の
東
西
で
分
か
れ
る
景
観

北
の
方
へ
以
前
に
西
に
下
っ
た
脊
を
眺
め
る
と
、
二
つ
の
峯
を
間
に
は
さ
ん
で
い
る
。
こ
の
場
所
は
、

嶺
の
東
側
は
茅
棘
が
尽
く
燃
や
さ
れ
て
お
り
、
西
側
は
茅
棘
が
山
肌
を
覆
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
嶺
頭
の

痕
跡
を
限
り
と
し
て
お
り
、
ま
る
で
境
界
線
が
引
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
、
嶺
の
西
側
は
黑

い
霧
が
垂
れ
込
め
て
お
り
、
東
側
は
陽
光
が
明
る
く
輝
い
て
い
た
。
西
側
の
霧
が
立
ち
上
っ
て
東
へ
向
か

お
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
都
度
風
が
吹
き
散
ら
し
て
西
へ
押
し
返
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
も
ま
た
、
東

西
で
境
界
線
を
な
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

●
困
難
な
嶺
頭
の
歩
行

さ
ら
に
南
に
一
里
進
み
、
再
び
二
峯
を
下
る
。
嶺
は
忽
然
と
し
て
乱
雑
に
石
が
並
び
立
ち
、
き
れ
ぎ
れ

に
な
っ
て
刃
を
集
め
、
戟
を
ぶ
っ
違
い
に
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
嶺
の
西
側
で
は
霧
が
尖
っ
た
石

の
切
っ
先
を
つ
か
む
よ
う
に
立
ち
こ
め
、
東
側
で
は
風
が
石
の
中
程
に
激
し
く
吹
き
付
け
て
い
る
、
そ
の

中
を
人
（
す
な
わ
ち
徐
と
顧
僕
）
が
足
を
溜
ら
せ
な
が
ら
ま
っ
す
ぐ
下
る
の
で
あ
る
。
無
理
矢
理
崖
に
手

を
か
け
て
よ
じ
登
り
跨
ぎ
越
す
。
益
々
自
分
自
身
無
理
な
こ
と
を
押
し
行
っ
て
い
る
と
自
覚
し
た
。
路
に

出
会
っ
た
か
と
思
う
と
忽
然
と
無
く
な
っ
た
り
、
既
に
霧
が
か
か
っ
て
い
る
の
に
さ
ら
に
ま
た
霧
が
出
て

き
た
り
、
下
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
い
つ
の
ま
に
か
上
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
皆
、
山

の
精
霊
が
こ
う
し
た
奇
勝
を
我
々
に
ま
だ
見
せ
て
い
な
い
た
め
、
わ
ざ
と
わ
れ
わ
れ
の
足
取
り
を
迂
回
さ

せ
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
景
勝
を
体
験
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

●
道
な
き
道
を
下
る

石
峯
を
下
る
と
、
窪
地
の
中
に
ま
た
「
十
」
字
の
路
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
よ
り
再
び
西
に
向
い
、
尾
根

を
下
る
。
い
ず
れ
も
濃
霧
の
中
を
行
く
。
は
じ
め
の
二
里
は
、
冰
が
靄
と
な
っ
て
い
た
が
草
の
中
に
路
が

あ
っ
た
。
次
の
二
里
は
、
石
や
樹
木
が
覆
っ
て
き
た
が
、
微
か
に
路
は
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
次
の
二
里
は
、

石
が
空
に
懸
か
り
、
樹
木
は
密
生
し
て
、
路
が
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
思
う
に
、
尾
根
を
越
え
て
西
へ
進

む
道
は
、
茶
陵
の
人
が
東
か
ら
来
て
、
山
を
焼
き
炭
を
作
る
た
め
に
通
っ
た
道
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
来
て

皆
茶
陵
に
帰
る
の
で
あ
ろ
う
。
（
だ
か
ら
こ
こ
で
道
は
な
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
）
こ
こ
か
ら
先
は
、
崖
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は
窮
り
樹
木
は
益
々
深
く
、
一
度
上
っ
た
ら
下
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
度
下
っ
た
ら
二
度
と
上
る
こ
と
が

で
き
な
い
行
き
止
ま
り
だ
。

そ
こ
で
私
は
考
え
た
、
引
き
返
し
て
別
の
下
る
道
を
捜
す
の
は
遙
か
に
遠
く
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

こ
か
ら
が
ん
ば
っ
て
三
四
里
下
れ
ば
、
山
麓
に
着
く
に
違
い
な
い
。
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
引
き
返
し
、
上

っ
た
り
下
り
た
り
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
か
、
い
や
そ
れ
は
選
択
で
き
な
い
、
と
。
つ
い
に
顧
僕
と
と
も
に
、

石
に
手
を
掛
け
崖
に
身
を
投
じ
、
藤
蔓
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
枝
に
逆
さ
ま
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
し
て
、
中

空
を
何
段
も
飛
び
降
り
た
り
し
て
い
き
、
よ
う
や
く
遙
か
に
水
音
を
聞
い
た
。
し
か
し
、
人
世
か
ら
ど
の

く
ら
い
離
れ
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
ほ
ど
な
く
霧
が
忽
然
と
し
て
一
瞬
だ
け
開
け
、
飛
び
出
し

た
峯
や
峽
谷
が
姿
を
現
し
、
深
く
濃
い
樹
木
が
見
え
た
。
さ
ら
に
ふ
た
た
び
一
瞬
霧
が
晴
れ
、
谷
の
口
二

重
の
崖
の
外
に
、
平
坦
な
窪
地
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。

そ
こ
で
草
む
ら
の
様
子
を
調
べ
な
が
ら
石
段
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
は
、
鄧
艾
が
陰
平
を
下
る
と
き
の
よ

う
に
し
た
。
谷
を
転
げ
落
ち
、
崖
を
転
が
る
の
に
、
で
き
る
限
り
の
技
を
使
っ
た
が
、
素
手
で
抜
き
身
で

あ
り
、
鄧
艾
の
よ
う
に
体
を
つ
つ
む
毛
氈
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
夢
中
で
崖
を
下
る
と
、
突
然
、

枯
れ
た
谷
川
に
出
た
。
か
く
し
て
安
定
し
た
石
を
踏
み
な
が
ら
進
む
こ
と
が
で
き
た
。
思
う
に
、
こ
れ
ま

で
枝
を
つ
か
ん
で
つ
か
ま
り
な
が
ら
下
り
て
く
る
の
に
は
、
樹
木
の
力
を
借
り
て
き
た
。
し
か
し
、
衣
服

や
履
き
物
を
つ
つ
い
た
り
ひ
っ
か
け
た
り
し
て
行
動
を
邪
魔
を
し
て
い
た
の
も
樹
木
で
あ
っ
た
。
谷
川
に

出
て
、
樹
木
が
や
や
開
け
て
ま
ば
ら
に
な
っ
た
。
し
か
し
谷
川
に
は
草
が
生
え
い
る
こ
と
か
ら
、
草
が
谷

川
を
覆
っ
て
い
る
。
は
び
こ
る
草
の
下
が
、
は
た
し
て
石
な
の
か
、
水
な
の
か
が
判
別
つ
け
難
い
。
足
を

お
ろ
す
の
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
草
が
つ
き
て
い
て
石
が
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
う
す
る
と

石
の
と
げ
や
出
っ
張
り
が
、
衣
服
や
履
き
物
を
つ
つ
き
ひ
っ
か
け
る
こ
と
、
樹
木
に
関
わ
っ
た
前
と
同
じ

で
あ
る
。

●
よ
う
や
く
大
道
に
出
る

こ
う
し
た
と
こ
ろ
を
三
里
進
む
と
、
下
っ
て
瀑
布
の
あ
る
崖
に
出
た
。
草
の
間
に
微
か
に
路
の
痕
跡
が

見
え
る
。
け
れ
ど
も
見
え
た
り
、
見
え
な
く
な
っ
た
り
す
る
。
さ
ら
に
一
里
進
む
と
、
崖
の
隙
間
か
ら
峡

谷
を
破
る
よ
う
に
し
て
流
れ
出
る
川
に
出
会
う
、
両
岸
は
壁
の
よ
う
に
切
り
立
ち
向
か
い
合
っ
て
い
る
。

中
で
も
北
の
崖
が
最
も
険
し
い
。
南
崖
か
ら
嶺
を
越
え
て
出
て
行
く
道
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
里
進
む
と
、

北
か
ら
や
っ
て
く
る
大
道
に
出
た
。

《
９
》
雲
陽
山
か
ら
南
部
の
洞
穴
へ

●
窰
裏
村
か
ら
棗
核
嶺
へ

こ
こ
で
始
め
て
村
居
が
あ
っ
た
。
聞
く
と
、
窰
裏
村
で
あ
っ
た
。
思
う
に
こ
こ
は
雲
陽
山
の
西
側
の
窪

地
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
か
ら
よ
り
東
北
に
転
ず
れ
ば
、
洪
山
廟
ま
で
は
五
里
あ
ま
り
で
あ
る
。
南
へ

東
嶺
に
至
る
に
は
十
里
あ
ま
り
で
あ
る
。
東
嶺
か
ら
南
に
更
に
五
里
で
、
そ
こ
が
秦
人
洞
で
あ
る
。

そ
の
時
、
霧
が
次
第
に
開
け
て
き
、
遂
に
南
の
方
へ
山
裾
に
沿
っ
て
峡
谷
を
進
む
。
小
嶺
を
ひ
と
つ
越

え
、
五
里
進
ん
で
、
棗
核
嶺
に
上
る
。
こ
れ
ら
嶺
は
皆
、
雲
陽
か
ら
西
に
延
び
て
来
て
、
北
に
転
じ
て
峡

谷
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

●
絡
絲
潭
か
ら
東
嶺
塢
へ

下
る
こ
と
一
里
で
、
谷
川
を
渡
る
。
こ
の
谷
川
は
、
南
の
方
の
龍
頭
嶺
か
ら
下
っ
て
き
て
、
上
清
洞
に

出
る
も
の
で
あ
る
。
谷
川
の
傍
の
山
の
西
麓
を
、
谷
川
を
溯
り
な
が
ら
南
に
半
里
上
る
と
、
絡
絲
潭
で
あ

る
。
深
碧
色
で
底
が
見
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
潭
の
両
崖
は
、
石
を
積
み
上
げ
た
よ
う
な
壁
が
多
く
あ
る
。

さ
ら
に
半
里
で
し
て
、
復
た
澗
を
渡
る
。
今
度
は
谷
川
の
傍
の
山
の
東
麓
よ
り
山
に
登
る
。
こ
の
場
所
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は
、
東
は
雲
陽
の
南
峯
で
、
西
は
大
嶺
の
東
嶂
で
あ
る
。
大
嶺
は
そ
の
高
さ
は
雲
陽
に
並
び
、
龍
頭
嶺
は

脊
を
渡
り
過
ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
嶺
は
東
南
で
は
西
嶺
に
尽
き
、
東
北
で
は
麻
葉
洞
に
至
り
、
西

北
で
は
五
鳳
樓
に
対
峙
し
、
西
南
で
は
古
爽
冲
と
な
る
。

大
嶺
の
東
北
か
ら
流
れ
て
く
る
渓
流
が
あ
る
。
こ
れ
は
洪
碧
山
か
ら
の
川
で
あ
る
。
龍
頭
嶺
の
北
か
ら

流
れ
下
る
渓
流
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
嶺
・
雲
陽
で
脊
を
過
ぎ
る
と
こ
ろ
に
発
す
る
川
で
あ
る
。
こ
の
二
水

は
合
流
し
て
さ
ら
に
北
へ
流
れ
て
把
七
［
自
注
１
］

に
出
る
。
龍
頭
嶺
に
発
す
る
川
は
南
北
に
分
か
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
南
に
下
る
流
れ
は
、
東
嶺
塢
を
経
由
し
て
、
秦
人
洞
を
源
と
す
る
川
と
合
流
し
て
、
大
羅

埠
に
出
る
。

さ
ら
に
二
里
進
み
、
尾
根
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
平
地
に
出
た
。
こ
れ
が
東
嶺
塢
で
あ
る
。
盆
地
の
内
側

は
水
田
が
平
に
広
が
り
、
村
落
が
稠
密
で
あ
る
。
こ
こ
の
東
は
雲
陽
山
で
、
西
は
大
嶺
で
あ
る
、
北
は
つ

ま
り
龍
頭
嶺
の
脊
を
過
ぎ
る
と
こ
ろ
で
、
南
は
東
嶺
が
繞
り
囲
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
新
菴
で
泊

私
は
、
こ
の
地
に
至
っ
た
は
じ
め
は
、
平
地
だ
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
更
に
東
嶺
に
下
っ
て

み
た
後
に
は
、
ま
だ
山
々
の
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

盆
地
に
沿
っ
て
東
に
さ
ら
に
一
里
進
み
、
新
菴
に
投
宿
し
た
。

［
自
注
１
］
鋪
の
名
で
あ
る
。

［
一
月
十
六
日
］

《
概
要
》
雲
陽
山
西
南
の
秦
人
洞
探
訪
。
洞
内
の
み
な
ら
ず
、
洞
穴
周
囲
の
立
地
や
自
然
環
境
な
ど
も
あ

わ
せ
て
観
察
・
考
察
し
て
い
る
。
東
嶺
塢
に
泊
。

■
本
文
の
部

十
六
日

東
嶺
塢
内
居
人
段
姓
、
引
。
南
行
一
里
、
登
東
嶺
、
即
從
嶺
上
西
行
。
嶺
頭
多
漩
窩
成
潭
、
如
釜
之
仰
、

釜
底
倶
有
穴
直
下
爲
井
、
或
深
或
淺
、
或
不
見
其
底
、
是
爲
九
十
九
井
。
始
知
是
山
下
皆
石
骨
玲
瓏
、
上

透
一
竅
、
輒
水
搗
成
井
。
竅
之
直
者
、
故
下
墜
無
底
；
竅
之
曲
者
、
故
深
淺
隨
之
。
井
雖
枯
而
無
水
、
然

一
山
而
隨
處
皆
是
、
亦
一
奇
也
。
又
西
一
里
、
望
見
西
南
谷
中
、
四
山
環
繞
、
漩
成
一
大
窩
、
亦
如
仰
釜
、

釜
之
底
有
澗
、
澗
之
東
西
皆
秦
人
洞
也
。
由
灌
莽
中
直
下
二
里
、
至
其
處
。
其
澗
由
西
洞
出
、
由
東
洞
入
、

澗
橫
界
窩
之
中
、
東
西
長
半
里
、
中
流
先
搗
入
一
穴
、
旋
透
穴
中
東
出
、
即
自
石
峽
中
行
。
其
峽
南
北
皆

石
崖
壁
立
、
夾
成
橫
槽
；
水
由
槽
中
抵
東
洞
、
南
向
搗
入
洞
口
。
洞
有
兩
門
、
北
向
、
水
先
分
入
小
門
、

透
峽
下
傾
、
人
不
能
從
。
稍
東
而
南
入
大
門
者
、
從
衆
石
中
漫
流
。
其
勢
較
平
；
第
洞
内
水
匯
成
潭
、
深

浸
洞
之
兩
崖
、
旁
無
餘
隙
可
入
。
循
崖
則
路
斷
、
渉
水
則
底
深
、
惜
無
浮
槎
可
覓
支
磯
片
石
。
惟
小
門
之

水
、
入
峽
後
亦
旁
通
大
洞
、
其
流
可
揭
厲
而
入
。
其
竅
宛
轉
而
披
透
、
其
竅
中
如
軒
楞
別
啓
、
返
矚
搗
入

之
勢
＊1

、
亦
甚
奇
也
。
西
洞
洞
門
東
穹
、
較
東
洞
之
高
峻
少
殺
；
水
由
洞
後
東
向
出
、
水
亦
較
淺
可
揭
。

入
洞
五
六
丈
、
上
嵌
圍
頂
、
四
圍
飛
石
駕
空
、
兩
重
如
庋
懸
閣
、
得
二
丈
梯
而
度
其
上
。
其
下
再
入
、
水

亦
成
潭
、
深
與
東
洞
並
、
不
能
入
矣
。
是
日
導
者
先
至
東
洞
、
以
水
深
難
入
而
返
、
不
知
所
謂
西
洞
也
。

返
五
里
、
飯
於
導
者
家
、
日
已
午
矣
。
其
長
詢
知
洞
水
深
、
曰
：
「
誤
矣
！
此
入
水
洞
、
非
水
所
從
出
者
。
」

復
導
予
行
、
始
抵
西
洞
。
余
幸
兼
收
之
勝
、
豈
憚
往
復
之
煩
。
既
出
西
洞
過
東
洞
、
共
一
里
、
逾
嶺
東
望
、
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見
東
洞
水
所
出
處
；
復
一
里
、
南
抵
塢
下
、
其
水
東
向
湧
出
山
麓
、
亦
如
黄
雩
之
出
石
下
也
。
土
人
環
石

爲
陂
、
壅
爲
巨
潭
以
灌
山
塍
。
從
其
東
、
水
南
流
出
谷
、
路
北
上
逾
嶺
、
共
二
里
始
達
東
嶺
之
上
、
此
由

州
入
塢
之
大
道
也
。
登
嶺
、
循
舊
路
一
里
、
返
宿
導
者
家
。

●
校
勘

＊
１
返
矚
搗
入
之
勢

底
本
は
、
「
搗
返
觀
倒
入
之
勢
」
と
し
、
校
勘
記
で
、
乾
隆
本
等
で
は
「
返
矚
搗
入
之
勢
」
に
作

る
と
指
摘
す
る
に
留
め
る
。
黄
珅
が
乾
隆
本
を
採
用
す
る
の
に
従
い
、
改
め
る
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
六
日

東
嶺
塢
の
内
の
居
人
、
段
姓
、
引
す
。
南
に
行
く
こ
と
一
里
に
し
て
、
東
嶺
を
登
る
。
即
ち
嶺
上
に
從

ひ
て
西
に
行
く
な
り
。

嶺
頭
に
漩
窩
の
潭
を
成
す
多
し
。
釜
の
仰
ぐ
が
如
く
し
て
、
釜
底
に
倶
に
穴
有
り
て
直
ち
に
下
り
て
井

を
な
す
。
或
い
は
深
く
或
い
は
淺
く
、
或
い
は
底
を
見
ず
、
是
れ
九
十
九
井
た
り
。
始
め
て
知
る
、
是
の

山
下
皆
な
石
骨
玲
瓏
と
し
て
、
上
は
一
竅
を
透
し
、
輒
ち
水
搗
き
て
井
を
成
す
。
竅
の
直
な
る
者
は
、
故

よ
り
下
り
墜
ち
て
底
無
し
。
竅
の
曲
れ
る
者
は
、
故
よ
り
深
淺
之
に
隨
ふ
。
井
は
枯
れ
て
水
無
し
と
雖
も
、

然
れ
ど
も
一
山
に
し
て
隨
處
皆
な
是
れ
な
り
。
亦
た
一
奇
な
り
。

又
た
西
に
一
里
に
し
て
、
西
南
の
谷
の
中
を
望
見
す
。
四
山
環
繞
し
、
漩
し
て
一
大
窩
を
成
す
。
亦
た

仰
釜
の
如
し
。
釜
の
底
に
澗
有
り
、
澗
の
東
西
は
皆
に
秦
人
洞
な
り
。
灌
莽
中
よ
り
直
ち
に
下
る
こ
と
二

里
に
し
て
、
其
の
處
に
至
る
。
其
の
澗
は
西
洞
よ
り
出
で
、
東
洞
よ
り
入
る
。
澗
は
窩
の
中
を
横
界
す
る

こ
と
、
東
西
長
さ
半
里
な
り
。
中
流
に
先
に
一
穴
に
搗
入
し
、
旋
し
て
穴
中
を
透
し
て
東
に
出
づ
る
あ
り
。

即
ち
石
峽
中
よ
り
行
く
。

其
の
峽
は
南
北
皆
な
石
崖
壁
立
し
、
夾
み
て
橫
槽
を
成
す
。
水
は
槽
中
よ
り
東
洞
に
抵
り
、
南
に
向
ひ

て
洞
口
に
搗
入
す
。

洞
に
兩
門
有
り
。
北
向
に
し
て
、
水
先
に
分
か
れ
て
小
門
に
入
り
、
峽
を
透
し
て
下
り
傾
く
。
人
從
ふ

能
は
ず
。
稍
々
東
に
し
て
南
に
大
門
に
入
る
者
は
、
衆
石
の
中
に
從
ひ
て
漫
流
す
。
其
の
勢
ひ
較
々
平
ら

か
な
り
。
第
だ
洞
内
は
水
匯
り
て
潭
を
成
し
、
深
く
洞
の
兩
崖
を
浸
し
、
旁
に
餘
隙
の
入
る
べ
き
無
し
。

崖
に
循
は
ん
と
す
れ
ば
則
ち
路
斷
ち
、
水
を
渉
ら
ん
と
す
れ
ば
則
ち
底
深
し
。
惜
し
む
ら
く
は
浮
槎
の
支

磯
片
石
を
覓
む
る
べ
き
無
き
こ
と
を
。
惟
だ
小
門
の
水
は
、
峽
に
入
り
て
後
に
亦
た
大
洞
に
旁
通
す
。
其

の
流
れ
は
厲
を
揭
げ
て
入
る
べ
し
。
其
の
竅
は
宛
轉
と
し
て
透
を
披
く
。
其
の
竅
の
中
は
軒
楞
の
別
に
啓

く
が
如
し
。
返
っ
て
搗
入
の
勢
ひ
を
矚
る
。
亦
た
甚
だ
奇
な
り
。

み

西
洞
の
洞
門
は
東
に
穹
し
、
東
洞
の
高
峻
な
る
に
較
ぶ
れ
ば
少
し
く
殺
ぐ
。
水
は
洞
の
後
よ
り
東
に
向

ひ
て
出
づ
。
水
も
亦
た
較
ぶ
る
に
淺
く
揭
ぐ
べ
し
。
洞
に
入
る
こ
と
五
六
丈
に
し
て
、
上
は
圍
頂
を
嵌
め
、

四
圍
は
飛
石
空
に
駕
す
。
兩
重
の
庋
懸
閣
の
如
き
あ
り
。
二
丈
の
梯
を
得
て
其
の
上
に
度
る
。
其
の
下
に

再
び
入
る
。
水
亦
た
潭
を
成
す
、
深
き
こ
と
東
洞
と
並
ぶ
。
入
る
能
わ
ず
。

是
の
日
、
導
者
先
に
東
洞
に
至
り
、
水
の
深
く
し
て
入
り
難
き
を
以
て
返
る
。
所
謂
る
西
洞
を
知
ら
ざ

る
な
り
。
返
る
こ
と
五
里
に
し
て
、
導
者
の
家
に
飯
す
。
日
已
に
午
な
り
。
其
の
長
ふ
詢
ふ
、
「
洞
の
水

深
を
知
る
か
」
と
。
曰
く
「
誤
れ
り
。
此
れ
入
水
の
洞
に
し
て
、
水
の
從
り
て
出
づ
る
所
の
者
に
非
ざ
る

な
り
」
と
。
復
た
予
を
導
び
き
て
行
き
、
始
め
て
西
洞
に
抵
る
。
余
幸
ひ
に
之
の
勝
を
兼
收
す
れ
ば
、
豈
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に
往
復
の
煩
を
憚
ら
ん
や
。

既
に
西
洞
を
出
で
て
東
洞
を
過
ぐ
。
共
に
一
里
に
し
て
、
嶺
を
踰
え
て
登
り
て
東
に
望
む
。
東
洞
の
水

の
出
づ
る
所
の
處
を
見
る
。
復
た
一
里
に
し
て
、
南
の
か
た
塢
下
に
抵
る
。
其
の
水
の
東
に
向
ひ
て
山
麓

よ
り
湧
出
す
る
こ
と
、
亦
た
黄
雩
の
石
下
よ
り
出
づ
る
が
如
き
な
り
。
土
人
石
を
環
し
て
陂
を
為
り
、
壅

ぎ
て
潭
と
な
し
、
以
て
山
塍
に
灌
す
。
其
の
東
よ
り
、
水
の
南
に
流
れ
て
谷
に
出
づ
る
あ
り
。
路
は
北
の

か
た
上
り
て
嶺
を
踰
え
、
共
に
二
里
に
し
て
始
め
て
東
嶺
の
上
に
達
す
。
此
れ
州
よ
り
塢
に
入
る
の
大
道

な
り
。
嶺
に
登
り
、
舊
路
に
循
ふ
こ
と
一
里
に
し
て
、
返
り
て
導
者
の
家
に
宿
す
。

●
語
注

○
九
十
九
井

ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
。
甌
穴
。
河
底
や
河
岸
の
硬
い
岩
面
に
で
き
る
、
た
く
さ
ん
の
大
き
な
円

形
の
穴
。
河
床
の
割
れ
目
が
浸
食
さ
れ
、
渦
流
に
よ
り
、
小
石
が
く
ぼ
み
の
中
を
転
が
っ
て
円
形
の
穴
を

拡
大
さ
せ
る
も
の
。
福
建
省
の
九
鯉
湖
が
有
名
。
譚
民
政
（
四
五
～
四
六
頁
）
に
記
事
と
写
真
が
あ
る
。

○
秦
人
洞

譚
民
政
（
東
洞
口
、
四
三
頁
）
・
任
国
瑞
（
西
洞
口
、
一
七
頁
）
。

○
庋
懸
閣

庋
は
、
棚
。
庋
閣
で
食
器
棚
。
黄
珅
・
任
国
瑞
と
も
「
楼
閣
」
と
す
る
が
、
食
器
棚
か
？

○
得
二
丈
梯

任
国
瑞
は
「
二
丈
の
梯
子
が
あ
っ
た
な
ら
」
と
仮
定
で
訳
す
。

○
知
洞
水
深

黄
珅
・
任
国
瑞
と
も
「
後
に
知
る
こ
と
に
な
る
洞
穴
の
水
深
」
と
訳
す
。
一
応
、
訓
訳
の

よ
う
に
解
し
た
。

○
山
塍

塍
は
耕
地
の
あ
ぜ
道
。
山
上
の
田
地
。

●
口
語
訳

［
十
六
日
］

●
東
嶺
塢
を
出
発

東
嶺
塢
の
住
人
で
段
姓
の
者
が
、
私
た
ち
を
引
導
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
南
に
行
く
こ
と
一
里

で
、
東
嶺
を
登
る
。
す
な
わ
ち
嶺
の
上
沿
い
に
西
に
行
く
の
で
あ
る
。

●
九
十
九
井
：
甌
穴

嶺
の
頭
の
と
こ
ろ
に
、
水
流
が
回
旋
し
て
甌
穴
（
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
）
の
で
き
た
川
が
多
く
あ
る
。
そ
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
、
仰
向
け
に
し
た
釜
の
よ
う
で
、
釜
底
が
穴
を
形
成
し
て
そ
の
底
に
水
が
溜
ま
る
。
あ

る
も
の
は
深
く
、
あ
る
も
の
は
浅
く
、
ま
た
あ
る
も
の
は
底
が
無
い
。
こ
れ
が
九
十
九
井
で
あ
る
。
始
め

て
知
っ
た
、
こ
の
山
の
麓
は
み
な
玉
石
の
よ
う
な
岩
石
で
で
き
て
い
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
岩
は
、
上
部

に
穴
を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
水
が
打
ち
付
け
て
甌
穴
を
形
成
す
る
。
比
較
的
真
っ
直
ぐ
な
穴
の
場
合
は
、

水
が
下
り
墜
ち
て
い
て
底
が
無
い
ほ
ど
深
い
。
湾
曲
し
た
穴
の
場
合
は
、
勢
い
に
よ
っ
て
深
か
っ
た
り
浅

か
っ
た
り
し
て
い
る
。
今
は
甌
穴
は
枯
れ
て
お
り
水
が
無
い
が
、
全
山
ど
こ
も
が
こ
う
い
っ
た
景
観
を
な

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
一
大
奇
景
と
い
え
よ
う
。

《

》
秦
人
洞
探
訪

10さ
ら
に
ま
た
西
に
一
里
進
み
、
西
南
の
方
角
の
山
谷
の
中
を
望
見
す
る
。
谷
は
四
方
を
群
山
が
取
り
囲

み
、
グ
ル
ッ
と
繞
っ
て
巨
大
な
オ
ー
プ
ン
型
の
穴
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
仰
向
け
に
し
た
釜
の

よ
う
で
あ
る
。
釜
の
底
に
澗
水
が
流
れ
て
い
る
。
澗
水
の
東
西
辺
は
い
ず
れ
も
秦
人
洞
で
あ
る
。
生
い
茂

る
灌
木
の
中
を
真
っ
直
ぐ
に
二
里
下
り
、
く
だ
ん
の
場
所
に
至
る
。
そ
の
澗
水
は
秦
人
洞
の
西
洞
か
ら
出

て
、
東
洞
か
ら
洞
に
入
る
。
澗
水
は
窩
の
中
を
横
切
る
こ
と
、
東
西
に
長
さ
半
里
で
あ
る
。
そ
の
中
程
に

は
流
れ
が
一
穴
に
流
れ
込
む
の
が
あ
り
、
中
で
繞
っ
て
穴
を
通
っ
て
東
へ
出
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
そ



- 29 -

の
ま
ま
石
の
峡
谷
の
中
を
流
れ
る
。

そ
の
峡
谷
は
、
南
側
と
北
側
と
ど
ち
ら
も
石
の
崖
が
壁
の
よ
う
に
切
り
立
ち
、
南
北
か
ら
夾
ん
で
横
に

長
い
飼
い
葉
桶
の
形
を
形
成
し
て
い
る
。
水
は
飼
い
葉
桶
の
中
を
流
れ
て
、
東
洞
に
至
る
と
、
南
に
向
き

を
変
え
て
洞
口
に
突
入
す
る
。

洞
は
二
門
あ
る
。
北
向
き
で
、
川
の
水
が
先
で
分
か
れ
て
小
さ
い
門
に
入
流
入
し
、
峡
谷
を
通
過
し
て

傾
き
下
っ
て
行
く
。
（
流
れ
が
早
い
の
で
）
人
が
そ
の
ル
ー
ト
を
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
や
や
東
側
に

南
に
向
か
っ
て
大
門
に
入
る
流
れ
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
河
底
に
石
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
流
れ
が
や
や
緩

や
か
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
洞
内
は
水
が
集
ま
っ
て
潭
を
形
成
し
て
お
り
、
洞
の
両
崖
を
深
く
浸
し
て
お

り
、
洞
口
と
の
間
に
身
を
入
れ
込
む
隙
間
も
無
い
。
崖
に
そ
っ
て
下
ろ
う
と
す
る
と
路
が
無
く
な
り
、
水

に
入
っ
て
行
こ
う
と
す
れ
ば
、
底
が
深
く
足
が
届
か
な
い
。
張
騫
が
天
の
川
を
渡
り
支
磯
片
石
を
求
め
た

と
き
に
乗
っ
た
と
い
う
浮
槎
（
い
か
だ
）
が
無
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
た
だ
小
さ
い
門
か
ら
入
っ
た
水
は
、

峡
谷
に
入
っ
た
後
に
ま
た
亦
た
大
洞
に
も
旁
通
し
て
い
る
。
そ
の
流
れ
も
な
ん
と
か
衣
服
を
着
け
た
ま
ま

入
れ
る
よ
う
だ
。
こ
こ
の
穴
は
曲
が
っ
て
い
て
流
れ
を
披
い
て
い
る
。
そ
の
穴
の
中
に
、
さ
ら
に
窓
の
よ

う
な
穴
が
啓
い
て
い
る
。
振
り
返
っ
て
、
水
が
突
入
し
て
い
る
形
勢
を
観
察
す
る
。
こ
れ
も
ま
た
甚
だ
奇

勝
で
あ
る
。

西
洞
を
出
で
て
、
東
洞
の
前
を
通
過
す
る
。
あ
わ
せ
て
一
里
で
、
嶺
を
越
え
て
東
を
眺
め
る
。
東
洞
の

水
の
が
出
て
く
る
場
所
が
見
え
る
。
さ
ら
に
復
た
一
里
進
み
、
南
の
方
へ
向
か
っ
て
塢
の
下
に
至
る
。
東

洞
の
水
が
、
東
に
向
か
っ
て
山
麓
か
ら
湧
出
し
て
い
る
さ
ま
は
、
黄
雩
江
が
石
下
か
ら
出
て
い
る
の
と
似

て
い
る
。
土
地
の
人
々
が
石
を
廻
ら
せ
て
堤
防
を
造
り
、
水
を
溜
め
て
た
め
池
と
し
、
山
の
水
田
を
灌
漑

し
て
い
る
。
そ
の
池
の
東
か
ら
、
南
に
流
れ
て
谷
に
出
て
い
る
小
川
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
の
路
は
北
の
方

へ
上
っ
て
嶺
を
越
え
、
さ
ら
に
二
里
で
始
め
て
東
嶺
の
上
に
達
す
る
。
こ
の
道
は
、
茶
陵
州
か
ら
こ
の
盆

地
に
入
る
大
道
で
あ
る
。

●
東
嶺
塢
の
導
者
の
家
に
泊
ま
る

嶺
に
上
が
り
、
往
路
を
引
き
返
す
こ
と
一
里
で
、
導
者
の
家
に
帰
り
着
き
、
こ
こ
に
宿
泊
す
る
。

［
一
月
十
七
日
］

＊
長
文
な
の
で
、
二
つ
に
分
け
る
。

〈
そ
の
一
〉

《
概
要
》
上
清
洞
探
訪
。
入
洞
を
試
み
る
も
、
洞
口
の
狭
さ
、
水
の
冷
た
さ
な
ど
で
断
念
。

■
本
文
の
部

十
七
日

晨
餐
後
、
仍
由
新
菴
北
下
龍
頭
嶺
、
共
五
里
、
由
舊
路
至
絡
絲
潭
下
。
先
是
、
余
按
《
志
》
有
「
秦
人

三
洞
、
而
上
洞
惟
石
門
不
可
入
」
之
文
、
余
既
以
誤
導
兼
得
兩
洞
、
無
從
覓
所
謂
上
洞
者
。
土
人
曰
：
「
絡

絲
潭
北
有
上
清
潭
、
其
門
甚
隘
、
水
由
中
出
、
人
不
能
入
、
入
即
有
奇
勝
。
此
洞
與
麻
葉
洞
倶
神
龍
蟄
處
、

非
惟
難
入
、
亦
不
敢
入
也
。
」
余
聞
之
、
益
喜
甚
。
既
過
絡
絲
潭
、
不
渡
澗
、
即
傍
西
麓
下
。
〔
蓋
渡
澗

爲
東
麓
、
雲
陽
之
西
也
、
棗
核
故
道
；
不
渡
澗
爲
西
麓
、
大
嶺
・
洪
碧
之
東
也
、
出
把
七
道
。
北
〕
半
里
、

遇
樵
者
、
引
至
上
清
潭
。
其
洞
即
在
路
之
下
・
澗
之
上
、
門
東
向
、
夾
如
合
掌
。
水
由
洞
出
、
有
二
派
：
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自
洞
後
者
、
匯
而
不
流
；
由
洞
左
者
、
〔
乃
洞
南
旁
竇
、
〕
其
出
甚
急
。
既
逾
洞
左
急
流
、
即
當
伏
水
而

入
。
導
者
止
供
炬
爇
火
、
無
肯
爲
前
驅
者
。
余
乃
解
衣
伏
水
、
蛇
行
以
進
。
石
隙
既
低
而
復
隘
、
且
水
沒

其
大
半
、
必
身
伏
水
中
、
手
擎
火
炬
、
平
出
水
上
、
乃
得
入
。
西
入
二
丈
、
隙
始
高
裂
丈
餘
、
南
北
橫
裂

者
亦
三
丈
餘
、
然
倶
無
入
處
。
惟
直
西
一
竇
、
闊
尺
五
、
高
二
尺
、
而
水
沒
其
中
者
亦
尺
五
、
隙
之
餘
水

面
者
、
五
寸
而
已
。
計
匍
匐
水
中
、
必
口
鼻
倶
濡
水
、
且
以
炬
探
之
、
貼
隙
頂
而
入
、
猶
半
爲
水
漬
。
時

顧
僕
守
衣
外
洞
、
若
泅
水
入
、
誰
爲
遞
炬
者
？
身
可
由
水
、
炬
豈
能
由
水
耶
？
況
秦
人
洞
水
、
余
亦
曾
沒

膝
浸
服
、
倶
温
然
不
覺
其
寒
、
而
此
洞
水
寒
、
與
谿
澗
無
異
。
而
洞
當
風
口
、
颼
飀
彌
甚
。
風
與
水
交
逼
、

而
火
復
爲
阻
、
遂
舍
之
出
。
出
洞
、
披
衣
猶
覺
周
身
起
粟
、
乃
爇
火
洞
門
。
久
之
、
復
循
西
麓
隨
水
北
行
、

已
在
棗
核
嶺
之
西
矣
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
七
日

晨
餐
の
後
、
仍
っ
て
新
菴
よ
り
北
へ
龍
頭
嶺
を
下
る
。
共
に
五
里
に
し
て
、
舊
路
に
よ
り
て
絡
絲
潭
の

下
に
至
る
。

是
れ
よ
り
先
、
余
《
志
》
を
按
ず
る
に
、
「
秦
人
三
洞
、
上
洞
は
惟
だ
石
門
に
し
て
入
る
べ
か
ら
ず
」

の
文
有
り
。
余
既
に
誤
導
さ
る
る
を
以
て
兩
洞
を
兼
ね
得
た
り
。
謂
ふ
所
の
上
洞
な
る
者
を
覓
む
る
に
從

る
無
し
。
土
人
曰
く
「
絡
絲
潭
の
北
に
上
清
潭
有
り
。
其
の
門
は
甚
だ
隘
く
、
水
は
中
よ
り
出
づ
る
も
、

人
は
入
る
能
わ
ず
、
入
れ
ば
即
ち
奇
勝
有
り
。
此
の
洞
と
麻
葉
洞
と
は
倶
に
神
龍
の
蟄
す
る
處
な
り
。
惟

に
入
り
難
き
の
み
に
非
ず
、
亦
た
敢
へ
て
入
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
余
之
を
聞
き
、
益
々
喜
ぶ
こ
と
甚
し
。

既
に
絡
絲
潭
を
過
ぎ
、
澗
を
渡
ら
ず
。
即
ち
西
麓
に
傍
し
て
下
る
。
蓋
し
澗
を
渡
れ
ば
東
麓
た
り
。
雲

陽
の
西
な
り
、
棗
核
の
故
道
な
り
、
澗
を
渡
ら
ざ
れ
ば
西
麓
た
り
。
大
嶺
・
洪
碧
の
東
な
り
、
把
七
に
出

づ
る
の
道
な
り
。

北
に
半
里
に
し
て
、
樵
者
に
遇
ふ
。
引
き
て
上
清
潭
に
至
ら
し
む
。

其
の
洞
は
即
ち
路
の
下
、
澗
の
上
に
在
り
。
門
は
東
に
向
き
、
夾
し
て
掌
を
合
す
る
が
如
し
。
水
は
洞

よ
り
出
づ
。
二
派
有
り
。
洞
の
後
ろ
よ
り
す
る
者
は
、
匯
し
て
流
れ
ず
。
洞
の
左
よ
り
す
る
者
は
、
乃
ち

洞
の
南
の
旁
竇
に
し
て
、
其
の
出
づ
る
こ
と
甚
だ
急
な
り
。
既
に
洞
左
の
急
流
を
踰
ゆ
れ
ば
、
即
ち
當
に

水
に
伏
し
て
入
る
べ
し
。
導
者
は
炬
を
供
し
火
を
爇
す
に
止
ま
り
、
肯
へ
て
前
驅
を
な
す
者
無
し
。
余
乃

も
や

ち
衣
を
解
き
て
水
に
伏
し
、
蛇
行
し
て
以
て
進
む
。
石
隙
は
既
に
低
く
し
て
復
た
隘
く
、
且
つ
水
其
の
大

半
を
没
す
。
必
ず
身
水
中
に
伏
し
、
手
に
火
炬
を
擎
げ
、
水
上
に
平
出
し
て
、
乃
ち
入
る
を
得
。
西
に
入

さ
さ

る
こ
と
二
丈
に
し
て
、
隙
始
め
て
高
く
裂
く
る
こ
と
丈
餘
な
り
、
南
北
に
橫
裂
す
る
者
も
亦
た
三
丈
餘
な

り
。
然
れ
ど
も
倶
に
入
る
處
無
し
。
惟
だ
直
西
の
一
竇
は
、
闊
さ
尺
五
、
高
さ
二
尺
な
り
。
而
し
て
水
の

其
の
中
に
沒
す
る
者
も
亦
た
尺
五
あ
り
。
隙
の
水
面
に
餘
す
る
者
も
、
五
寸
の
み
。
計
る
に
、
水
中
を
匍

匐
す
れ
ば
、
必
ず
口
鼻
倶
に
水
に
濡
れ
ん
。
且
つ
炬
を
以
て
之
を
探
ら
ん
と
す
れ
ば
、
隙
の
頂
に
貼
し
て

入
る
べ
し
。
猶
ほ
半
ば
は
水
に
漬
る
と
な
す
。
時
に
顧
僕
は
衣
を
外
洞
に
守
る
、
若
し
水
を
泅
ぎ
て
入
ら

お
よ

ば
、
誰
か
炬
を
遞
ふ
る
を
な
す
者
ぞ
や
。
身
は
水
に
よ
る
べ
き
も
、
炬
は
豈
に
能
く
水
に
よ
ら
ん
や
。
況

つ
た

ん
や
秦
人
洞
の
水
、
余
亦
た
曾
て
膝
を
沒
し
服
を
浸
す
に
、
倶
に
温
然
と
し
て
其
の
寒
き
を
覺
え
ず
。
而

し
て
此
の
洞
の
水
は
寒
く
、
谿
澗
と
異
な
る
無
し
。
而
し
て
洞
は
風
口
に
當
た
り
て
、
颼
飀
彌
々
甚
し
。

風
と
水
と
交
々
逼
り
、
而
し
て
火
も
復
た
阻
を
為
す
。
遂
に
之
を
舍
て
て
出
づ
。
洞
を
出
で
衣
を
披
け
ば
、

ひ
ら

猶
ほ
周
身
粟
の
起
る
を
覺
ゆ
。
乃
ち
火
を
洞
門
に
爇
く
。
之
を
久
し
く
し
て
、
復
た
西
麓
に
循
ひ
て
水
に
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隨
ひ
て
北
に
行
く
。
已
に
棗
核
嶺
の
西
に
在
り
。

●
語
注

○
志

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
三
長
沙
府
山
川
に
「
〔
秦
人
三
洞
〕
在
茶
陵
縣
南
三
十
里
。
上
洞
有
石
門
、

不
可
入
。
但
時
聞
有
鐘
磬
聲
。
世
傳
秦
人
曽
遯
迹
于
此
」
と
あ
る
。

○
益
喜
甚

土
地
の
人
が
、
ふ
た
つ
の
洞
を
神
龍
が
い
ま
す
と
こ
ろ
だ
か
ら
入
る
の
は
タ
ブ
ー
だ
、
と
言

う
の
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
人
が
避
け
て
い
る
と
こ
ろ
こ
そ
、
未
探
索
で
あ
っ
て
、
自
分
が
入
洞
し
て
調

べ
る
に
値
す
る
も
の
だ
、
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
上
清
潭

こ
こ
に
あ
る
洞
穴
が
上
清
洞
。

○
遞

逓
に
同
じ
。
ツ
タ-

フ
。
伝
え
る
。

○
颼
飀

風
の
音
。
オ
ノ
マ
ト
ペ
。

○
周
身

全
身
。

○
起
粟

粟
は
鳥
肌
。
起
粟
で
、
鳥
肌
が
立
つ
。

●
口
語
訳

［
十
七
日
］

《

》
上
清
潭
・
麻
葉
洞
探
訪
へ

11朝
食
の
後
、
新
菴
か
ら
北
へ
龍
頭
嶺
を
下
る
。
五
里
で
、
以
前
通
っ
た
道
を
た
ど
っ
て
絡
絲
潭
の
下
に

至
る
。

以
前
、《
志
》
に
は
「
秦
人
三
洞
、
上
洞
は
惟
だ
石
門
が
あ
る
だ
け
で
入
れ
な
い
」
と
あ
っ
た
。
私
は
、

昨
日
誤
導
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ふ
た
つ
の
洞
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
い
う
上
洞
に

つ
い
て
は
、
ど
う
や
っ
て
訪
ね
た
ら
よ
い
の
か
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
土
地
の
人
は
「
絡
絲
潭
の
北
に
上

清
潭
が
あ
る
。
そ
の
門
は
甚
だ
隘
く
、
水
が
中
か
ら
出
て
い
る
が
、
人
は
入
れ
な
い
。
入
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
奇
勝
が
あ
る
は
ず
だ
。
こ
の
上
清
洞
と
麻
葉
洞
と
は
、
ど
ち
ら
も
神
龍
が
い
ま
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
だ
入
り
に
く
い
と
い
う
の
で
は
な
い
、
決
し
て
入
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
だ
」
と
。
私
は
こ
の
話
を
聞

い
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
っ
た
。

絡
絲
潭
を
過
ぎ
る
が
、
澗
を
渡
ら
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
山
の
西
麓
沿
い
に
下
る
。
思
う
に
、
澗
を
渡
れ

ば
山
の
東
麓
で
あ
る
。
そ
こ
は
雲
陽
山
の
西
で
あ
り
、
棗
核
嶺
へ
向
か
う
以
前
通
っ
た
道
で
あ
る
。
澗
を

渡
ら
な
い
で
い
れ
ば
山
の
西
麓
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
大
嶺
・
洪
碧
の
東
で
あ
り
、
把
七
に
出
る
道
で
あ
る
。

北
に
半
里
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
樵
者
に
遇
う
。
彼
に
案
内
を
依
頼
し
て
、
上
清
潭
に
至
る
。

《

》
上
清
潭
探
訪

12こ
の
洞
は
、
路
の
下
、
澗
の
上
に
位
置
し
て
い
る
。
洞
門
は
東
に
向
き
、
掌
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
両
門

が
覆
い
被
さ
っ
て
い
る
。
小
川
が
洞
か
ら
流
れ
出
し
て
い
る
。
二
筋
あ
る
。
洞
の
後
ろ
か
ら
出
て
い
る
も

の
は
、
そ
こ
に
わ
だ
か
ま
っ
て
池
を
な
し
、
流
れ
出
し
て
い
な
い
。
洞
の
左
か
ら
出
て
い
る
も
の
は
、
洞

の
南
の
支
洞
を
な
し
て
い
て
、
そ
の
流
れ
は
甚
だ
急
で
あ
る
。
洞
の
左
の
急
流
を
越
え
、
す
ぐ
に
水
中
に

潜
っ
て
入
洞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

案
内
人
は
、
松
明
を
提
供
し
、
火
を
つ
け
て
く
れ
た
が
、
そ
こ
ま
で
で
、
先
に
立
っ
て
入
洞
し
案
内
す

る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
や
っ
て
く
れ
な
い
。
そ
こ
で
私
は
衣
を
脱
い
て
水
中
に
入
り
、
蛇
の
よ
う
に
身

を
く
ね
ら
せ
て
進
ん
だ
。
し
か
し
、
洞
の
入
口
の
隙
間
は
低
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
狭
く
、
加
え
て
入
口
の

大
半
は
水
に
浸
か
っ
て
い
る
。
体
全
体
を
水
中
に
潜
め
、
手
に
持
っ
た
火
炬
を
水
上
に
出
し
て
、
そ
こ
で
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初
め
て
入
洞
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。
西
に
二
丈
ほ
ど
入
る
と
、
入
口
の
隙
間
が
よ
う
や
く
高
さ
一
丈

あ
ま
り
に
広
が
っ
て
き
た
。
南
北
に
も
三
丈
ば
か
り
橫
裂
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
身
体

を
入
れ
込
む
隙
間
は
な
い
。

真
西
の
支
洞
は
、
横
に
一
尺
五
寸
、
縦
に
二
尺
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
縦
の
う
ち
一
尺
五
寸
あ
ま
り

が
水
中
に
没
し
て
お
り
、
水
面
よ
り
上
は
五
寸
の
み
し
か
な
い
。
こ
こ
で
考
え
て
み
る
に
、
水
中
を
匍
匐

し
て
進
め
ば
、
き
っ
と
口
と
鼻
が
両
方
と
も
水
に
濡
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
か
つ
松
明
を
用
い
て
洞
穴
を

探
索
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
水
面
と
の
隙
間
ぎ
り
ぎ
り
を
洞
頂
を
こ
す
る
よ
う
に
し
て
持
ち
込
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
松
明
の
半
ば
は
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、
顧
僕
は
洞
の
外
で

荷
物
の
番
を
し
て
い
た
。
も
し
私
自
身
が
水
に
入
っ
て
泳
い
で
い
く
な
ら
ば
、
誰
が
松
明
を
私
に
渡
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
い
や
渡
し
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
。
自
分
の
体
は
水
を
く
ぐ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

松
明
は
ど
う
し
て
水
を
く
ぐ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
い
や
、
で
き
は
し
な
い
。
ま
し
て
、
秦
人
洞
で
は
、

私
は
膝
ま
で
漬
か
り
服
も
濡
れ
た
が
、
水
が
わ
り
あ
い
と
暖
か
だ
っ
た
の
で
寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
だ
が
、
こ
の
上
清
洞
の
水
は
渓
流
の
水
と
か
わ
ら
な
い
冷
た
さ
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
洞
は
風
の
出

入
り
口
と
な
っ
て
お
り
、
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
、
び
ゅ
う
び
ゅ
う
と
し
た
風
が
激
し
く
吹
き
付
け
て
い
る
。
風

と
水
と
が
代
わ
る
代
わ
る
迫
っ
て
き
て
い
て
、
し
か
も
松
明
の
問
題
も
阻
害
要
因
と
な
っ
た
。
つ
い
に
入

洞
を
あ
き
ら
め
て
、
引
き
返
し
、
洞
を
出
る
こ
と
に
し
た
。

洞
を
出
で
衣
を
開
い
て
み
る
と
、
寒
さ
冷
た
さ
の
た
め
に
、
全
身
に
鳥
肌
が
立
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
洞

門
で
火
を
起
こ
し
体
を
暖
め
た
。
し
ば
ら
く
し
て
（
体
も
暖
ま
っ
た
の
で
）
、
再
び
山
の
西
の
麓
に
沿
っ

て
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
北
に
進
む
。
こ
こ
は
も
う
す
で
に
、
棗
核
嶺
の
西
で
あ
る
。

〈
そ
の
二
〉

《
概
要
》
麻
葉
洞
探
訪
。
神
怪
が
棲
む
と
し
て
入
洞
を
止
め
る
村
人
を
振
り
払
っ
て
探
索
。
洞
な
ど
の
自

然
に
神
秘
的
な
力
を
感
じ
る
人
々
と
は
一
線
を
画
し
、
自
然
を
あ
く
ま
で
も
自
然
と
し
て
捉
え
る
徐
霞
客

ら
し
さ
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
洞
を
出
て
、
西
北
へ
陸
行
し
、
黄
石
鋪
に
泊
。

■
本
文
の
部

去
上
清
三
里
、
得
麻
葉
洞
。
洞
在
麻
葉
灣
、
西
爲
大
嶺
、
南
爲
洪
碧
、
東
爲
雲
陽
・
棗
核
之
支
、
北
則

棗
核
西
垂
。
大
嶺
東
轉
、
束
澗
下
流
、
夾
峙
如
門
、
而
當
門
一
峯
、
聳
石
屼
突
、
爲
將
軍
嶺
；
澗
搗
其
西
、

而
棗
核
之
支
、
西
至
此
盡
。
澗
西
有
石
崖
南
向
、
環
如
展
翅
、
東
瞰
澗
中
、
而
大
嶺
之
支
、
亦
東
至
此
盡
。

廻
崖
之
下
、
亦
開
一
隙
、
淺
不
能
入
。
崖
前
有
小
溪
、
自
西
而
東
、
經
崖
前
入
於
大
澗
。
循
小
溪
至
崖
之

西
脅
亂
石
間
、
水
窮
於
下
、
竅
啓
於
上
、
即
麻
葉
洞
也
。
洞
口
南
向
、
大
僅
如
斗
、
在
石
隙
中
轉
折
數
級

而
下
。
初
覓
炬
倩
導
、
亦
倶
以
炬
應
、
而
無
敢
導
者
。
曰
：
「
此
中
有
神
龍
。
」
或
曰
：
「
此
中
有
精
怪
。

非
有
法
術
者
、
不
能
攝
服
。
」
最
後
以
重
資
覓
一
人
、
將
脱
衣
入
、
問
余
乃
儒
者
、
非
羽
士
、
復
驚
而
出

曰
：
「
予
以
爲
大
師
、
故
欲
隨
入
；
若
讀
書
人
、
余
豈
能
以
身
殉
耶
？
」
余
乃
過
前
村
、
寄
行
李
於
其
家
、

與
顧
僕
各
持
束
炬
入
。
時
村
民
之
隨
至
洞
口
數
十
人
、
樵
者
腰
鐮
、
耕
者
荷
鋤
、
婦
之
炊
者
停
爨
、
織
者

投
杼
、
童
子
之
牧
者
、
行
人
之
負
載
者
、
接
踵
而
至
、
皆
莫
能
從
。

余
兩
人
乃
以
足
先
入
、
歴
級
轉
竇
、
遞
炬
而
下
、
數
轉
至
洞
底
。
洞
稍
寬
、
可
以
側
身
矯
首
、
乃
始
以

炬
前
向
。
其
東
西
裂
隙
、
倶
無
入
處
、
直
北
有
穴
、
低
僅
一
尺
、
闊
亦
如
之
、
然
其
下
甚
燥
而
平
。
乃
先

以
炬
入
、
後
蛇
伏
以
進
、
背
磨
腰
貼
、
以
身
後
聳
、
乃
度
此
内
洞
之
〔
第
〕
一
關
。
其
内
裂
隙
既
高
、
東

西
亦
橫
亙
、
然
亦
無
入
處
。
又
度
第
二
關
、
其
隘
與
低
與
前
一
轍
、
進
法
亦
如
之
。
既
入
、
内
層
亦
橫
裂
、
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其
西
南
裂
者
不
甚
深
。
其
東
北
裂
者
、
上
一
石
坳
、
忽
又
縱
裂
而
起
、
上
穹
下
狹
、
高
不
見
頂
、
至
此
石

幻
異
形
、
膚
理
頓
換
、
片
竅
倶
靈
。
其
西
北
之
峽
、
漸
入
漸
束
、
内
夾
一
縫
、
不
能
容
炬
。
轉
從
東
南
之

峽
、
仍
下
一
坳
、
其
底
砂
石
平
鋪
、
如
澗
底
潔
溜
、
第
乾
燥
無
水
、
不
特
免
揭
厲
、
且
免
沾
污
也
。
峽
之

東
南
盡
處
、
亂
石
轟
駕
、
若
樓
臺
層
疊
、
由
其
隙
皆
可
攀
躋
而
上
。
其
上
石
竇
一
縷
、
直
透
洞
頂
、
光
由

隙
中
下
射
、
若
明
星
鉤
月
、
可
望
而
不
可
摘
也
。
層
石
之
下
、
澗
底
南
通
、
覆
石
低
壓
、
高
僅
尺
許
；
此

必
前
通
洞
外
、
澗
所
從
入
者
、
第
不
知
昔
何
以
湧
流
、
今
何
以
枯
洞
也
、
不
可
解
矣
。
由
層
石
下
北
循
澗

底
入
、
其
隘
甚
低
、
與
外
二
關
相
似
。
稍
從
其
西
攀
上
一
石
隙
、
北
轉
而
東
、
若
度
鞍
歴
嶠
。
兩
壁
石
質

石
色
、
光
瑩
欲
滴
、
垂
柱
倒
蓮
、
紋
若
鏤
雕
、
形
欲
飛
舞
。
東
下
一
級
、
復
値
澗
底
、
已
轉
入
隘
關
之
内

矣
。
於
是
闢
成
一
衖
、
闊
有
二
丈
、
高
有
丈
五
、
覆
石
平
如
布
幄
、
澗
底
坦
若
周
行
。
北
馳
半
里
、
下
有

一
石
、
庋
出
如
榻
楞
邊
勻
整
；
其
上
則
蓮
花
下
垂
、
連
絡
成
幃
、
結
成
寶
蓋
、
四
圍
垂
幔
、
大
與
榻
並
、

中
圓
透
盤
空
、
上
穹
爲
頂
；
其
後
西
壁
、
玉
柱
圓
豎
、
或
大
或
小
、
不
一
其
形
、
而
色
皆
瑩
白
、
紋
皆
刻

鏤
：
此
衖
中
第
一
奇
也
。
又
直
北
半
里
、
洞
分
上
下
兩
層
、
澗
底
由
東
北
去
、
上
洞
由
西
北
登
。
時
余
所

賫
火
炬
已
去
其
七
、
恐
歸
途
莫
辨
、
乃
由
前
道
數
轉
而
穿
二
隘
關
、
抵
透
光
處
、
炬
恰
盡
矣
。
穿
竅
而
出
、

恍
若
脱
胎
易
世
。

洞
外
守
視
者
、
又
增
數
十
人
、
見
余
輩
皆
頂
額
、
稱
異
、
以
爲
大
法
術
人
。
且
云
：
「
前
久
候
以
爲
必

墮
異
吻
、
故
余
輩
欲
入
不
敢
、
欲
去
不
能
。
茲
安
然
無
恙
、
非
神
靈
攝
服
、
安
能
得
此
！
」
余
各
謝
之
、

曰
：
「
吾
守
吾
常
、
吾
探
吾
勝
耳
、
煩
諸
君
久
佇
、
何
以
致
之
！
」
然
其
洞
但
入
處
多
隘
、
其
中
潔
淨
乾

燥
、
余
所
見
洞
、
倶
莫
能
及
、
不
知
土
人
何
以
畏
入
乃
爾
！
乃
取
行
囊
於
前
村
、
從
將
軍
嶺
出
、
隨
澗
北

行
。
十
餘
里
、
抵
大
道
。
其
處
東
向
把
七
尚
七
里
、
西
向
還
麻
止
三
里
、
余
初
欲
從
把
七
附
舟
西
行
、
至

是
反
溯
流
逆
上
、
既
非
所
欲
、
又
恐
把
七
一
時
無
舟
、
天
色
已
霽
、
遂
從
陸
路
西
向
還
麻
。
時
日
已
下
舂
、

尚
未
飯
、
索
酒
市
中
。
又
西
十
里
、
宿
於
黄
（
石
）
鋪
、
去
茶
陵
西
已
四
十
里
矣
。
是
晩
碧
天
如
洗
、
月

白
霜
淒
、
亦
旅
中
異
境
、
竟
以
行
倦
而
臥
。

黄
石
輔
之
南
、
即
大
嶺
北
峙
之
峯
、
其
石
嶙
峋
插
空
、
西
南
一
峯
尤
甚
、
名
五
鳳
樓
、〔
去
十
里
而
近
、

即
安
仁
道
。
〕
余
以
早
臥
不
及
詢
、
明
日
登
途
、
知
之
已
無
及
矣
。

〔
黄
石
西
北
三
十
里
爲
高
暑
山
、
又
有
小
暑
山
、
倶
在
攸
縣
東
、
疑
即
司
空
山
也
。
二
山
之
西
、
高
峯

漸
伏
。
茶
陵
江
北
曲
、
經
高
暑
南
麓
而
西
、
攸
水
在
山
北
。
是
山
界
茶
・
攸
兩
江
云
。〕

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

上
清
を
去
る
こ
と
三
里
に
し
て
、
麻
葉
洞
を
得
。
洞
は
麻
葉
灣
に
在
り
、
西
は
大
嶺
た
り
、
南
は
洪
碧

た
り
、
東
は
雲
陽
と
棗
核
の
支
た
り
、
北
は
則
ち
棗
核
の
西
垂
な
り
。

大
嶺
は
東
に
轉
じ
て
、
澗
の
下
流
を
束
ね
、
夾
峙
す
る
こ
と
門
の
如
し
。
而
し
て
門
に
當
る
の
一
峯
に
、

聳
石
屼
突
た
り
、
將
軍
嶺
た
り
。
澗
は
其
の
西
を
搗
き
、
而
し
て
棗
核
の
支
も
、
西
し
て
此
に
至
り
て
盡

く
。
澗
の
西
に
石
崖
の
南
向
せ
る
有
り
、
環
す
る
こ
と
展
翅
の
ご
と
し
。
東
の
か
た
澗
中
を
瞰
し
、
而
し

て
大
嶺
の
支
も
、
亦
た
東
し
て
此
に
至
り
て
盡
く
。

廻
崖
る
の
下
に
も
、
亦
た
一
隙
を
開
く
。
淺
く
し
て
入
る
能
わ
ず
。

崖
前
に
小
溪
有
り
、
西
よ
り
し
て
東
し
、
崖
前
を
經
て
大
澗
に
入
る
。

小
溪
に
循
ひ
て
崖
の
西
脅
の
亂
石
の
間
に
至
る
、
水
は
下
に
窮
ま
り
、
竅
上
に
啓
く
、
即
ち
麻
葉
洞
な

り
。
洞
口
は
南
向
に
し
て
、
大
な
る
こ
と
僅
に
斗
の
如
く
、
石
隙
中
の
轉
折
す
る
こ
と
數
級
の
下
に
在
り
。

初
め
炬
を
覓
め
導
を
倩
は
ん
と
す
。
、
亦
た
倶
に
炬
を
以
て
應
ず
る
も
、
而
も
敢
へ
て
導
せ
ん
と
す
る

や
と
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者
無
し
。
曰
く
「
此
の
中
に
神
龍
有
り
」
と
。
或
い
は
曰
く
「
此
の
中
に
精
怪
有
り
。
法
術
有
る
者
に
非

ざ
れ
ば
、
攝
服
せ
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
。
最
も
後
に
重
資
を
以
て
一
人
を
覓
ふ
。
將
に
衣
を
脱
ぎ
て

入
ら
ん
と
す
る
に
、「
余
は
乃
ち
儒
者
に
し
て
、
羽
士
に
非
ざ
る
」
を
問
ひ
、
復
た
驚
き
出
し
て
曰
く
「
予

以
て
大
師
と
為
す
、
故
に
隨
ひ
入
ら
ん
と
欲
す
。
若
し
讀
書
人
な
れ
ば
、
余
豈
に
能
く
身
を
以
て
殉
ぜ
ん

や
」
と
。

余
乃
ち
前
村
を
過
ぎ
、
行
李
を
其
の
家
に
寄
せ
、
顧
僕
と
各
々
束
炬
を
持
ち
て
入
る
。

時
に
村
民
の
隨
ひ
て
洞
口
に
至
る
も
の
數
十
人
。
樵
者
は
鐮
を
腰
に
し
、
耕
者
は
鋤
を
荷
ひ
、
婦
の
炊

ぐ
者
は
爨
を
停
め
、
織
者
は
杼
を
投
じ
、
童
子
の
牧
者
、
行
人
の
負
載
せ
る
者
、
踵
を
接
し
て
至
り
、
皆

能
く
從
ふ
莫
し
。

余
が
兩
人
は
乃
ち
足
を
以
て
先
ず
入
り
、
級
を
歴
し
竇
を
轉
じ
て
、
炬
を
遞
へ
て
下
る
。
數
轉
し
て
洞

底
に
至
る
。
洞
は
稍
々
寬
に
し
て
、
身
を
側
し
首
を
矯
む
る
を
以
て
、
乃
ち
始
め
て
炬
を
以
て
前
に
向
ふ

べ
し
。
其
の
東
西
の
裂
隙
は
、
倶
に
入
る
處
無
し
。
直
北
に
穴
有
り
、
低
は
僅
に
一
尺
、
闊
も
亦
た
之
の

如
し
。
然
れ
ど
も
其
の
下
は
甚
だ
燥
に
し
て
平
な
り
。
乃
ち
先
ず
炬
を
以
て
入
り
、
後
に
蛇
伏
し
て
以
て

進
む
。
背
は
磨
し
腰
は
貼
す
。
身
の
後
ろ
を
以
て
聳
し
、
乃
ち
此
の
内
洞
の
第
一
關
を
度
る
。
其
の
内
は

裂
隙
既
に
高
く
、
東
西
も
亦
た
橫
に
亙
る
、
然
れ
ど
も
亦
た
入
る
處
無
し
。
又
た
第
二
關
を
度
る
。
其
の

隘
と
低
と
前
と
一
轍
に
し
て
、
進
法
も
亦
た
之
の
如
し
。
既
に
入
れ
ば
、
内
層
は
亦
た
橫
裂
す
。
西
南
に

裂
す
る
者
は
甚
し
く
は
深
か
ら
ず
。
其
の
東
北
に
裂
す
る
者
は
、
上
に
一
石
坳
あ
り
、
忽
と
し
て
又
た
縱

裂
し
て
起
つ
。
上
は
穹
に
し
て
下
は
狹
、
高
く
し
て
頂
を
見
ず
、
此
に
至
り
て
石
の
幻
な
る
形
を
異
に
し
、

膚
理
頓
に
換
る
、
片
竅
倶
に
靈
な
り
。

か
は

其
の
西
北
の
峽
は
、
漸
く
入
れ
ば
漸
く
束
し
、
内
に
一
縫
を
夾
み
、
炬
を
容
る
る
能
わ
ず
。
轉
じ
て
東

南
の
峽
に
從
ふ
。
仍
り
て
一
坳
を
下
る
。
其
の
底
は
砂
石
平
鋪
た
り
て
、
澗
底
の
潔
溜
せ
る
も
の
の
如
し
。

第
だ
乾
燥
し
て
水
無
し
。
特
だ
に
揭
厲
を
免
る
る
の
み
な
ら
ず
、
且
つ
沾
污
を
免
る
る
な
り
。
峽
の
東
南

に
盡
く
る
の
處
は
、
亂
石
轟
駕
し
、
樓
臺
の
層
疊
た
る
若
し
。
其
の
隙
よ
り
す
れ
ば
皆
な
攀
躋
し
て
上
る

べ
し
。
其
の
上
の
石
に
竇
一
縷
あ
り
、
直
ち
に
洞
頂
に
透
す
。
光
隙
中
よ
り
下
射
し
、
明
星
鉤
月
の
若
く
、

望
む
べ
く
し
て
摘
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
層
石
の
下
は
、
澗
底
南
に
通
ず
る
も
、
覆
石
低
壓
し
、
高
さ
僅

か
に
尺
許
な
り
。
此
れ
必
ず
前
に
洞
外
に
通
じ
、
澗
の
從
ひ
入
る
と
こ
ろ
の
者
な
り
。
第
だ
昔
は
何
を
以

て
湧
流
し
、
今
は
何
を
以
て
枯
洞
た
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
、
解
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

層
石
よ
り
下
り
、
北
の
か
た
澗
底
に
循
ひ
て
入
る
。
其
の
隘
な
る
こ
と
甚
だ
低
く
、
外
の
二
關
と
相
ひ

似
た
り
。
稍
や
其
の
西
に
從
ひ
、
一
石
の
隙
を
攀
し
て
上
る
。
北
に
轉
じ
て
東
す
。
鞍
を
度
り
嶠
を
歴
す

る
が
若
し
。
兩
壁
の
石
質
石
色
は
、
光
瑩
に
し
て
滴
ら
ん
と
欲
す
。
垂
柱
は
蓮
を
倒
す
が
ご
と
く
、
紋
は

鏤
雕
せ
る
が
若
く
、
形
は
飛
舞
せ
ん
と
欲
す
。
東
に
一
級
を
下
れ
ば
、
復
た
澗
底
に
値
ふ
。
已
に
轉
じ
て

あ

隘
關
の
内
に
入
る
。
こ
こ
に
お
い
て
一
衖
を
闢
成
す
。
闊
さ
二
丈
有
り
、
高
さ
丈
五
有
り
、
覆
へ
る
石
の

平
ら
な
る
こ
と
布
幄
の
如
く
、
澗
底
の
坦
な
る
こ
と
周
行
の
若
し
。
北
に
馳
せ
る
こ
と
半
里
に
し
て
、
下

に
一
石
有
り
、
庋
出
す
る
こ
と
榻
の
如
く
、
楞
邊
勻
整
た
り
。
其
の
上
は
則
ち
蓮
花
下
垂
し
、
連
絡
し
て

幃
を
成
し
、
結
し
て
寶
蓋
を
成
す
。
四
圍
幔
を
垂
れ
、
大
な
る
こ
と
榻
と
並
ぶ
。
中
は
圓
に
透
し
、
空
に

盤
す
。
上
は
穹
し
て
頂
と
為
る
。
其
の
後
ろ
の
西
壁
は
、
玉
柱
の
圓
な
る
も
の
豎
す
。
或
い
は
大
に
し
て

或
い
は
小
、
其
の
形
を
一
に
せ
ざ
る
も
、
而
も
色
は
皆
な
瑩
白
た
り
て
、
紋
は
皆
な
刻
鏤
た
り
。
此
れ
衖

中
の
第
一
奇
な
り
。
又
た
直
ち
に
北
に
半
里
に
し
て
、
洞
上
下
兩
層
に
分
か
れ
、
澗
底
は
東
北
に
よ
り
て

去
る
。
上
洞
は
西
北
よ
り
登
る
。
時
に
余

賫
齎
す
所
の
火
炬
已
に
其
の
七
を
去
る
。
歸
途
辨
ず
る
莫
き

を
恐
れ
、
乃
ち
前
道
に
よ
り
數
轉
に
し
て
二
隘
關
を
穿
ち
、
透
光
の
處
に
抵
る
。
炬
恰

も
盡
く
。
竅
を

あ
た
か
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穿
し
て
出
づ
。
恍
と
し
て
脱
胎
し
て
世
を
易
ふ
る
が
若
し
。

洞
外
の
守
り
視
る
者
、
又
た
數
十
人
を
增
す
。
余
が
輩
の
皆
に
頂
額
す
る
を
見
、
異
を
稱
し
、
以
て
大

と
も

法
術
人
と
為
す
。
且
つ
云
ふ
「
前
に
久
し
く
候
つ
に
、
以
爲
ら
く
、
必
ず
異
吻
に
墮
ち
ん
、
と
。
故
に
余

お

も

へ

輩
入
ら
ん
と
欲
す
る
も
敢
へ
て
せ
ず
、
去
ら
ん
と
欲
す
る
も
能
く
せ
ず
。
茲
に
安
然
と
し
て
恙
無
し
。
神

靈
の
攝
服
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
安
ん
ぞ
能
く
此
を
得
ん
」
と
。
余
各
々
之
を
謝
し
て
、
曰
く
「
吾
は
吾
の

常
を
守
る
、
吾
は
吾
の
勝
を
探
る
の
み
。
諸
君
の
久
し
く
佇
ず
む
を
煩
は
す
、
何
を
以
て
之
を
致
さ
ん
や
」

と
。然

り
し
て
其
の
洞
は
但
だ
入
る
の
處
は
隘
な
る
こ
と
多
き
も
、
其
の
中
は
潔
淨
乾
燥
た
り
。
余
の
見
る

所
の
洞
、
倶
に
能
く
及
ぶ
莫
し
。
知
ら
ず
、
土
人
何
を
以
て
入
る
を
畏
る
る
こ
と
乃
く
な
る
の
み
。

か

乃
ち
行
囊
を
前
村
に
取
り
、
將
軍
嶺
に
從
ひ
て
出
で
、
澗
に
隨
ひ
て
北
行
す
。
十
餘
里
に
し
て
、
大
道

に
抵
る
。
其
の
處
は
、
東
の
か
た
把
七
に
向
か
ふ
こ
と
尚
ほ
七
里
に
し
て
、
西
の
か
た
還
麻
に
向
か
ふ
こ

と
三
里
に
止
ま
る
。
余
初
め
は
把
七
に
從
ひ
て
舟
に
附
し
て
西
行
せ
ん
と
欲
す
。
是
に
至
る
に
、
反
っ
て

流
れ
を
溯
り
て
逆
上
す
る
は
、
既
に
欲
す
る
所
に
非
ず
。
又
た
把
七
に
一
時
に
舟
無
き
を
恐
る
。
天
色
已

に
霽
る
。
遂
に
陸
路
に
從
ひ
て
西
の
か
た
還
麻
に
向
か
ふ
。
時
に
日
已
に
下
舂
な
り
。
尚
ほ
未
だ
飯
せ
ず
、

酒
を
市
中
に
索
む
。
又
た
西
に
十
里
に
し
て
、
黄
石
鋪
に
宿
す
。
茶
陵
を
去
る
こ
と
西
に
已
に
四
十
里
な

り
。
是
の
晩
、
碧
天
洗
ふ
が
如
く
、
月
は
白
く
霜
は
淒
々
た
り
。
亦
た
旅
中
の
異
境
な
り
。
竟
に
行
の
倦

む
を
以
て
臥
す
。

黄
石
輔
の
南
は
、
即
ち
大
嶺
北
峙
の
峯
な
り
。
其
の
石
は
嶙
峋
と
し
て
空
に
插
す
。
西
南
の
一
峯
尤
も

甚
し
く
、
五
鳳
樓
と
名
す
。
去
る
こ
と
十
里
に
し
て
近
、
即
ち
安
仁
の
道
な
り
。
余
早
く
臥
す
る
を
以
て

詢
ふ
に
及
ば
ず
。
明
日
途
に
登
し
て
、
之
を
知
る
も
已
に
及
ぶ
無
き
な
り
。

黄
石
の
西
北
三
十
里
は
高
暑
山
た
り
。
又
た
小
暑
山
有
り
、
倶
に
攸
縣
の
東
に
在
り
。
疑
ふ
ら
く
は
即

ち
司
空
山
な
ら
ん
。
二
山
の
西
は
、
高
峯
漸
く
伏
す
。
茶
陵
江
の
北
曲
は
、
高
暑
の
南
麓
を
經
て
西
す
。

攸
水
は
山
の
北
に
在
り
。
是
の
山
は
茶
・
攸
兩
江
を
界
す
る
と
云
ふ
。

●
語
注

○
麻
葉
灣

湾
は
川
の
流
れ
が
湾
曲
し
た
と
こ
ろ
。

○
斗

ひ
し
ゃ
く
、
あ
る
い
は
井
桁
で
あ
る
枡
形
か
。

○
攝
服

攝
は
懾
（
シ
ョ
ウ
）
に
通
じ
る
。
お
そ
れ
て
屈
服
す
る
。

○
羽
士

羽
が
あ
り
空
を
飛
べ
る
仙
人
道
士
。

○
讀
書
人

儒
者
の
こ
と
。

○
以
身
後
聳

黄
珅
は
「
下
半
身
を
前
に
し
て
進
め
る
（
足
を
先
に
し
て
体
を
寝
か
せ
て
進
む
？
）
」
、

任
国
瑞
は
「
下
半
身
を
後
に
向
か
っ
て
高
く
し
て
（
腰
の
あ
た
り
を
高
く
し
て
尺
取
り
虫
の
よ
う
に
？
）
」

と
訳
す
。
い
ず
れ
も
意
訳
で
あ
ろ
う
。
任
に
近
い
訳
と
し
た
。

○
揭
厲

揭
は
衣
を
掲
げ
て
川
を
渡
る
、
厲
は
服
を
着
た
ま
ま
川
を
渡
る
。

○
可
望
而
不
可
摘

直
訳
す
れ
ば
「
見
え
る
け
れ
ど
も
手
に
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
な
る
が
、
「
手

で
摘
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
錯
覚
す
る
ほ
ど
あ
り
あ
り
と
見
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。

○
衖

巷
に
同
じ
。
路
地
、
小
路
。
あ
る
い
は
小
さ
な
エ
リ
ア
か
。

○
周
行

大
道
。

○
賫

齎
の
略
字
。
も
た
ら
す
、
携
え
る
。
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○
頂
額
稱
異

頂
額
は
額
（
ひ
た
い
）
。
黄
珅
は
「
以
手
加
額
、
表
示
慶
幸
」
と
注
し
、
任
国
瑞
は
「
将

手
挙
到
額
頭
行
了
礼
」
と
訳
す
。

○
溯
流
逆
上

現
代
地
図
等
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
で
は
、
把
七
か
ら
攸
県
へ
の
舟
行
は
流
れ
に
沿
う
も

の
で
あ
る
。
徐
霞
客
は
誤
解
を
し
て
い
る
の
か
。

○
下
舂

ひ
ぐ
れ
。

○
黄
石
鋪

「
長
沙
」
図
に
見
え
、
大
地
図
に
「
黄
石
衝
」
が
見
え
る
。

○
嶙
峋

切
り
立
っ
て
突
き
出
た
様
。

●
口
語
訳

《

》
麻
葉
洞
探
訪

13
●
周
辺
の
地
形

上
清
洞
か
ら
三
里
で
、
麻
葉
洞
で
あ
る
。
洞
は
麻
葉
湾
に
あ
る
。
湾
の
西
は
大
嶺
で
、
南
は
洪
碧
山
で
、

東
は
雲
陽
山
と
棗
核
嶺
の
支
脈
で
、
北
は
棗
核
嶺
の
西
の
端
で
あ
る
。

大
嶺
は
東
に
転
じ
て
、
渓
流
の
下
流
部
分
を
狭
く
し
、
門
の
よ
う
に
両
側
か
ら
聳
え
た
つ
。
そ
し
て
門

に
相
当
す
る
峯
の
ひ
と
つ
に
、
石
が
崖
の
よ
う
に
高
く
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
將
軍
嶺
で
あ
る
。

渓
流
は
そ
の
將
軍
嶺
の
西
側
に
突
き
当
た
っ
て
い
る
が
、
棗
核
嶺
の
支
脈
も
西
に
進
ん
で
こ
こ
で
尽
き
て

い
る
。
渓
流
の
西
に
南
向
き
の
石
の
崖
が
あ
る
。
鳥
が
翼
を
広
げ
た
よ
う
に
渓
流
を
囲
ん
で
い
る
。
東
の

方
に
渓
流
の
中
程
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
大
嶺
の
支
脈
も
、
東
に
進
ん
で
こ
こ
で
尽
き
て
い
る
。

め
ぐ
る
崖
の
下
に
も
、
洞
穴
が
口
を
開
け
て
い
る
が
、
浅
く
て
入
れ
な
い
。

石
崖
の
前
に
小
溪
が
あ
り
、
西
か
ら
東
に
流
れ
、
石
崖
の
前
を
経
由
し
て
大
澗
に
入
っ
て
い
る
。

●
案
内
人
確
保
の
困
難

小
溪
に
沿
っ
て
進
み
、
崖
の
西
側
の
石
が
乱
雑
に
林
立
し
て
い
る
所
に
来
た
。
小
渓
の
水
は
崖
の
下
に

消
え
て
ゆ
き
、
穴
が
上
向
き
に
口
を
開
け
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
麻
葉
洞
で
あ
る
。
洞
口
は
南
向
き
で
、
大

き
さ
は
わ
ず
か
に
一
斗
く
ら
い
で
、
林
石
中
何
段
か
下
っ
た
石
階
段
の
下
に
あ
っ
た
。

最
初
に
松
明
を
求
め
引
導
者
を
雇
お
う
と
し
た
。
す
る
と
松
明
に
つ
い
て
は
皆
提
供
し
て
く
れ
た
が
、

引
導
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
全
く
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
言
う
に
は
「
こ
の
洞
穴
の
中
に
は
神
龍
が
い
る
」

と
。
ま
た
あ
る
も
の
は
「
こ
の
穴
の
中
に
は
神
霊
怪
異
が
い
る
。
法
術
を
身
に
つ
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、

そ
れ
を
恐
れ
さ
せ
屈
服
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
」
と
。
そ
れ
で
も
最
後
に
は
謝
金
を
積
ん
で
一
人

を
雇
う
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
い
ざ
衣
を
脱
い
で
洞
穴
に
入
ろ
う
と
す
る
段
に
な
っ
て
、
そ
の
も
の

と
の
や
り
と
り
の
中
で
「
私
は
儒
者
で
あ
り
道
士
で
は
な
い
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
る
と
彼
は

驚
い
て
言
う
「
私
は
あ
な
た
が
法
力
の
あ
る
道
士
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
あ
な
た
と
一
緒
に

洞
穴
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
あ
な
た
が
法
力
な
ど
無
い
た
だ
の
儒
者
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
し

て
私
は
命
を
捧
げ
て
あ
な
た
に
同
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
い
や
で
き
ま
せ
ん
」
と
。

●
案
内
人
を
断
念

そ
こ
で
私
は
、
前
に
通
過
し
た
村
に
戻
り
、
荷
物
を
そ
の
家
に
預
け
て
、
顧
僕
と
ふ
た
り
、
松
明
の
束

を
持
っ
て
洞
穴
に
入
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
時
に
村
民
で
洞
口
に
集
ま
っ
て
く
る
も
の
が
数
十
人
い
た
。
樵
夫
は
鎌
を
腰
に
さ
げ
、
農
民
は
鋤

を
肩
に
か
つ
ぎ
、
食
事
の
支
度
を
し
て
い
た
婦
人
は
調
理
を
停
止
し
、
機
を
織
る
も
の
は
杼
を
ほ
っ
た
ら

か
し
に
し
、
牧
童
や
行
商
人
も
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
集
ま
っ
て
き
た
が
、
私
た
ち
に
就
い
て
き
て
洞

穴
に
入
ろ
う
と
す
る
も
の
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
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●
入
洞

我
々
ふ
た
り
は
、
ま
ず
足
か
ら
入
り
、
石
段
を
踏
み
、
穴
を
廻
り
、
松
明
を
持
っ
て
下
る
。
何
度
か
廻

っ
て
洞
底
に
至
る
。
そ
こ
で
洞
は
や
や
広
く
な
っ
て
い
る
。
体
を
斜
め
に
し
、
首
を
す
く
め
、
そ
こ
で
初

め
て
前
に
松
明
を
掲
げ
て
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
東
西
に
避
け
て
い
る
隙
間
は
、
全
く
入
れ
そ
う
な
と
こ

ろ
が
な
い
。
ま
北
に
さ
ら
に
一
穴
が
あ
る
。
高
低
は
僅
に
一
尺
で
、
広
さ
も
同
じ
く
ら
い
。
そ
う
で
は
あ

る
が
、
穴
の
底
辺
部
分
は
全
く
乾
燥
し
て
い
て
平
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
松
明
を
差
し
込
み
、
次
に

我
が
身
を
蛇
伏
さ
せ
て
進
入
す
る
。
背
中
は
洞
頂
を
こ
す
り
、
腰
も
地
面
を
は
う
。
下
半
身
を
少
し
高
く

し
、
尺
取
り
虫
の
よ
う
に
し
な
が
ら
、
や
っ
と
こ
の
内
洞
の
第
一
関
門
を
通
過
す
る
。

そ
の
内
側
に
出
る
と
、
裂
け
目
の
高
低
は
更
に
高
く
な
り
、
東
西
に
貫
通
し
て
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
更

に
入
る
と
こ
ろ
が
無
い
。
さ
ら
に
第
二
関
門
を
通
過
す
る
。
そ
の
狭
さ
と
高
低
は
前
の
関
門
と
同
じ
で
、

進
む
方
法
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

第
二
関
門
に
入
っ
て
み
る
と
、
内
層
が
横
様
に
裂
け
て
い
る
。
そ
の
西
南
に
裂
け
る
も
の
は
そ
れ
ほ
ど

は
深
く
な
い
。
東
北
に
裂
け
る
も
の
は
、
上
部
に
陥
没
し
た
石
が
あ
り
、
忽
然
と
し
て
縦
に
裂
け
目
が
を

な
し
て
起
立
し
て
い
る
。
そ
の
上
部
は
湾
曲
し
て
お
り
、
下
部
は
狭
く
な
っ
て
い
る
。
石
の
背
が
高
い
の

で
頂
上
部
分
は
見
え
な
い
。
こ
の
場
所
に
至
っ
て
、
玄
妙
な
形
の
異
な
る
石
が
あ
り
、
岩
肌
の
紋
様
も
め

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
お
り
、
一
片
の
石
、
ひ
と
つ
の
竅
ご
と
に
、
霊
妙
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

西
北
に
伸
び
る
峽
道
は
、
入
る
に
従
い
だ
ん
だ
ん
と
狭
ま
っ
て
ゆ
き
、
最
後
に
は
一
筋
の
縫
い
目
ほ
ど

に
な
り
、
松
明
を
差
し
込
む
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
転
じ
て
東
南
に
伸
び
る
峽
道
を
選
択

す
る
。

そ
の
ま
ま
ひ
と
つ
の
く
ぼ
み
を
下
る
。
そ
の
底
部
は
砂
石
が
覆
っ
て
い
る
平
ら
な
と
こ
ろ
で
、
潔
浄
で

な
め
ら
か
な
渓
流
の
河
底
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
は
乾
燥
し
て
い
て
水
は
無
い
。
だ
か
ら
、
水
を
渡

る
た
め
に
衣
を
掲
げ
よ
う
か
そ
の
ま
ま
渡
ろ
う
か
と
悩
む
必
要
が
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
衣
服
や
体
が
濡

れ
た
り
汚
れ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
も
免
れ
る
の
で
あ
る
。

峽
道
の
東
南
で
の
行
き
止
ま
り
に
は
、
乱
れ
る
石
が
た
く
さ
ん
重
な
っ
て
お
り
、
層
疊
を
な
す
楼
台
の

よ
う
で
あ
る
。
石
の
隙
間
に
手
を
か
け
れ
ば
、
よ
じ
登
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
上
部
の
石
の
表
面

に
一
筋
の
穴
が
開
い
て
い
て
、
ま
っ
す
ぐ
洞
穴
の
頂
上
部
に
ま
で
伸
び
て
い
る
。
光
が
そ
の
隙
間
か
ら
下

り
射
し
、
明
星
や
三
日
月
の
よ
う
で
、
眺
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
手
に
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
ま
る

で
手
で
摘
む
こ
と
が
で
き
る
か
の
よ
う
で
あ
る
）。

積
み
重
な
っ
た
石
の
下
か
ら
は
、
渓
流
の
河
底
が
南
に
通
じ
て
い
る
が
、
覆
い
隠
す
石
が
圧
力
を
掛
け

て
低
く
し
て
お
り
、
高
さ
は
僅
か
一
尺
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
河
底
は
お
そ
ら
く
前
に
見
た
洞
外

に
通
じ
て
お
り
、
渓
流
が
流
れ
込
む
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
昔
は
湧
流
し
て
い
た
の
が
、
今

は
な
ぜ
枯
洞
に
な
っ
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
だ
。

層
を
な
す
石
の
と
こ
ろ
か
ら
下
り
、
北
の
方
へ
澗
底
に
沿
っ
て
中
に
入
る
。
狭
い
入
口
は
と
て
も
低
く
、

こ
れ
ま
で
通
っ
た
二
つ
の
関
所
と
同
程
度
で
あ
る
。
や
や
西
よ
り
の
ル
ー
ト
を
取
り
、
石
の
隙
間
に
手
を

掛
け
て
よ
じ
登
る
。
北
に
転
じ
、
さ
ら
に
東
へ
進
む
。
馬
の
鞍
を
乗
り
越
え
、
嶠
（
尖
っ
て
高
い
山
）
を

踏
み
越
え
る
よ
う
な
感
じ
だ
。
両
側
の
壁
の
石
の
質
や
色
に
つ
い
て
言
え
ば
、
光
り
輝
い
て
お
り
、
水
滴

が
し
た
た
り
落
ち
る
か
の
よ
う
だ
。
石
柱
が
蓮
の
花
を
逆
さ
ま
に
し
た
か
の
よ
う
に
上
か
ら
下
に
下
が
っ

て
お
り
、
雕
琢
を
施
し
た
か
の
よ
う
な
紋
様
が
走
り
、
飛
び
舞
う
か
の
よ
う
な
躍
動
的
な
形
を
な
し
て
い

る
。
東
に
一
段
下
れ
ば
、
ふ
た
た
び
河
底
に
で
あ
う
。
さ
ら
に
転
じ
て
狭
い
関
所
の
内
側
に
入
る
。

●
二
次
生
成
物
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こ
こ
は
ひ
と
つ
の
ミ
ニ
空
間
を
形
成
し
て
い
る
。
広
さ
が
二
丈
、
高
さ
が
一
丈
半
あ
り
、
カ
ー
テ
ン
が

覆
っ
た
よ
う
な
平
ら
な
石
が
あ
り
、
河
底
が
大
道
の
よ
う
に
平
た
く
広
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
北
に

半
里
い
く
と
、
下
に
石
が
ひ
と
つ
あ
る
。
榻
（
ベ
ッ
ド
）
が
置
い
て
あ
る
か
の
よ
う
で
、
楞
（
角
）
と
辺

（
へ
り
）
が
整
然
と
し
て
い
る
。
ベ
ッ
ド
の
上
に
は
鍾
乳
石
が
蓮
の
花
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
り
、
隣
と
つ

な
が
っ
て
カ
ー
テ
ン
上
を
な
し
、
結
び
つ
い
て
は
宝
石
箱
の
蓋
の
よ
う
な
形
を
形
成
し
て
い
る
。
四
周
に

幔
幕
が
垂
れ
、
そ
の
覆
う
範
囲
は
ベ
ッ
ド
と
対
応
し
て
い
る
。
幔
幕
の
中
程
は
円
形
に
透
か
し
て
お
り
、

上
へ
向
か
っ
て
広
が
り
、
最
上
部
は
ア
ー
チ
型
を
な
し
て
天
井
と
な
る
。
幔
幕
の
後
ろ
の
西
側
の
壁
に
は
、

円
形
の
玉
柱
が
す
っ
く
と
立
っ
て
い
る
。
そ
の
円
柱
は
大
き
い
も
の
か
ら
小
さ
い
も
の
ま
で
形
は
多
様
で

あ
る
が
、
色
は
皆
白
く
輝
い
て
い
て
、
刻
み
込
ん
だ
よ
う
な
紋
様
が
表
面
を
被
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
こ

の
ミ
ニ
空
間
に
お
け
る
第
一
の
奇
勝
で
あ
る
。

●
引
き
返
す

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
真
っ
直
ぐ
北
に
半
里
に
至
っ
て
、
洞
穴
は
上
下
二
層
に
分
か
れ
て
お
り
、
下
層
に
あ

た
る
河
底
は
東
北
の
方
角
へ
進
ん
で
い
る
。
上
層
の
洞
穴
は
西
北
に
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
時
、
私
が
携

帯
し
て
き
た
松
明
は
、
七
割
ほ
ど
を
使
用
し
て
い
た
。
帰
途
で
松
明
が
尽
き
道
を
判
別
で
き
な
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
と
考
え
（
、
こ
こ
で
引
き
返
す
こ
と
に
す
る
。
）
た
。
そ
こ
で
往
路
を
た
ど
り
、
幾
た
び
か

角
を
曲
が
っ
て
ふ
た
つ
の
関
所
を
通
過
し
、
光
が
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
ち
ょ

う
ど
松
明
が
尽
き
た
。
狭
い
洞
口
か
ら
外
へ
出
た
。
ま
る
で
生
ま
れ
変
わ
っ
て
再
び
世
に
出
て
き
た
か
の

よ
う
な
こ
こ
ち
が
し
た
。

●
洞
外
の
村
人
達

洞
穴
の
外
で
見
守
っ
て
い
る
も
の
た
ち
が
、
さ
ら
に
数
十
人
増
え
て
い
た
。
我
々
二
人
が
挨
拶
を
し
な

が
ら
出
て
き
た
の
を
見
て
、
不
思
議
な
こ
と
だ
と
称
し
、
か
つ
こ
う
言
っ
た
「
前
か
ら
長
い
時
間
待
っ
て

い
た
わ
け
だ
が
、
あ
な
た
方
は
き
っ
と
怪
物
の
口
に
呑
ま
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

だ
か
ら
我
々
は
洞
穴
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
も
の
の
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
と
い
っ
て
あ
な
た
方
を

見
捨
て
て
立
ち
去
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
い
ま
、
あ
な
た
が
た
は
安
全
で
あ
っ
て
無

事
で
し
た
。
神
霊
の
助
け
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
」

と
。
私
は
人
々
に
一
一
感
謝
の
念
を
示
し
、
か
つ
こ
う
言
っ
た
「
私
は
私
の
道
を
守
っ
て
行
動
す
る
だ
け

で
す
。
私
は
私
が
探
求
し
た
い
景
勝
を
探
求
す
る
だ
け
な
の
で
す
。
し
か
し
、
あ
な
た
が
た
が
長
い
時
間

私
た
ち
を
待
っ
て
て
く
れ
る
と
い
う
労
を
か
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
や
っ
て
敬
意
と
謝
意
を
お
伝
え

し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
で
す
（
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
）」
と
。

そ
の
よ
う
に
応
え
た
の
だ
が
、
こ
の
洞
穴
は
入
口
こ
そ
と
て
も
狭
い
も
の
の
、
そ
の
中
は
清
ら
か
で
乾

燥
し
て
い
る
。
私
が
こ
れ
ま
で
実
地
で
探
索
し
た
洞
穴
の
中
で
、
こ
の
洞
穴
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
（
こ
の

洞
穴
は
最
高
だ
）
。
そ
れ
な
の
に
、
土
地
の
人
々
が
な
に
ゆ
え
に
、
か
く
も
入
洞
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
の

か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。

《

》
麻
葉
洞
を
出
て
衡
山
県
へ

14そ
こ
で
荷
物
を
前
村
に
取
り
に
行
き
、
將
軍
嶺
を
た
ど
っ
て
出
発
し
、
渓
流
に
沿
っ
て
北
に
進
む
。
十

里
あ
ま
り
で
、
大
道
に
出
た
。
こ
の
場
所
は
、
東
の
方
へ
は
把
七
ま
で
さ
ら
に
七
里
で
、
西
の
方
で
は
還

麻
ま
で
で
三
里
し
か
な
い
。
私
は
初
め
は
把
七
に
道
を
取
り
、
舟
に
乗
っ
て
西
へ
向
か
お
う
と
考
え
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
地
点
で
考
え
て
み
る
に
、
把
七
か
ら
の
舟
行
は
流
れ
を
遡
及
す
る
逆
行
に
な
り
、
望

ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た
。
ま
た
把
七
に
い
つ
で
も
舟
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
考
え
た
。

空
も
い
い
天
気
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
つ
い
に
陸
路
を
取
り
、
西
の
還
麻
に
向
う
こ
と
と
し
た
。
時
に
太
陽
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は
す
で
に
傾
い
て
い
た
。
ま
だ
御
飯
（
昼
食
？
）
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
（
還
麻
の
？
）
市
場
で
酒

を
買
っ
て
飲
ん
だ
。

●
黄
石
鋪
で
泊

さ
ら
に
ま
た
西
に
十
里
で
、
黄
石
鋪
に
宿
泊
す
る
。
こ
こ
は
茶
陵
か
ら
西
に
四
十
里
に
も
な
る
。

こ
の
晩
、
空
は
洗
っ
た
か
の
よ
う
に
碧
暗
く
、
月
は
白
く
輝
き
霜
が
寒
々
し
く
空
気
中
を
満
た
し
て
い

る
。
こ
れ
ぞ
、
旅
先
に
お
け
る
奇
異
な
る
光
景
で
あ
る
。
昼
間
の
行
程
の
疲
労
か
ら
、
す
ぐ
に
寝
て
し
ま

っ
た
。

●
黄
石
鋪
あ
た
り
の
地
形
概
観

黄
石
輔
の
南
に
は
、
大
嶺
と
北
に
対
峙
し
て
い
る
峯
が
あ
る
。
そ
の
石
は
切
り
立
っ
て
突
き
出
て
い
て
、

空
に
刺
さ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
西
南
の
一
峯
が
最
も
突
き
出
し
て
い
て
、
五
鳳
楼
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
そ
こ
か
ら
十
里
あ
ま
り
で
、
安
仁
に
通
じ
る
道
に
出
る
。

私
は
こ
の
日
、
さ
っ
さ
と
寝
て
し
ま
っ
て
、
こ
の
山
の
こ
と
を
尋
ね
な
か
っ
た
。
翌
日
、
出
発
し
て
か

ら
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
が
、
も
は
や
引
き
返
し
て
五
鳳
楼
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

黄
石
輔
の
西
北
三
十
里
に
高
暑
山
が
あ
る
。
他
に
小
暑
山
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
ど
ち
ら
も
攸
県
の
東

に
あ
た
る
。
お
そ
ら
く
こ
こ
が
司
空
山
な
の
で
あ
ろ
う
。
高
・
小
暑
の
二
山
の
西
で
は
、
高
い
峯
が
次
第

に
低
く
な
っ
て
い
る
。
茶
陵
江
の
川
筋
が
北
に
カ
ー
ブ
を
し
て
お
り
、
高
暑
山
の
南
麓
を
経
由
し
て
西
に

流
れ
る
。
攸
水
と
い
う
川
が
高
暑
山
の
北
を
流
れ
て
い
る
。
こ
の
山
は
、
茶
陵
江
と
攸
水
と
を
区
切
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

［
一
月
十
八
日
］

《
概
要
》
西
北
へ
陸
行
。
珠
璣
鋪
を
経
て
攸
県
域
に
入
る
。
攸
県
城
南
関
に
至
り
、
泊
。
茶
陵
江
と
攸
水

と
の
流
れ
を
記
述
し
て
い
る
。

■
本
文
の
部

十
八
日

晨
餐
後
、
自
黄
石
鋪
西
行
、
霜
花
滿
地
、
旭
日
澄
空
。
十
里
爲
了
塘
鋪
、
又
十
里
、
爲
珠
璣
鋪
、
則
攸

縣
界
矣
。
又
西
北
十
里
、
斑
竹
鋪
。
又
西
北
十
里
、
長
春
鋪
。
又
十
里
、
北
度
大
江
、
即
攸
縣
之
南
關
矣
。

縣
城
瀕
江
北
岸
、
東
西
兩
門
、
與
南
門
並
列
於
江
側
。
茶
陵
之
江
北
曲
西
廻
、
攸
水
自
安
福
封
侯
山
西
流

南
轉
、
倶
夾
高
暑
山
而
下
、
合
於
縣
城
東
、
由
城
南
西
去
。
是
日
一
路
霽
甚
、
至
長
春
鋪
、
陰
雲
復
合
。

抵
城
纔
過
午
、
候
舟
不
得
、
遂
宿
學
門
前
。
［
亦
南
門
。
］

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
八
日

晨
餐
の
後
、
黄
石
鋪
よ
り
西
行
す
。
霜
花
地
に
滿
ち
、
旭
日
澄
空
な
り
。
十
里
に
し
て
了
塘
鋪
た
り
。

又
た
十
里
に
し
て
、
珠
璣
鋪
た
り
。
則
ち
攸
縣
の
界
な
り
。

又
た
西
北
に
十
里
に
し
て
、
斑
竹
鋪
た
り
。
又
た
西
北
に
十
里
に
し
て
、
長
春
鋪
た
り
。
又
た
十
里
に

し
て
、
北
の
か
た
大
江
を
度
れ
ば
、
即
ち
攸
縣
の
南
關
な
り
。
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縣
城
は
江
に
瀕
す
る
の
北
岸
に
し
て
、
東
西
兩
門
、
南
門
と
並
び
て
江
の
側
に
列
す
。
茶
陵
の
江
は
北

に
曲
り
て
西
に
廻
り
、
攸
水
は
安
福
封
侯
山
よ
り
西
流
南
轉
し
、
倶
に
高
暑
山
を
夾
み
て
下
り
、
縣
城
の

東
に
合
し
、
城
の
南
西
よ
り
し
て
去
る
。

是
の
日
一
路
霽
る
る
こ
と
甚
し
。
長
春
鋪
に
至
る
に
、
陰
雲
復
た
合
す
。
城
に
至
る
に
纔
に
午
を
過
ぐ
。

舟
を
候
つ
も
得
ず
、
遂
に
學
門
前
に
宿
す
。
［
亦
た
南
門
な
り
。
］

●
語
注

○
了
塘
鋪

譚
民
政
は
、
今
の
六
塘
鋪
（or

緑
堂
鋪
）
が
こ
こ
で
は
、
と
い
う
（
五
九
頁
）
。
小
地
図
①

に
「
廖
塘
鋪
」
が
見
え
る
。

○
珠
璣
鋪

小
地
図
②
に
「
珠
磯
鋪
」
が
見
え
る
。

○
東
西
兩
門
、
南
門

攸
県
城
は
川
沿
い
に
東
西
に
長
く
、
南
北
に
短
い
。
そ
こ
で
南
門
の
み
な
ら
ず
、

城
東
の
は
ず
れ
の
東
門
と
城
西
の
は
ず
れ
の
西
門
も
川
に
面
し
て
門
口
を
開
け
て
い
る
。

○
安
福

江
西
省
吉
安
府
の
県
。
攸
水
の
水
源
は
、
武
功
山
で
あ
る
。

○
学
門
前

譚
民
政
は
、
今
の
合
門
前
が
こ
こ
で
は
、
と
い
う
（
六
八
頁
）
。

●
口
語
訳

［
十
八
日
］

●
黄
石
鋪
か
ら
珠
璣
鋪
へ

朝
食
の
後
、
黄
石
鋪
か
ら
西
行
す
る
。
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
な
霜
が
大
地
に
満
ち
て
お
り
、
澄
み
切

っ
た
青
空
に
太
陽
が
輝
い
て
い
る
。
十
里
で
了
塘
鋪
で
あ
る
。
さ
ら
に
十
里
で
、
珠
璣
鋪
で
あ
る
。
こ
こ

が
茶
陵
県
と
攸
県
と
の
境
で
あ
る
。

［
長
沙
府
茶
陵
州
域
か
ら
攸
県
域
に
入
る
］

●
攸
県
城
へ

さ
ら
に
西
北
に
十
里
で
、
斑
竹
鋪
で
あ
る
。
さ
ら
に
西
北
に
十
里
で
、
長
春
鋪
で
あ
る
。
さ
ら
に
十
里

で
、
大
江
を
北
に
渡
る
と
、
攸
県
の
南
門
で
あ
る
。

攸
県
の
県
城
は
川
の
北
岸
に
あ
り
、
東
西
の
両
門
と
南
門
と
が
川
沿
い
に
並
ん
で
い
る
。
茶
陵
か
ら
流

れ
て
き
た
川
は
北
に
曲
っ
た
の
ち
に
西
に
廻
り
、
攸
水
は
安
福
の
封
侯
山
よ
り
西
に
流
れ
、
さ
ら
に
南
に

転
じ
て
流
れ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
川
は
と
も
に
高
暑
山
を
挟
ん
で
下
り
、
攸
県
城
の
東
で
合
流
し
、
県
城

の
南
西
を
流
れ
て
去
る
。

こ
の
日
は
、
ず
っ
と
と
て
も
晴
れ
て
い
た
が
、
長
春
鋪
に
至
る
こ
ろ
に
は
、
雲
が
空
を
覆
っ
て
き
た
。

攸
県
城
に
至
っ
た
の
は
、
お
昼
を
少
し
過
ぎ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
の
船
便
を
工
面
し
よ
う
と
し
た

が
得
ら
れ
ず
、
結
局
学
校
の
門
の
前
の
宿
に
宿
泊
す
る
こ
と
と
し
た
。［
自
注
１
］

［
自
注
１
］
南
門
で
あ
る
。

［
一
月
十
九
日
］

《
概
要
》
西
南
へ
陸
行
。
県
境
の
漠
田
を
経
て
、
衡
州
府
衡
山
県
域
に
入
る
。
大
江
北
岸
の
太
平
寺
で
船

中
泊
。
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■
本
文
の
部

十
九
日

晨
餐
後
、
陰
霾
不
散
。
由
攸
縣
西
門
轉
北
、
遂
西
北
登
陟
陂
陀
。
十
里
、
水
澗
橋
、
有
小
水
自
北
而
南
。

越
橋
而
西
、
連
上
二
嶺
、
其
西
嶺
名
黄
山
。
下
嶺
共
五
里
、
爲
黄
山
橋
、
有
水
亦
自
北
而
南
、
其
水
較
大

於
水
澗
、
而
平
洋
亦
大
開
。
西
行
平
疇
三
里
、
上
牛
頭
山
。
又
山
上
行
二
里
、
曰
長
崗
冲
、
下
嶺
爲
清
江

橋
。
橋
東
赤
崖
如
廻
翅
、
澗
從
北
來
、
大
與
黄
山
橋
等
。
橋
西
開
洋
、
大
亦
如
黄
山
橋
、
但
四
圍
皆
山
、

不
若
黄
山
洋
南
北
一
望
無
際
也
。
洋
中
平
疇
、
村
落
相
望
、
名
漠
田
。
又
五
里
、
西
入
山
峽
、
已
爲
衡
山

縣
界
。
界
北
諸
山
皆
出
煤
、
攸
人
用
煤
不
用
柴
、
郷
人
爭
輸
入
市
、
不
絶
於
路
。
入
山
、
沿
小
溪
西
上
、

路
分
兩
歧
：
西
北
乃
入
山
向
衡
小
路
、
西
南
乃
往
太
平
等
附
舟
路
。
於
是
遵
西
南
、
五
里
爲
荷
葉
塘
。
越

盼
兒
嶺
、
五
里
至
龍
王
橋
。
橋
下
水
北
自
小
源
嶺
來
、
南
向
而
去
、
其
居
民
蕭
姓
、
亦
大
族
也
。
北
望
二

十
里
外
、
小
源
嶺
之
上
、
有
高
山
屏
列
、
名
曰
大
嶺
山
、
乃
北
通
湘
潭
道
。
過
橋
、
西
南
行
三
里
、
上
長

嶺
。
又
西
下
一
塢
、
三
里
、
上
葉
公
坳
。
又
四
里
、
下
太
平
寺
嶺
、
則
大
江
在
其
下
矣
。
隔
江
即
爲
芒
洲
、

其
地
自
攸
縣
東
四
十
五
里
。
是
日
上
長
嶺
、
日
少
開
、
中
夜
雨
聲
滴
瀝
、
達
明
而
止
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
九
日

晨
餐
の
後
、
陰
霾
散
ら
ず
。

攸
縣
の
西
門
よ
り
北
に
轉
ず
。
遂
に
西
北
し
て
陂
陀
を
登
陟
す
。
十
里
に
し
て
、
水
澗
橋
な
り
。
小
水

の
北
よ
り
し
て
南
す
る
有
り
。
橋
を
越
え
て
西
し
、
連
り
に
二
嶺
を
上
る
。
其
の
西
の
嶺
は
黄
山
と
名
す
。

し
き

嶺
を
下
り
共
に
五
里
に
し
て
、
黄
山
橋
た
り
。
水
の
亦
た
北
よ
り
し
て
南
す
る
有
り
。
其
の
水
や
水
澗
よ

り
較
々
大
に
し
て
、
平
洋
も
亦
た
大
い
に
開
く
。
西
に
平
疇
を
行
く
こ
と
三
里
に
し
て
、
牛
頭
山
に
上
る
。

又
た
山
上
を
行
く
こ
と
二
里
に
し
て
、
長
崗
冲
と
曰
ふ
。
嶺
を
下
れ
ば
清
江
橋
た
り
。
橋
の
東
の
赤
崖
は

廻
翅
の
如
し
。
澗
の
北
よ
り
來
る
あ
り
、
大
な
る
こ
と
黄
山
橋
と
等
し
。
橋
の
西
は
開
洋
に
し
て
、
大
な

る
こ
と
亦
た
黄
山
橋
の
如
し
。
但
だ
四
圍
皆
山
に
し
て
、
黄
山
の
洋
の
南
北
一
望
し
て
際
無
き
に
は
若
か

ざ
る
な
り
。
洋
中
に
平
疇
あ
り
て
、
村
落
相
望
む
。
漠
田
と
名
す
。
又
た
五
里
に
し
て
、
西
の
か
た
山
峽

に
入
る
。
已
に
衡
山
縣
の
界
た
り
。

界
北
の
諸
山
は
皆
煤
を
出
だ
す
。
攸
人
は
煤
を
用
ひ
柴
を
用
ひ
ず
。
郷
人
の
爭
ひ
て
輸
り
て
市
に
入
る

お
く

も
の
、
路
に
絶
え
ず
。
山
に
入
り
、
小
溪
に
沿
ひ
て
西
に
上
る
。
路
兩
歧
に
分
か
る
。
西
北
は
乃
ち
山
に

入
り
て
衡
に
向
か
ふ
の
小
路
に
し
て
、
西
南
は
乃
ち
太
平
等
に
往
き
て
舟
に
附
す
の
路
な
り
。
こ
こ
に
お

い
て
西
南
に
遵
ふ
。
五
里
に
し
て
荷
葉
塘
た
り
。
盼
兒
嶺
を
越
え
、
五
里
に
し
て
龍
王
橋
に
至
る
。
橋
下

の
水
は
北
の
か
た
小
源
嶺
よ
り
來
り
、
南
に
向
ひ
て
去
る
。
其
の
居
民
は
蕭
姓
、
亦
た
大
族
な
り
。
北
に

望
む
こ
と
二
十
里
の
外
、
小
源
嶺
の
上
に
、
高
山
の
屏
列
す
る
有
り
。
名
を
大
嶺
山
と
曰
ふ
。
乃
ち
北
の

か
た
湘
潭
に
通
ず
る
の
道
な
り
。
橋
を
過
ぎ
、
西
南
に
行
く
こ
と
三
里
に
し
て
、
長
嶺
を
上
る
。
又
た
西

に
下
り
て
一
塢
あ
り
。
三
里
に
し
て
、
葉
公
坳
を
上
る
。
又
た
四
里
に
し
て
、
太
平
寺
の
嶺
を
下
る
。
則

ち
大
江
其
の
下
に
在
り
。
江
を
隔
つ
る
は
芒
洲
た
り
。
其
の
地
は
攸
縣
の
東
よ
り
四
十
五
里
な
り
。
是
の

日
、
長
嶺
に
上
る
に
、
日
少
し
く
開
く
。
中
夜
に
雨
聲
滴
瀝
と
し
て
、
明
に
達
し
て
止
む
。

●
語
注

○
陰
霾

大
気
中
に
土
砂
の
微
粒
子
が
大
量
に
う
か
び
空
気
が
濁
る
現
象
。
つ
ち
ぐ
も
り
。
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○
水
澗
橋

譚
民
政
は
、
い
ま
の
水
金
橋
が
こ
こ
で
は
、
と
い
う
（
七
一
頁
）
。
「
攸
県
」
図
に
「
水
金

橋
」
が
見
え
る
。

○
有
小
水
自
北
而
南

こ
れ
が
の
ち
に
い
う
「
水
澗
」
で
あ
ろ
う
。

○
黄
山
橋

譚
民
政
は
、
い
ま
の
黄
双
橋
が
こ
こ
で
は
、
と
い
う
（
七
二
頁
）
。
大
地
図
、
「
攸
県
」
図

に
「
黄
双
橋
」
が
見
え
る
か
。

○
平
洋

洋
は
、
広
大
で
あ
る
こ
と
。
黄
珅
は
、
開
闢
し
た
平
地
と
注
す
。

○
牛
頭
山

譚
民
政
は
、
す
で
に
山
は
な
い
が
牛
頭
湖
が
あ
る
と
い
う
（
七
二
頁
）
。「
攸
県
」
図
に
「
牛

頭
湖
」
が
見
え
る
。

○
清
江
橋

譚
民
政
は
、
同
名
の
橋
が
い
ま
な
お
存
す
る
と
い
う
（
七
三
頁
）
。
大
地
図
・
小
地
図
②
に

あ
り
、
「
攸
県
」
図
に
見
え
る
。
攸
県
か
ら
清
江
橋
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
は
、
洣
水
か
ら
北
へ
遠
く
離
れ

て
お
り
、「
考
察
図
集
」
が
洣
水
沿
い
に
想
定
す
る
も
の
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。

○
漠
田

譚
民
政
は
、
い
ま
の
睦
田
が
こ
こ
で
は
、
と
い
う
（
七
三
頁
）。

○
太
平
等

太
平
寺
の
誤
記
か
。

○
荷
葉
塘

「
南
灣
」
図
に
見
え
る
。
譚
民
政
は
、
い
ま
の
衡
東
県
高
湖
鎮
偉
田
村
が
こ
こ
で
は
、
と
い

う
（
七
七
頁
）。

○
龍
王
橋

譚
民
政
は
、
高
湖
鎮
東
升
村
に
同
名
の
橋
が
あ
る
と
い
う
（
七
八
頁
）
。
「
南
灣
」
図
に
見

え
る
。

○
太
平
寺
、
芒
洲

「
南
灣
」
図
に
は
「
考
察
図
集
」
が
記
す
位
置
よ
り
も
か
な
り
下
流
に
「
太
平
寺
」

が
見
え
る
。
洣
水
の
右
岸
で
あ
る
。
江
を
隔
て
て
い
る
の
は
灣
頭
洲
で
あ
り
、
芒
洲
は
、
太
平
寺
と
同
じ

洣
水
右
岸
で
あ
る
。
た
だ
し
、
北
上
す
る
洣
水
が
左
（
西
）
に
九
十
度
湾
曲
す
る
先
に
あ
り
、
太
平
寺
か

ら
川
を
隔
て
て
い
る
と
言
え
な
く
は
な
い
。

○
其
地
自
攸
縣
東
四
十
五
里

芒
洲
は
攸
県
の
西
に
位
置
す
る
。
あ
る
い
は
「
東
」
は
「
西
」
の
誤
り
か

も
し
れ
な
い
。

●
口
語
訳

［
十
九
日
］

●
攸
県
城
か
ら
衡
山
県
域
ま
で

朝
食
の
後
、
大
気
中
の
つ
ち
ぐ
も
り
が
散
ら
ず
に
漂
っ
て
い
る
。

攸
県
の
西
門
か
ら
北
に
道
を
転
じ
る
。
西
北
に
進
み
坂
道
を
上
る
。
十
里
で
、
水
澗
橋
で
あ
る
。
北
か

ら
南
に
流
れ
て
く
る
小
川
が
あ
る
。
橋
を
越
え
て
西
に
進
み
、
ふ
た
つ
の
嶺
を
続
け
て
越
え
る
。
そ
の
西

側
の
嶺
を
黄
山
と
い
う
。
嶺
を
く
だ
っ
て
五
里
で
、
黄
山
橋
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
北
か
ら
南
に
流
れ
て
く

る
小
川
が
あ
る
。
そ
の
川
は
先
の
水
澗
橋
の
川
よ
り
も
や
や
大
き
く
、
平
野
も
大
い
に
開
け
て
い
る
。
西

の
方
へ
田
畑
を
三
里
行
き
、
牛
頭
山
に
上
る
。
さ
ら
に
山
上
を
二
里
行
く
と
、
長
崗
冲
と
言
う
場
所
で
あ

る
。
嶺
を
下
る
と
清
江
橋
で
あ
る
。
橋
の
東
岸
は
赤
い
崖
が
鳥
が
翼
を
広
げ
た
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
北
か
ら
流
れ
て
く
る
小
川
が
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
は
黄
山
橋
を
く
ぐ
る
小
川
と
同
じ
く
ら
い
で

あ
る
。
橋
の
西
は
平
野
が
開
け
て
い
て
、
そ
の
規
模
も
黄
山
橋
の
西
に
開
け
た
も
の
と
同
じ
で
あ
え
る
。

た
だ
、
こ
の
場
所
は
四
方
が
山
に
囲
ま
れ
て
お
り
（
展
望
が
悪
く
）
、
黄
山
橋
で
の
南
北
に
果
て
し
な
く

展
望
で
き
た
も
の
に
は
及
ば
な
い
。
平
野
の
中
に
平
ら
な
田
畑
が
あ
り
、
村
落
が
遙
か
に
見
え
る
。
こ
こ

は
漠
田
と
言
う
。
さ
ら
に
五
里
で
、
西
に
山
峽
に
入
る
。
こ
こ
は
す
で
に
衡
山
県
の
境
域
で
あ
る
。

［
長
沙
府
攸
県
域
か
ら
衡
州
府
衡
山
県
域
に
入
る
］
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●
龍
王
橋
な
ど
を
経
由
し
て
太
平
寺
へ

県
境
の
北
の
諸
山
は
ど
れ
も
石
炭
を
産
出
す
る
。
攸
県
の
人
々
は
石
炭
を
燃
料
と
し
て
用
い
、
柴
は
用

い
な
い
。
攸
県
の
人
々
は
争
う
よ
う
に
し
て
石
炭
を
市
場
に
運
び
、
路
に
運
搬
人
が
絶
え
な
い
。

山
に
入
り
、
小
谷
川
に
沿
っ
て
、
西
に
上
る
。
路
が
二
股
に
な
っ
て
い
る
。
西
北
の
道
は
そ
の
ま
ま
山

に
入
っ
て
衡
山
へ
向
か
う
小
路
で
、
西
南
の
道
は
太
平
寺
に
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら
舟
を
利
用
す
る
道
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
西
南
の
道
を
選
択
す
る
。

五
里
で
荷
葉
塘
で
あ
る
。
盼
兒
嶺
を
越
え
、
五
里
で
龍
王
橋
に
至
る
。
橋
下
の
水
は
北
の
小
源
嶺
か
ら

流
れ
来
た
り
、
南
に
向
っ
て
流
れ
去
る
。
（
龍
王
橋
の
あ
る
）
村
落
の
居
民
は
蕭
と
い
う
姓
で
、
大
族
で

あ
る
。
北
に
望
む
こ
と
二
十
里
に
、
小
源
嶺
の
上
に
、
高
山
が
屏
列
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
名
を
大
嶺

山
と
言
う
。
こ
れ
こ
そ
北
の
か
た
湘
潭
に
通
じ
る
道
で
あ
る
。

橋
を
過
ぎ
、
西
南
に
行
く
こ
と
三
里
で
、
長
嶺
を
上
る
。
さ
ら
に
西
に
下
る
と
窪
地
が
あ
る
。
三
里
す

す
み
、
葉
公
坳
を
上
る
。
さ
ら
に
四
里
で
、
太
平
寺
の
嶺
を
下
る
。
こ
こ
で
は
大
江
が
そ
の
下
を
流
れ
て

い
る
。
江
を
隔
て
た
向
こ
う
岸
は
芒
洲
で
あ
る
。
こ
の
太
平
寺
は
攸
県
城
東
部
か
ら
四
十
五
里
に
あ
た
る
。

こ
の
日
、
長
嶺
を
上
っ
て
い
る
こ
ろ
は
、
日
が
少
し
差
し
て
い
た
。
真
夜
中
に
し
た
た
り
落
ち
る
雨
の

音
が
聞
こ
え
、
明
け
方
に
よ
う
や
く
止
ん
だ
。

［
一
月
二
十
日
］

《
概
要
》
太
平
寺
か
ら
舟
行
。
洣
水
を
遡
上
。
下
埠
を
経
て
、
楊
子
坪
に
泊
。
七
十
里
を
一
日
で
進
む
。

途
中
、
廻
郷
灘
な
ど
の
難
所
が
あ
る
。

■
本
文
の
部

二
十
日

先
晩
候
舟
太
平
寺
涯
上
、
即
宿
泊
舟
間
。
中
夜
見
東
西
兩
山
、
火
光
熒
熒
、
如
懸
燈
百
尺
樓
上
、
光
焰

映
空
、
疑
月
之
升
日
之
墜
者
。
既
而
知
爲
夜
燒
。
既
臥
、
聞
雨
聲
滴
瀝
、
達
旦
乃
止
。
上
午
得
舟
、
遂
順

流
西
北
向
山
峽
行
。
二
十
五
里
、
大
鵝
灘
。
十
五
里
、
過
下
埠
、
下
廻
郷
灘
、
險
甚
。
過
此
山
始
開
、
江

乃
西
向
。
行
二
十
五
里
、
北
下
橫
道
灘
、
又
十
五
里
、
暮
宿
於
楊
子
坪
之
民
舍
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
日

先
晩
、
舟
を
太
平
寺
の
涯
上
に
候
つ
。
即
に
泊
せ
る
舟
間
に
宿
す
。
中
夜
、
東
西
兩
山
に
、
火
光
の
熒

熒
た
る
こ
と
、
燈
を
百
尺
の
樓
上
に
懸
く
る
が
如
き
を
見
る
。
光
焰
空
に
映
じ
、
月
の
升
れ
る
か
、
日
の

墜
つ
る
者
か
と
疑
ふ
。
既
に
し
て
知
る
、
夜
燒
た
る
を
。
既
に
臥
し
、
聞
聲
の
滴
瀝
た
る
を
聞
く
、
旦
に

達
し
て
乃
ち
止
む
。
上
午
に
舟
を
得
、
遂
に
流
れ
に
順
ひ
て
西
北
に
山
峽
に
向
か
ひ
て
行
く
。
二
十
五
里

に
し
て
、
大
鵝
灘
た
り
。
十
五
里
に
し
て
、
下
埠
を
過
ぐ
。
廻
郷
灘
を
下
る
、
險
な
る
こ
と
甚
し
。
此
を

過
ぎ
て
山
始
め
て
開
く
。
江
乃
ち
西
に
向
か
ふ
。
行
く
こ
と
二
十
五
里
に
し
て
、
北
へ
橫
道
灘
を
下
る
。

又
た
十
五
里
に
し
て
、
暮
に
楊
子
坪
の
民
舍
に
宿
す
。
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●
語
注

○
舟

舟
行
は
、
洣
水
で
あ
る
。
こ
の
川
は
衡
東
県
の
西
で
湘
江
に
合
流
す
る
。

○
聞
雨
聲
滴
瀝
、
達
旦
乃
止

こ
の
句
、
前
日
条
と
重
複
す
る
。

○
大
鵝
灘

譚
民
政
は
、
い
ま
の
大
岳
灘
が
こ
こ
で
は
、
と
い
う
（
八
三
頁
）。

○
下
埠

「
長
沙
」
図
、
十
「
衡
山
県
」
図
に
見
え
る
。
い
ま
の
夏
浦
で
あ
ろ
う
。
夏
浦
は
、
「
南
灣
」

図
、
大
・
小
地
図
①
に
あ
り
。

○
廻
郷
灘

譚
民
政
は
、
い
ま
の
廻
水
灘
が
こ
こ
で
は
、
と
い
う
（
八
四
頁
）。

○
楊
子
坪

譚
民
政
は
、
い
ま
の
楊
梓
坪
が
こ
こ
で
は
、
と
い
う
（
八
四
頁
）
。
十
「
衡
山
県
」
図
で
は

楊
子
坪
が
、
「
呉
集
」
図
で
は
楊
梓
坪
が
見
え
る
。

●
口
語
訳

［
二
十
日
］

●
前
夜
の
回
想

先
晩
、
太
平
寺
の
水
辺
で
舟
を
待
っ
て
い
た
（
が
得
ら
れ
な
い
）
。
そ
こ
で
停
泊
し
て
い
る
舟
に
宿
を

取
っ
た
。
夜
半
に
、
東
西
の
山
に
、
火
の
光
が
あ
か
あ
か
と
輝
き
、
ま
る
で
百
尺
も
の
楼
閣
の
上
に
提
灯

を
つ
る
し
た
か
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
光
焰
が
空
を
照
ら
し
、
月
が
上
っ
た
か
、
太
陽
が
落
ち
て

き
た
か
の
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
そ
の
あ
と
、
山
焼
き
だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
寝
床
に
伏
せ
っ
た
の
ち
に
、

し
た
た
り
落
ち
る
雨
の
音
が
聞
こ
え
、
明
け
方
に
よ
う
や
く
止
ん
だ
。

●
太
平
寺
か
ら
楊
子
坪
へ
：
舟
航

午
前
に
（
よ
う
や
く
）
舟
便
を
得
、
流
れ
に
そ
っ
て
西
北
方
向
に
山
峽
を
通
っ
て
進
む
。
二
十
五
里
で
、

大
鵝
灘
で
あ
る
。
十
五
里
で
、
下
埠
を
通
過
す
る
。
廻
郷
灘
を
下
る
、
と
て
も
険
阻
で
あ
る
。
こ
こ
を
過

ぎ
る
と
山
峡
が
始
め
て
開
け
、
川
は
真
西
に
向
か
う
。
行
く
こ
と
二
十
五
里
で
、
北
へ
向
き
を
変
え
橫
道

灘
を
下
る
。
さ
ら
に
十
五
里
に
し
て
、
暮
に
な
り
楊
子
坪
の
民
家
に
宿
を
取
る
。

（
第
二
部
へ
続
く
）

訳
注
：
薄
井
俊
二
、
二
○
二
五
年
二
月
二
十
五
日


